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「凜りんは、私たちの──黎れい千せん院いん公こう爵しやく家の三男なのだよ。長らく秘密にしていて、申し訳なかった」

「もし真実を告げて信じてもらえなかったり、拒絶されたらどうしよう、と不安があったし……。側そばにいられるだけで幸せだったから……」

　──これからは、司し生きから衝しよう撃げきの事実を知らされた後のことだ。

　凜は、出生の事実を消化しきれないままに司生と黎千院公爵家へ向かった。

　玄関で出迎えてくれた公爵夫ふ妻さいは、大層思いつめていたようだ。これまではいつも笑顔で迎えてくれていたので、その違いに少し驚いた。

「事実をすべて、凜に伝えましたよ」

　挨あい拶さつもそこそこに司生がそう告げると、凜にすらわかるほどに公爵夫妻が緊張した。

　そして、先ほどの言葉を告げられたのだ。

「今まで苦労をかけて、申し訳なかった。今さら、と怒りもあるだろうが……できれば、今後は私たちの大切な息子むすことして……生きてほしい」

「私たち、ずっと凜ちゃんを捜さがしていたの……っ、凜ちゃんを愛していて……だから恨うらまれるのはつらい……」

　居間に入った途端に公爵夫妻に深々と頭を下げられて、凜としては困惑しかない。

（どうしよう……）

　まさか、これほどまで思いつめているとは思っていなかった。

　当然のことながら、見つけてくれて感謝こそすれ、恨うらみなど毛もう頭とうないし。

「司生」

　横にいる上司──実は兄だった──に縋すがるしかない。凜と並んでソファに座りメイドが運んできた茶を飲んでいたが、凜の視線に気づいたようだ。

　ティーカップをソーサーに置くと、優雅な仕し草ぐさのまま公爵夫妻へ告げた。

「落ち着いてください、父上、母上。凜はまったく恨んでなどおりませんよ。それどころかとても快こころよく、これからの人生を僕の弟として過ごすと約束してくれました」

（そこまで雄ゆう弁べんに語る余裕はなかったけど）

　とはいえもちろん、否定はせずに端たん整せいな横顔を凝ぎよう視しするしかできないが。

「本当かね……!?　司生……！」

「本当に!?　凜ちゃん……！　私たちを許してくれるの!?」

　身を乗り出した公爵夫妻が、期待に満ちた視線を凜に送る。

　凜は迫力にのまれて、こくこくと頷うなずいた。

「おお凜……！　我われ々われを許してくれるのかね!?」

「ありがとう！　凜ちゃん……！」

　凜をギュ、と抱きしめる公爵と、レースのハンケチを握にぎりしめ泣いて感激する夫人はとても温かい。

「本当に感謝しかないので、とても嬉うれしいですから謝あやまらないでください……っ！」

　そして凜は椅い子すから立ち上がり、ペコリ、と頭を下げた。

「ずっと、大切に育ててくださってありがとうございました。……おかげさまで、引き取られてからずっと幸福な人生を歩むことができました」

「凜……」

「このご恩は、一生かけてお返しします──黎千院家の恥はじにならぬよう、頑がん張ばります」

　司生に告げられた時も驚いたが、改めて黎千院公爵夫妻に言われるとあまりのことに上手じようずな対応ができない。なんだかふわふわしている。

　公爵がさらに凜を強く抱きしめた。

「これからは、私たちを父母として接してくれ……！　血を分けた本物の親子だ！」

（父と、母……）

　──そんな存在が、まさか自分にいるなんて。

（そうか……。親、なんだ……オレの、本当の……）

　不思議な感覚だ。

　幼い頃からずっと食べるものもなくて、孤こ児じ施設にようやく拾われたような自分に──まさか、家族がいたなんて。

　自分には絶対に得られないと思っていた幸福が、目の前にあるなんて。




　──どう対応していいか、わからない。
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「なんと恐おそろしい！　凜りんがあの《怪かい盗とう》に狙ねらわれてしまったとは！　しっかりした警備態勢を取るためにも、今すぐこの屋敷へ戻ってきなさい！」

「凜ちゃんに、誘ゆう拐かい予告が出ているなんて……！　私たちは、絶対にあなたを手離したくないのに！　ああ、どうしましょう……！」

　激しく動どう揺ようしている公こう爵しやく夫ふ妻さいへ凜と司し生きが説明しようとすると、夫人がふらり、と椅い子すに力なく倒れ込んだ。

「奥様……!?」

　慌あわてて凜が手を差し出す。

「凜、違うよ。『お母様』」

「し、司生……！　そんなことを言ってる場合では……！」

「いやいや、大事なことだから」

　そんなことは絶対にない。公爵夫人の身体からだの方が当然大事だ。

　名門公く家げ出身の女性である。しかも、結婚するまでは屋敷の外に出たこともなかった華きや奢しやで繊せん細さいな本物のお姫様だと聞いている。

　司生が、慣れた様子で夫人へグラスを差し出す。

「これを飲んで、どうか落ち着いてください母上。凜が母上に喜んでもらいたいと、わざわざ横浜の明めい治じ屋やまで行き買ってきた、三みツつ矢や平ひら野の水すいですよ」

「まあ、凜ちゃんが……私のために……」

　司生が差し出したグラスを、夫人は大切そうに受け取る。確かに公爵夫妻への土産みやげにと買ってきたが、それは《レモネード》を司生に勧すすめられたからだ。

　こんなにも喜ばれるとは思っていなかったので、なんとなくこそばゆい。

「ご心配なく母上。名探偵たる僕がついていますから、絶対に凜は奪わせません」

「……とはいえ、凜があの《怪盗》に狙われるとは……どうしたらいいのか……」

　溜ため息いきをつく公爵にも《レモネード》が入ったグラスを渡そうとしたが、そうではなかったらしく、凜は手を握にぎられた。

「警視庁に勤める友人にもよくよく頼んでおくが……。司生、なんとしても凜の無事に尽じん力りよくせよ」

「わかっています」

　公爵夫妻は、凜の手を左右から握りしめて真剣に話し合っている。それをふりほどけるはずもなく、凜は大人おとなしくされるがままになっていた。

　司生が凜の襟えり元もとを直しつつ、公爵夫妻へ力強く頷うなずいた。

「それに、今回の誘拐事件については大きな疑問もあります」

「疑問……？　なんだ、それは」

　公爵が前のめりで尋たずねる。司生はさらに断言した。

「あの予よ告こく状じようは、本物の《怪盗》が差し出したものではない、ということです」

「えっ!?」

　息を吞のむ公爵夫妻以上に、凜が驚いた。

「ど、どういう……？　いいんですか？　司生、そんな噓うそを言って」

「必要悪だよ。僕は、両親を不幸にしたくないからね」

　そっと司生へ耳打ちした凜に、予想外の返答があった。

「事実を告げるだけが、正しいことじゃないよ。これは、親孝行になる噓だ」

「そ、うなんですか……？」

　凜との内緒話の途中で、司生は夫妻に向き直った。

「今回の《怪盗》の予告状は、今までと大きく異なるところがあります。それは暗号文が一切なく、しかも、盗むものが凜である、と明確に書かれていることです」

「うむ……確かにその通りだな」

　公爵が納得する横で、夫人も司生を見つめていた。

「他にも、前の犯罪からあまり間を置かないことなど、まったく違います──これらを踏まえて僕は、《怪盗》の模も倣ほう犯はんである、と確信しました」

「え？　……司生？」

　凜が思わず声を上げてしまうが、夫妻は司生の推理になるほどと頷いている。

　さらに司生は続けた。

「偽にせ《怪盗》など敵ではなく、浅はかな犯罪ごとき未然に防いでくれましょう。……ですので、どうか父上母上は心穏おだやかにいらしてください」

　予告状を公爵夫妻へ見せ、自信満々に司生が断言した。

「さすがだ司生……！　凜を護まもるためなら私はいくらでも金を出すぞ！　どんな手段を取ろうとも、不ふ埒らちな悪漢の思おも惑わくなど木こっ端ぱ微み塵じんにせよ！」

「もちろんです。大帝都で一番優秀な探偵との呼び名も高いこの僕が、必ずや凜を護りきると約束しましょう」

　力強い司生の言葉に、夫妻は手を取り合って喜んでいる。

　──どうしよう、と思っていれば、司生が凜へにっこり笑顔を向けてきた。

「ねえ、凜だってこれが偽者だって思うよね？」

「──あー……」

　真実なんて、言えるはずがない。

　本物の《怪盗》からの予告であることは、司生もはっきりわかっているだろうに。

　凜だったら、《怪盗》の正体を知っているのにこんなハッタリはかませない。




　しかも、その《怪盗》本人がしれっと『自分が予告状を出した』と明言しているのだから。
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　黎れい千せん院いん公こう爵しやく家に来る前──

《怪かい盗とう》からの予よ告こく状じようを手に藤ふじ田た警部補が飛び込んできてから、伯はく爵しやく邸ていでは面倒なやりとりがあった。

「絶対、君に凜りんは渡さないよ」

　予告状を読んだ司し生きの声こわ音ねは、かつて聞いたこともないほどに冷たかった。

「昔、ほんの少し時間を共有していたごときでどんな主張だよ……。僕と凜が育はぐくんできた長く濃こい時間の足元にも及ばないくせに、分不相応な野望など持つとは」

「黎千院伯爵こそ、傲おごっていらっしゃる」

　凜の大切な幼おさな馴な染じみで親友の音おとノの羽わ久く恩おんは、司生へ不敵に笑えんでみせる。

「私と凜は幼い頃よりずっと心が結びつき、枯こ渇かつした胸きよう中ちゆうを互いに満たし合い続けています。だらだら長いだけで薄っぺらい共有時間を過ごした伯爵と比較されるのは心外」

「……世間を騒さわがす罪人の《怪盗》が、何をぬかしてるんだか。凜を大事にできるわけもないくせに、音ノ羽……いや松しよう鷹よう侯こう爵しやく家嫡ちやく子し、久恩君」

「できますよ？　《怪盗》であることが何の枷かせになると？」

　普段は口数が少なく凜には優しい久恩だが、司生相手となると饒じよう舌ぜつだ。

「──私が《怪盗》であるのは、本来の権利を主張するためですし」

　九恩は、騙だまされ失意のうちに亡なくなった両親に代わり奪われた家宝を取り戻している。

【正規の持ち主ぬし】であるゆえに、久恩が罪人扱いされるのは凜としても反論すべきことだが、今回の件に関しては口を挟みにくい。

　──何を思ったのか、親友である凜を黎千院家から奪うと予告してきたのだ。

　もちろん秘宝でも何でもない、両親の件とも無関係なのに。

（……司生がオレを助手として独占してるのが、気に喰くわないらしい）

　司生は司生で、凜が久恩を特別な親友扱いするのが不ふ愉ゆ快かいだという。どっちもどっち、要はこの二人は馬が合わないのである。

「凜が聡そう明めいで勉強好きなのをいいことに、伯爵家の資産管理だけでなく探偵業の助手までさせて片時も離さない。凜の過労死を避けるためにも私が引き取ります」

　剣けん吞のんな司生に対し、久恩には余裕すら感じられる。しかも、事の成り行きに不安を感じる凜の腰に手を回してくるものだから、司生の怒ど気きが、殺さつ気きに変わる。

「僕の大事な弟に、気安く触れないでくれたまえ」

「昨日今日、ようやく宣言できたような希き薄はくな関係をよくもまあ、声高に自慢できますね伯爵。さすがは大大名ご出身、図太い神経に感服いたします」

「…………」

「ちょ、久恩、司生！」

　慌あわてて間に入った。司生の頰ほおが、わかりやすいほど引きつったのだ。

　そして、ゆらり、と音もなく椅い子すから立ち上がる。何をするのか、と心配していれば久恩の眼がん前ぜんに立ちはだかった。

「ふ、面おも白しろい……。その喧けん嘩かは買わせていただくよ。目いっぱいの高値でね……」

「喧嘩など売ってはいませんよ。私はただ、事実を真しん摯しに申し上げただけで」

　久恩は椅子にゆったり座ったまま、平然と凜の淹いれた珈コー琲ヒーを飲んでいる。

「ようやく『この子は弟』って声を大にして言えるんだ、たかが《怪盗》ごときの邪じや魔まで手放してなるものか。君は敵だ、対決してやる」

「ええ、喜んで」

　睨にらみ合う二人が不吉極きわまりない剣吞な雰ふん囲い気きになった──その時。

「お茶ちや菓が子しもらってきました！　いやー！　やっぱり風ふう月げつ堂どうの貯ちよ古こ齢れー糖とは、この世で一番美お味いしいですねっ！」

　バターン！　と勢いよく扉とびらが開き、小用で部屋を出ていた藤田が戻ってきた。

「あっ！　凜君を挟んでなんの相談ですかっ!?　さては《怪盗》から凜くんを護る方法を熟考中ですねっ！　自分も混ぜてくださいっ！」

「ああ、ちょうど一休みするので、後で」

　瞬時ににこやかな笑顔に変化した司生は、藤田へ即答で答えた。

「あと独逸ドイツ語ごを、堪たん能のうな音ノ羽久恩君に訊きいていただけですので」

「こっこちらにビスケットと珈琲を準備してありますよ！」

　凜もごまかすのに協力するべく、手をつけていない菓子皿を藤田へ翳かざす。

「ありがとう凜くんっ！　さっ君も一緒に貯ちよ古こ齢れー糖とを食べよう！　え？　これ全部お土産みやげに？　黎千院伯爵ありがとうございますっ！　じゃあ自分は警視庁へ戻り、同どう僚りようと山分け……ではなく《怪盗》逮捕の作戦を練ねってきます！」

　びしっと敬礼しながらも、口はもぐもぐ動いている──本当に好物らしい。

「黎千院家の至し宝ほうである凜くんを護るためにっ！　鹿ろく鳴めい館かん以上の警備網を敷きますので！　大船に乗った気持ちでどーんと構かまえていてくださいっ！」

　泥どろ舟ぶねだ、と司生が小さく呟つぶやいたのが確かに聞こえたので、凜は笑顔を作るしかできなかった。というか、恥ずかしいから『至宝』とか言わないでほしい。
















　それではっ！　と藤田警部補は足音高く伯爵邸を飛び出して行った──目の前に、《怪盗》がいるとは夢にも思わないままに。

「うーん、基本は癒いやしの存在だよねぇ……藤田警部補って」

「一いつ生しよう懸けん命めいなのはありがたいですが、たまにやりすぎな時も……」

　司生が本棚へ寄り、英語の本を選びながら肩を竦すくめるのに凜が返す。

「現場にも、新聞社の取材を入れてしまうのは困るよね。事件はみんな《怪盗》が犯人だとの論説を唱となえる某ぼう新聞社なんか、最近増長して特にしつこくなってるし」

「ああ、新しん國こく新聞ですね。裏から注意しておきますか？」

「そうだねえ、あそこの社長は癖くせが強いから、凜は関わらなくていいよ」

　司生は、様々な可能性を考慮（憂ゆう慮りよ）しているようだ。

　こんなに悩む二人とは対照的に、久恩は素知らぬ様子で珈琲を飲んでいる。

「……そういえば、久恩は新國新聞の《怪盗》についての記事、読んだことある？」

「興味はない」

　あっさり断言されたが、凜はさらに心配を口にする。

「なんでもかんでも久恩が真犯人になってる。ただの悪党扱いでオレは好きじゃない」

「僕としては、某華族の姫君が狼ろう藉ぜき者ものからしつこく求愛されているそれも《怪盗》の仕し業わざ、とか真剣に書かれている記事は愉快痛快だけどねえ」

　司生がふざけることにも久恩はすまし顔のまま、平然と珈琲を飲み続ける。

「凜が私を信じてくれていれば、どこで誰が何を推測していようが気にしませんよ」

「いくら親友を信じている凜だって、秘密の多い《怪盗》のことなんざ、信じ続けていられるわけがないだろ」

「────」

「いや……！　そんなことは……！」

　久恩が司生を睨む。もちろん親友を信じ続けている凜は慌てて止めに入った。

「失礼します。旦だん那な様から大至急、屋敷に戻るようにと使いが」

　そんな最悪に険悪な中、ドアをノックして家か令れいの声が響ひびく──よかった、喧嘩は中断だ。




　そして、凜の……大切な末っ子の誘拐予告を知って大騒ぎとなった黎千院公爵夫妻が、司生と凜を呼び寄せて大混乱おさまらぬまま今に至いたっている。
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「旦だん那な様、お仕事に向かうお時間でございます」

「おおそうだね……。凜りんから離れたくはないのだが」

「なりません。大大名ご出身たる名門・黎れい千せん院いん公こう爵しやく家ご当主のお務めでございます」

　使用人の中でも最高位である家か令れいが恭うやうやしく、公爵へコートを渡す。

　黎千院家では、当主らへ寄ったり喋しやべることができるのは家令の認めた使用人だけだ。ゆえに家令が主人の身の回りの世話をするのは当然のこととなっている。

　凜を抱きしめてから、公爵は名残なごり惜おしそうに何度も振り返り屋敷を出て行った。

「では奥様も。落ち着かれるためにも、どうかお休みください」

　家令は夫人を寝室へ連れて行くように、家令補佐である家か扶ふへ指示する。

「……凜ちゃん、家庭教師の音おとノの羽わ久く恩おんさんと今日は一緒じゃないの？」

「こちらへ来る前までは、司し生きの屋敷にいました」

　久恩は夫人のお気に入りだ。そう、と凜へ頷うなずいてから部屋を出た。

「司生様も、お仕事が溜たまっていらっしゃると伯はく爵しやく家の家令から聞いております、すぐにお屋敷へお戻りくださいますよう」

（さすがの迫力だなあ……）

　公爵も夫人も司生も、誰だれも逆らえない。事実上、黎千院家を取り仕切っている。

　家令の粕かす村むらは、大大名の時代からずっと黎千院家に仕えていた家系だ。本家は元筆頭家が老ろうで現在は華族でもある。

「じゃあ粕村、僕と凜は帰るけど……両親をよろしくね」

「わかっております。司生様も、黎千院家で働く使用人のよき手本となられるよう。もちろん、凜りん坊ぼうも」

「……凜坊はやめてください、粕村さん……」

　扉とびらを開けて待つ使用人の横ですまし顔の粕村は、凜の訴うつたえに聞こえないふりだ。

「まあ凜は、黎千院家のみんなの子供みたいなものでしょ？」

「大変ありがたいですけど」

　司生は苦笑しているが、やっぱり『凜坊』は恥はずかしい。そういえば粕村は、公爵家に来た時から凜をずっとこう呼んでいた。

　使用人らにも自分にも、粕村は常に厳しい。司生だけでなく嫡ちやく男なんや公爵ですら、問題があると叱しかられていたらしい。

（オレには、昔から優しかったけど）

　まるで本当の子供のように世話をしてくれたな、と思い出していれば、玄関に向かいつつ司生がこそっと耳打ちで教えてくれた。

「粕村はね、凜がもしうちの子である事実を拒絶したら、自分が養子縁組するつもりだったんだよ。だから凜が二つ返事で黎千院家に入ったのは残念だったかもね」

「恐おそれ多いです」

　名門の黎千院家を取り仕切る家ともなるとかなり裕福だ。昔から自宅へも招いてくれて、夫人や娘さんにも家族のように可か愛わいがってもらっていた。

　旅行にも連れて行ってくれたり──

　無ぶ愛あい想そうだが、凜を可愛がってくれている。

（というか、公爵夫妻もか……。他の、仲良くしてくれた家職のみんなも）

　とにかく、凜がひとりぼっちであることは黎千院家に来てから一度もなかった。

（今も接し方が変わらないのは、本当に感謝してる）

　黎千院の三男であることがわかってすぐに、凜は粕村のところへ報告に行った。

　安あん堵どしたような、嬉うれしそうな──それでいてなんだか残念そうな。そんな複雑な表情が忘れられない。

　それを思い出すと、司生の話も納なつ得とくしてしまう。

「……幸せになりなさい、って粕村さんには言ってもらえたんです」

「へえ……あ、粕村が何か用事があるみたいだよ」

　馬車に乗り込むと、一度閉じられた扉を粕村がトントン、と叩たたいてきた。何か忘れ物か、と思い凜が開けると、小さな袋を差し出してくる。

「持っていきなさい」

「え？　これ……」

　見ると、それは古いお守り袋だった。

「母が、戊ぼ辰しん戦争へ赴おもむく私に作ってくれたものだ。これのおかげで無傷で戻ってこられた。今度は凜坊が、護まもってもらいなさい」

「────」

　思わずお守り袋と粕村を見比べてしまう──《怪かい盗とう》の予告について、心配してくれているのだ。

（そうか、司生とオレ以外は《怪盗》の正体も目的も知らないから……）

　胸が痛む。

「《怪盗》などという不ふ埒らちな極ごく悪あく人にんの好きにはさせない。私たちがちゃんと護るから、安心なさい」

「ありがとうございます……粕村さん」

　ぺこり、と頭を下げれば、粕村が目を細めた。しかしすぐに、司生へ向くと慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「──では。お時間を取らせて大変失礼しました」

「いいよ、粕村らしくて安心した」

　今度こそ馬車の扉が閉まり、御ぎよ者しやが声を上げると馬が動きだす。ガタゴトと揺れはするが、この馬車には屋根もあって乗り心地ごこちはひどくない。

「凜は、みんなに愛されてるねえ」

「もらってよいのでしょうか？　こんな大事なもの……」

　司生は微笑ほほえんでいるが、まちがいなくこれは粕村の宝物だ。《怪盗》の正体も、凜へ危害を加えないことも全部わかっているのに、粕村を騙だましているようで申し訳ない。

「いいんじゃない？　凜の幸せを誰より強く祈りたいんだよ。君が誘ゆう拐かいされた時もずっと悔くやんでいたし」

「粕村さんが悪かったわけじゃないのに」

「そうだけど、粕村は黎千院家の使用人の頂点だからね。切腹して責任取ろうとしたのを両親が慌あわてて止めたり──いやはや、本当に凜が見つかってよかった」

「……そうですね」

　止めてくれて、感謝しきりだ。

「黎千院家のみんなに、オレはとても感謝しています。こんな状況であっても、オレを温かく迎えてくれたし……」

「君はうちの宝物だから。君を幸せにしてあげたいんだよ、みんながみんな本気でそう思ってる」

「まさか……。みんな粕村さんみたいに、オレが子供の時に誘拐されたことに罪の意識がある……とかじゃないですよね？」

　黎千院家の使用人はたいていが、江戸時代やさらにその前より仕えている。何よりも当主やその一族を大事にしてくれていると聞いているから、もしや、と心配なのだが。

　しかしそれには、司生が、いやいや、と苦笑で否定してきた。

「違うよ。まあ、全然ないわけじゃないけどね。君が我わが家やへ戻ってきた当初は確かにそんな気持ちがあって迎え入れた可能性は否定しないけど。今では、君の人柄を気に入っているんだよ」

「……人柄、ですか？」

「そう、君の魅力だ。努力を決して見せないところとか。人の何倍も勉強をして周囲の役に立とうとしているのに、自分は誰にも頼らず一人で生きていこうとしているところとか……。今でも、孤こ児じ院いんへ自分の給金のほとんどを寄き付ふしているところとか」

「知っていたんですか」

　驚く凜に、司生が肩を竦すくめる。

「黎千院家の家従以上は全員ね。あ、ちなみに君の正体を知らない使用人たちは、『類たぐい稀まれな頭脳を黎千院家が目に留め、粕村が世話をする将来有望な少年』として一いち目もく置いていたみたいだけどね」

「恐きよう縮しゆくすぎます」

　それはなんとなく知っていた。本来ならば、なんの紹介も後うしろ盾だてもない凜なので他の誰よりも下働きに就つくべきであったのに、思う存分に勉強をさせてもらっていた凜に対して誰も不服を言わなかったから。

「途中から、凜がうちの子って推測も出てたみたいだけど。まあ、誘拐された子と同じ名前だったり、僕らの態度を見てればわかるかー凜以外は」

「……鈍どん感かんですみませんね」

　いや、凜だっておかしいとは思っていたのだ。

　黎千院家の皆と同じフロアに部屋をあてがわれて、服も持ち物も、司生と変わらないほどに高級で豪華だったし。

　しかも、食事や団らんも黎千院家のみんなと常に一緒で礼儀作法も学ばせてもらっていたのだから。

　だが、孤児院を経営していた河かわ村むら定てい静せい先生からいろいろと凜の話を聞き、頭脳に期待をしていたからかもしれない、と納得していた。

「家従以上の使用人はね、凜がうちに戻ってくるって前もって知らされていたから。そりゃあもう、緊張していたらしいよ」

「え？　扱いに困った、とか……？」

「違うよ。みんな、君が誘拐されたことを知っていたからね。無事に戻ってきたことを下へ手たに喜んで不審がられたらどうしようって」

　馬車が走る騒音の中でも、顔を寄せていればそれなりに会話ができる。

「過保護にしすぎて教育によくないとか、可愛がりすぎないようにって、みんなで決めたらしいよ」

「……なんですか、それ」

「まあ結局、凜がとても鈍にぶかったので気づかれないから安心したみたいだけど。しかも想像以上に可愛くて素直だったからいいことずくめだしねえ」

「……けなすか、褒ほめるか、どっちかにしてください」

「愛めでて、褒めてるんだよ」

　頰ほおが触れるほどに抱き寄せられた。

「本当に嬉しいなあ。助手だとか将来期待してるからとか、その場しのぎの言い訳を考えることなく、堂々と君が大事って言えるんだから」

「司生、最近そればっかりですよ」

　迷惑ではないが、一応注意はしておく。

　気にしたふうもない司生はひょい、と凜の顔から自分の顔を離すと、真剣に告げた。

「凜。音ノ羽久恩君は、本当に君が信じていい男かい？」

「え……？」

「彼は本気で凜に執しゆう着ちやくしているけど、だからって凜が無条件に信用していい男とは限らないよ」

　訴える双そう眸ぼうの光は鋭するどくて、凜は思わず息を吞のんだ。

「何より彼は《怪盗》として、世間に大きな隠し事をしている。ならば、凜にも隠し事があって不思議じゃない。陰のありすぎる男を親友として信じるのは、僕は危険だと思うし賛成はできないな」

「……大丈夫ですよ、久恩はオレには秘密を持たないって約束してくれてますし」

「一回でも破ったら、縁を切りなよ」

　司生の口く調ちようは厳しい。

　がたん、と馬車が大きく揺れる──凜は壁に背中を打ちつけるかと思ったが、司生が腕で庇かばってくれたので痛くなかった。

「す、すみません……っ」

「約束して。僕は、凜を少しでも不安にさせたり悲しませる奴やつは許さないから」

「──わかりました」

　司生は凜の背中を抱きしめたまま、顔をじっと見つめている。凜も見つめ返しながら、頷いた。

　司生の心配が杞き憂ゆうであるとは、説明してもわかってもらうのは難しいだろうから言わないでおく。

（久恩は何があっても、オレを騙だまさない……お互い、絶対に失いたくない存在だ）

　隠し事はしない、と久恩と契約に近いほどの約束をしている。それは絶対に護られるべきものだ。

「司生は久恩のことが苦手ですね」

「当たり前だろ」

　想像していたよりも強い返しだ。凜は黙だまる。

「凜の幸福をちゃんと考えているのなら、黎千院家から盗むなんて予告を出しはしないよ。凜が困ることを平然と行うあの男が、側そばにいていい人間とは思えない」

「あー……確かに、あの予よ告こく状じようには困っていますけど」

　久恩は表情が乏とぼしいが、司生は反対に豊かだ。本当に嫌けん悪おしているのがありありとわかる。

　それを見つめて、前から思っていた正直な気持ちを告げた。

「当たり前のことですが、オレは黎千院家に感謝しています。久恩が何を考えてあんな予告状を出したのか、今度訊こうと思いますが」

「無駄だよ、独占欲やエゴだけで感情的に行ったものさ」

「……久恩なりに、オレの幸福を考えた結果かもしれません」

　だとしたら、大きな誤解をしているが。

「とにかくオレは、黎千院家に迷惑をかけることは絶対にしたくないです。第一、オレが誘拐されてしまったら、いまだに激しく自じ責せきされている旦那様と奥様が……」

「お父様とお母様、でしょ？」

「……久恩には、今件の予告を取り消すようにお願いしてみます」

　注意されてもまだ、親と呼ぶには抵抗があるのだ。恥ずかしいというか、申し訳ないというか──上う手まく説明できないが。

「うん、いまだに凜が誘拐されたことを反省しまくっている両親のためにも、ぜひとも音ノ羽久恩君の自己中心的思考を思いとどまらせてくれる？」

「はい」

　司生は凜が《怪盗》の予告に困惑していることを最初から理解していたので、さらに当然のように言い放った。

「これも親孝行だからね」

（親孝行……）

　司生の言葉が、胸の中に留まっていることに気づいた。じわり、と滲しみていく──温かいそれは、嬉しいという感情だと気づいた。

「どうしたの？　凜。ぼんやり僕の顔を見て……」

「──いえ、あの……実感があまりわかなくて」

　司生が心配そうに凜の顔を覗のぞき込んでくるのに、フルフルと顔を左右に振って返した。

「そうか……。そうですよね、オレ、家族が見つかったんですよね……」

「そうだよ？　君はもう一人じゃないし……というか、黎千院家に来た時から、君のことは黎千院家全員で『大事な末っ子』として見ていたから、すごく今さらなんだけどね」

「……ありがとうございます」

　じっくり嚙かみしめると、胸の動どう悸きが速くなりふわふわした感じになる。

　恥ずかしくて誰にも内緒だが、凜は何度も見ている《夢》があった。

　それは、凜の家族という人たちが出てきて、『大事なうちの家族、子供だよ』と当然のように迎え入れてくれ、みんなと団らんを経験するのだ。

　さすがに、夢の中に現れる家族は黎千院家のみんなではなくて、顔は見えなかったけれども。

　家族がみんな揃そろって、当たり前に自分がそこにいていい空間があった。

　しかしそんな世界は、朝がきて唐とう突とつに終わる。

　目が覚めて、それが夢であったと気づく──その空くう虚きよさが嫌いやだった。

　とっくに諦あきらめていたはずの《家族》が無性に恋しくなって、哀かなしくなるのだ。それを、幼おさない頃から何度も経験していた。

（けど今は、そんな昔の夢以上の状況だ）

　現実の方が幸福だなんて、そんなことがあっていいのか。

「──司生」

「何？　可愛い僕の弟の凜君」

　なぜか、司生はデレデレで上じよう機き嫌げんだ。不安そうにしている黎千院公爵夫妻とは対照的な機嫌のよさで、凜を甘あまやかしている。

　恥ずかしさを表情にしつつも、真剣に悩みを吐と露ろした。

「あの……後になって、やはり間違いでオレは黎千院家とは何の血縁もないということになったりはしませんか？」

「まさか。天地がひっくり返ってもそれはないよ」

　ずっと抱いていた心配を訊きいてみたのだが、あっさり返答があった。

「けどそうだな……万が一そんなことがあったら、僕と養子縁組すればいいだけのことだし」

　当然のごとき清すが々すがしい断言には、いっぺんの迷いもない。

「早い者勝ちになるよねえ。粕村だって絶対に立候補するだろうし。ライバルが多すぎるから困るよ、激戦になる」

「はあ」

　さらに司生は、強い決意をそのまま口にした。

「凜のことは絶対に離さないよ。離すものか、血が繫つながっていないなんて後から報告がきても、即行でもみ消すさ。誰にも渡さないから。音ノ羽久恩君は要注意すぎて、いっそ殺したいくらいだしね」

「……いや、久恩が要注意だなんて……」

　大丈夫、と言おうと思ったが断言できない。

　司生の予想は多分にあり得ることだから。

「ほーんと、音ノ羽久恩君は凜を僕たち黎千院家から引き離そうとする迷惑の権ごん化げだよね……。凜を誘拐する予告を取り消す方法を、模も索さくしないと」

　はあ、と溜息をつく司生に、凜はとりあえず、無言で頷くしかできない。
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「僕としては、音おとノの羽わ久く恩おん君より気になる行動をする男が一人いるんだけど」

「藤ふじ田た警けい部ぶ補ほですか？　やる気に比例した破は壊かい力りよくとか？」

　司し生き相手なので、凜りんも忌き憚たんなく意見を言う。

「……それ入れると、二人かな」

　黎れい千せん院いん公こう爵しやく家と司生の屋や敷しきは離れてはいないのだが、途と中ちゆうで警けい察さつ署しよに寄り、現状で警察が得えている《怪かい盗とう》の情報を確認してから帰ったので、すっかり夜になっていた。

「藤田警部補が、新聞社の取材に応じて《怪盗》の情報を公開したとか、予よ告こく状じよう見せたとか、得とく意い気げに教えてくれると立ちくらみするよね……守しゆ秘ひ義ぎ務むって何だろう、と」

「……司生がいかに優ゆう秀しゆうな探たん偵ていであるかも新聞社へ自じ慢まんしてくれていましたよ。よかったですよね」

　前向きに考える。

　そして溜ため息いきをつきつつ、馬車の窓ガラスの向こうを眺ながめた。

「このあたりは国や軍の施設が多いからか室内に灯あかりが点ともっている建物も多いですけど、下町の方はまだまだ暗いです……ね」

「そうだねえ、新しん橋ばしや銀ぎん座ざあたりならガス灯とうが点ともされているんだけどね」

　司生も頷うなずく。

　確かに、往おう来らいする人の手には提ちよう灯ちんの灯りがあるのみで、人の流れがなくなるとまだまだ暗いのが東京の実情だ。

　室内で点っているであろう、行あん灯どんやランプの光がゆらゆらと見えるが、それは温かくも優しい──けれど、貧ひん弱じやくに感じられた。

　家族の団らんを容よう易いに想像できるそれを、今の凜は笑顔で眺めていられる。

（以前は、嫌きらいでつらかったけど）

　自分に肉親はいない、と思い知らされるから。

「……あれ？　司生の書しよ斎さいに、灯りがついてる……？」

　伯爵邸に到とう着ちやくし、大きな門を通り過ぎて馬車は玄げん関かんへ向かう。その時に、一階の探偵業専用部屋にランプの灯りが点っていることに気づいた。

　司生は不ふ思し議ぎそうに、凜を振り返った。

「依い頼らい人にんが来る予定はあったっけ？」

「いいえ、特には」

　とはいえ、急に訪たずねてくる依頼主ぬしは跡を絶たたない。司生の探偵業に対する評価は、華族や有産階級の間ではかなり高いのだ。

　だが相談しているのを外に知られたくない依頼者が多いので、夜が更ふけてから密ひそかに使いが寄よ越こされることは決して珍めずらしくなかった。

（誰だれだろう。最近、問題を抱えていそうな華族や資産家は……思い当たるのが……）

　予想している間に馬車は屋敷の表玄関に到着する。

　すでに使用人の全員が、開いたドアの前に二列に並んで待っていた。

　家か従じゆうが司生に手を貸すのを見てから、凜も反対側のドアから一人で馬車を降りる。下げ足そく番ばんが体を支えてくれた時に、謝った。

「帰りが予定より大分遅くなってしまい、申し訳ありません」

「ああ、いいんだいいんだ。けれどお仕事だからと無理をしちゃ駄だ目めだぞ」

　昔から変わりなく優しい。司生がこの屋敷を構える時に公爵家からついてきた使用人で、凜にも孫のように接してくれている。

「凜、食事は？」

「司生と芝しば口ぐちの牛ぎゆう鍋なべ屋さんへ行き、済すませてきました」

「ああ、《今いまあさ》さんね。あそこは美お味いしいと大だい評ひよう判ばんだわ」

　親しくしている家従に答えると、有名店だと教えてくれた。

「それより……お客様が来ていますか？」

「ああ今、司生様にお話を」

　見ると、家か令れいが何かを伝えていて司生は真剣な表情で聞いている。

　その様子を見つめていると、司生がいきなり振り返った。

「凜、今日は一日中めまぐるしくて忙しかったね。もうゆっくりお休み。残った仕事は明日でいいから」

「え？　けれど司生、今、お客様がいらっしゃっているのでは……？」

「ああ、僕が対応しておくよ。極ごく秘ひで話したいことがあるみたいだから、凜は来なくていいんだ。お茶も家従に用意してもらうよ」

　ニコニコしながら、司生は凜が持っていた資料を折おり鞄かばんごと受け取った。

「そうですか、では……お先に失礼します」

　素す直なおに引き下がる。

　中には『話しにくいから』との理由で、正式な依い頼らいになるまで、助手の凜にすら会いたくない、という依頼主がいるのだ。今回もそのような客か、と推すい測そくした。

　──のだが。

「ひどいな、黎千院伯爵。私は、貴方あなたはいなくても問題ないので凜だけ来てくれるよう、こちらの家令に伝えましたよ？　話が食くい違ちがいましたか？」

「────」

「あれ？　久く恩おん？」

　いつのまにか、司生の書斎の扉の前に立っていた。

　いつからいたのか、久恩が腕を組んで凜たちの方をじっと見つめている。手招きされたので、すぐに凜は久恩に近寄った。

「オレと司生が公爵邸へ行く時に一緒に出たのに。……あ、忘れ物とか？」

「近くに用事があったので寄った」

「ああ、なるほど。音ノ羽久恩君は暇ひまがあるようで、羨うらやましいね」

　引きつった笑みを浮かべて司生も側に寄ってきた。

　まったく歓かん迎げいしていないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。凜は（はらはらしつつも）様子を窺うかがう。

　嫌けん悪おを隠さない視線を向けたまま、使用人たちが見ている廊下だからだろうか、司生は声こわ音ねだけ柔やわらかく告げた。

「さすが、欧おう州しゆう帰りの国こく際さい派はだ。予告もなく他人の家へ深夜に突とつ撃げきするなんて。ああそれとも、君の体内時計はまだ独逸ドイツ時間？　確か、向こうより七時間ほど遅いから、ちょうどいいかな。けれど大事な情報として、大だい日につ本ぽん帝てい國こくの帝てい都とは今、使用人すら眠る二十二時ということを、よかったら覚えてくれたまえ」

「いやいや、司生っ！　決して久恩に悪気は……！」

「それはご丁てい寧ねいにありがとうございます、黎千院伯爵。帝都が深夜であることをうっかり失しつ念ねんしておりましたが、それは黎千院伯爵が私の伝言を忘れて凜を部屋へ下げようとしたのと同どう程てい度どの些さ細さいな勘かん違ちがいですので。どうかご容よう赦しやを」

「…………」

　司生が口元を引きつらせたまま、黙だまる。

　というか、使用人たちが聞いている状況で嫌みの応おう酬しゆうはいいのだろうか？

「優秀な黎千院伯爵も人の子、間違いや物忘れがあっても不思議はありません。私のような凡ぼん人じんが勘違いするのと恥はじのかき具合はまるで違うでしょうが、水に流しましょう」

「はははははははは」

（止める自信、ない）

　凜は天を仰あおいでしまった。

　どうして久恩は、凜に対しては無口なのに、司生が相手だとこんなに多た弁べんになるのか。口が達たつ者しやな司生を言い負かすなんて──久恩しかできない芸げい当とうだ。

「……久恩、何で司生へ嫌み言う時だけは口が動くんだ。普段は無口なのに」

「黎千院伯爵は、自己主張がはっきりしているだろう。本来の奥ゆかしい性格のままだと凜と会うのまで禁止されそうだから、私は必死に努力しているんだ」

「……余よ裕ゆう感じるんだけど」

　奥ゆかしいとか何の冗じよう談だんだろうか。

　せめて司生が傷つかないよう、お手て柔やわらかにお願いしたい。

「……伯爵への挨あい拶さつは、これまでにして」

（どこが挨拶？）

　久恩の腹の据すわり方がすごすぎて、凜は感心すらしてしまう。さすが、警視庁をも翻ほん弄ろうする《怪盗》とでも言うべきか。

「話があります。少々、聞いてもらってよろしいでしょうか？」

「……断る、と言っても喋しやべるんだろう？」

「いいえ、黎千院伯爵に断られたら仕方ありません。諦あきらめて退たい散さんします」

　むっすりと司生が反論するのには、予想外にも久恩はあっさり引き下がった。

　しかし、凜の肩を引き寄せたかと思ったら、久恩は当たり前のように堂どう々どうと言い放つ。

「代わりに凜へ説明するので、私の屋敷へ連れて帰りますが」

「絶対に駄だ目めに決まってるだろう。うちの凜はまだ十六歳なんだ」

「……司生、その言い方、はちょっと……」

　乙女おとめでもあるまいし。恥ずかしすぎる。
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「新しん國こく新しん聞ぶん社しやをご存じですか？」

　──凜りんが（力のある使用人らに協力を求め）、強制的に司し生きと久く恩おんを書しよ斎さいに押し込んだのは、二人の間に修しゆう復ふく不ふ可か能のうなほどの殺さつ気きが放はなたれた時だ。

　ようやく落ち着き、司生は書斎の椅い子すに、久恩は依い頼らい者しやが座る応おう接せつセットの三人がけの中央に一人で座り話し始めた。

「最近、経営者が替わったよね。野心家の大だい富ふ豪ごう・松まつ川かわ氏の次男、秀しゆう彌や君に」

「成績も優秀、趣味も多く留学経験もある方ですね。富ふ裕ゆう層そうのお坊ぼつちゃまです」

「同じお坊ちゃまでも、藤ふじ田た五ご郎ろう警けい部ぶ補ほとはまったく違うんだよねえ」

　凜から受け取った資料を目で追いながら、司生が、彼はいい人だけど、と笑う。

「秀彌君とは鹿ろく鳴めい館かんでも何度か会ってるけど、僕は好きじゃない」

「でしょうね」

　司生が凜から珈コー琲ヒーを受け取りながら呟つぶやくのに、頷うなずく。ちなみに、客人である久恩の珈琲は、家か従じゆうがすでに出してくれていたので問題はない。

「軍ぐん需じゆ産業で大成功、晴れて勲くん功こうの爵しやく位いを得た松川男だん爵しやくの優秀なる子息・秀彌氏が豊富な財ざい力りよくを惜おしみなく注そそいで経営されている。その新國新聞社……あーすばらしー」

「……司生、言い方に悪意がありますよ」

　わかっているだろうが、一応、注意をしてみた。

「嫌いなんだよ、藤田警部補にしつこく取材して《怪かい盗とう》の情報を根こそぎ持っていったり、自分のことしか考えてない強ごう引いんさとか」

「大たい衆しゆうに喜ばれることを最優先にしているからか、眉まゆ唾つばな記事も多いですしね」

　凜も同意してしまう。さらに司生が忌いま々いましげに続けた。

「何より、松川男爵は人を殺す機械を作って儲もうけている。お国のため仕方なく、などと言い訳しているけど、金目当てなのは自じ慢まんしまくる態度にありありさ。品位のない成なり金きんは大嫌いなんだよ僕は」

「司生は平和主義で優しいですからね。今でもオレがお世話になった施し設せつへの寄き付ふをし続けてくれているし」

「……可か愛わいい可愛い僕の弟がお世話になった施設へ、感謝を込めて援えん助じよするのは当然じゃないか。別に優しいとは違うよ」

　照れ隠しなのはわかっているので、凜は書斎机の上に風ふう月げつ堂どうの洋よう菓が子しを置きつつ頷いた。

「司生がそういうなら、そういうことにしておいてあげます」

「可愛くない子だね」

　司生はしかめっ面つらをして、凜を軽く小突いた。

「可愛くない？　つまり凜が醜みにくいと？　わかりました、そんな凜を見ているのは苦痛でしょうから、今すぐ私がもらいうけましょう」

「無理やりにもほどがある、揚げ足取るんじゃないよ。凜のことは一いつ瞬しゆんたりとも可愛くないなんて思ったことはないよ。凜は何が何でも手放さないから」

「わっ」

　司生が慌あわてて凜を抱きしめるのを、久恩は睨にらみつける。

「貴方あなたがそうやって私を追いつめるので、仕方なく盗むことにしたんですよ。凜が一番幸福でいられるのは、心が通じ合っている親友の私の側そばですのに」

「あ、いや久恩、そのことなんだけど……」

「《怪盗》ごときがなんの勘かん違ちがいをしているんだか……。おこがましいにもほどがある。この僕が、君の計画を大失敗させてやる」

「ですから、オレの気持ちとしては……っ」

「──ただの一度くらい、《怪盗》に勝ててから仰おつしやった方がよろしいのでは？」

「だーかーら！　オレの主義主張は!?」

　凜が何を言おうとしても、二人はまったく聞いていない。

　険けん悪あくな二人の間に入り、凜は口を開こうとした──のだが。

「……外が賑にぎやかですね？　何かあったのでしょうか……？」

　夜も遅いのに、慌あわただしい外の様子に気づく。

　屋敷の塀へいの向こうから聞こえているようで、司生も凜と同じくそちらへ顔を向けた。

「家の誰だれかが様子を見に行っているだろうし、後で訊きけばいいよ。……ともかく、本題に入ろうか」

「記者が司生へ《怪盗》の話を聞かせてほしい、とかなりしつこく来ているというのも気になります。門番に追い返されても諦あきらめないそうですけれど」

　凜が答える。黎れい千せん院いん公こう爵しやく家は上下関係に厳しいが、この伯爵邸にそれはない。

　なので凜は屋敷で働くみんなと懇こん意いにし、結果的に情報を得ることができているのだが。

　室内が静まると、外の賑わいが一層よく聞こえる。そんな中で司生が珈琲茶ぢや碗わんをテーブルに置く音が室内に響いた。

「新國新聞は今もっとも《怪盗》についての記事を掲けい載さいしている新聞だからね、対決相手の僕についての話題も欲しいんだ」

「天才などと言われ驕おごる華族探偵の、完かん膚ぷ無なきまでの敗はい北ぼくを見たくて仕方ないんだろうな」

「久恩、こら」

　しれっと呟いたので、さすがに窘たしなめる。しかし、司生はふふん、と笑った。

「《怪盗》を捕つかまえてほしいのさ。世間を騒がす悪党を応援するなんて、あり得ない」

「いや、《怪盗》に秘宝を奪われる富豪らはお世辞にも好かれていない連中ばかりだ。口では同情する帝てい都と民みんも、内心では万ばん々ばん歳ざいしているだろう」

「……まあ、人様の秘宝を盗んで素そ知しらぬふりをするどころか、それを足がかりに出世した悪徳な連中ばかりだからね、《怪盗》に狙ねらわれた家は」

　さすがに司生も否定はしない。

　椅子の背もたれに体重をかけて凜が溜ため息いきをついた時、男の怒ど号ごうが窓の向こうから聞こえた。

　本当に何だろうか。喧けん嘩かとは違うようだが、司生と久恩も気にしていないし。

「──だからこそ、不ふ愉ゆ快かいなんだけどね……。あんな問題のある連中に並び、《怪盗》からの予よ告こく状じようをもらってしまっている僕の立場って一体」

「凜を手放す気のない黎千院伯はく爵しやくは、私からすれば亡ぼう父ふの宝を盗んだ輩やから以上の悪わるですが」

「────」

　──また険悪になって黙だまる。なるほど、自分たちこそ険悪だから、外の不ふ穏おんさなど気にならないのか。

（そんなに仲が悪いなら、喋しやべらなければいいのに……）

　空気の重さで部屋の中が暗くなりそうだ。しかしいっそ外の喧けん騒そう以上に騒動を起こしたら明るくなるかもしれない──いや、凄せい惨さんな現場になるか。凜にはわからない。

「すべての新聞で《怪盗》を取り上げてはいますが、中でも新國新聞は《怪盗》の正体を読者の興味を煽あおるように推すい理りして、しかも《怪盗》に懸けん賞しよう金きんをかけている」

「僕が懸賞金に興味のないお金持ちで本当によかったよね、音ノ羽久恩君」

「それらは経営者の松川秀彌氏の提てい案あんだという」

　茶ちや化かす司生に、久恩は見事な無視をかました。

　凜も同情はせず、真ま面じ目めに尋たずねる。

「……松川秀彌氏は、《怪盗》を捕まえてどうしようと？　正義感ですか？」

「話題作って、新聞をがっつり売りたいんじゃない？」

　司生があっさり答えるのと同時に、外の喧騒に警官の声が混ざったのに気づいた。

「──コソ泥かもしれないな」

　窓の方を眺めてから久恩が、小さく呟く。司生が鼻であしらった。

「泥どろ棒ぼうなら、すでにここにいるじゃないか」

「私は正当な権利の元に返してもらっているだけだ。──とにかく新國新聞は厄やつ介かいだ。黎千院伯爵は、凜が記者に狙われないよう気をつけてもらいたい」

「他人の君に、言われる筋合いはないよ……」

　不愉快を隠かくさず司生が文もん句くを言うが、久恩は無視だ。

「もちろん、新國新聞が凜に近づいたら僕が許さないよ。今までだって何度言い寄ってきたか。本当に鬱うつ陶とうしくて蹴け散ちらかしていたけど」

「え？　そうだったんですか？」

　初耳だ。驚いていると、司生が肩を竦すくめた。

「凜を心配させたくないからあえて言わなかったけどね。一度厳しく怒ったから多分、凜には近寄らなくなってるんだ」

　なるほど、だから直接ではなく司生や使用人に訊こうとしているのか。

　警視庁でも藤田を囲かこんでいた記者らは司生の姿を見て逃げていた。よほど懲こりたのだろう、司生は怒ると容よう赦しやしない。

「そして音ノ羽久恩君。君のことも、すぐに駆く除じよしてやるけどね。凜を黎千院家から連れて行こうなんて絶対に許さないから」

「できるものならどうぞ」

「いや久恩、その話だけどオレも頼みがあるんだ……」

　二人が睨み合うのはともかく（もう慣れた）、久恩へ予告の取り消しをお願いする機会だと、凜は割り込んだ──のだが。

「失礼します」

　扉とびらをコンコンと叩たたき、家か令れいが顔を出した。

「外の騒動のことかい？　酔っ払いの喧嘩か何かだったのかな……」

　凜が話を聞きに行こうとすると、司生がそれを遮さえぎって立ち上がる。家令の側に寄ると、小声で話をしていた。そして司生が頷く。

「……なるほど、わかった。ありがとう。──そうだ、僕たちは仕事の資料を深夜まで調べるからね、みんなには先に寝ていいって言ってくれたまえ」

「わかりました」

　深々とお辞じ儀ぎをしてから、家令は再び扉の向こうへ立ち去った。

　司生は顎あごに手を当てて思案しつつ、凜のところへ戻ってくる。

「なんでした？」

「一つは違う話。松川秀彌君が僕と凜を訪ねてきたそうだよ、警視庁ではちゃんと挨あい拶さつができなかったからって」

「それは……積極的ですね」

　さすが、というべきか。予想以上だったので驚いた。

「情報を得ないと引き下がらない、しかし情報を得たら食いつくタイプだったら面めん倒どうなことになると思うのですが」

「うんまあ、そういう性格じゃないの？」

　指し示じをされた本を書しよ棚だなから取り出しながら言うが、司生は至いたって暢のん気きだ。

「なんで《怪盗》に執しゆう着ちやくしてるのか訊いてみたいけど、新聞の個性とか話題重視とか、当たり障さわりなく答えられそうだしねぇ」

　あっという間に書斎机の上は、資料でいっぱいになる。

　それを凜がわかりやすく整理していると、今まで真剣に資料を読んでいた司生が、くるり、と久恩を振り返った。

「あと一つは、外の騒動。なんだったと思う？」

　久恩はずっと黙っているが話は聞いているだろう。司生が妙に明るく告げる。

「《怪盗》が出しゆつ没ぼつしたんだって。すぐそこの元大だい名みよう黑くろ田だ家の家宝が盗まれたって」

「え？　って、予告状は……？」

　初耳だ、いつもならば《怪盗》の予告状を藤田が見せてくれるのに、話にすら出なかった。

　さらにここに《怪盗》本人がいるのだが、この件について何の報告もない。

「……やったのか？　久恩」

「二人きりになった時に答える」

「やったんだね」

　司生が断だん定ていしたが、久恩は無視するだけだ。司生が、大仰に溜息をついた。

「──なるほどね、こんな夜や半はんに所用で近所まで来たって言っていたのはそういうことか。狙っていたことに気づかなかったのは僕のミスだけど、理解者の凜にも何も伝えてなかったのはどういうことだい？」

「その説明をしようと思い、凜に会いに来たのだが」

「……盗む前にしろよ」

　確かに久恩は凜に話がある、とは言っていた。隠されていたわけでないことに安心はしたが、満足はできない状況だ。

「──とにかく、君は凜に悪あく影えい響きようしか与えないことはわかったよ」

「勝手に何もかも断定して話を進めないように、伯爵」

　睨む司生へも、久恩は落ち着いた様子だ。

　慌てる凜の腕を摑つかんで自分へ引き寄せ、司生は久恩へ張りぼてのような笑顔を送る。

「君……《怪盗》が凜を盗むという予告だけどね。凜も望のぞんでいないから、取り下げてくれるかい？　いきなり誘ゆう拐かいされたら、うちの両親の心臓が止まるし、家令や家か扶ふは責任を感じて切腹してしまうよ」

「────」

　久恩が司生をちらり、と見る。

　今度こそ説得する機会と思い、凜は久恩の袖そでを引いた──彼の意識がこちらへ向く。

「あのさ……。オレも久恩とずっと一緒にいたいとは思うけど、黎千院家に迷めい惑わくかけたくないんだ。それに……司生の仕事の助じよ手しゆもしなきゃいけないからさ……」

「──だから？」

「だから……。《怪盗》が、オレを盗むという予告は、ナシ、にできないかな……？」

「────」

　恐おそる恐おそる告げたら、久恩が黙る。

　目の端はしで司生が悪人のように笑ったのが見えたが、それは無視した。構かまっている余よ裕ゆうはない。

　久恩が、静かに問う。

「……私を選ぶことはできない、と？　私より、黎千院家の方が大事だから？」

「その通り」

「司生、黙ってください」

　横から口を挟はさむ司生へ思わず文句を言ってしまったら、驚いた表情が見えた。しかし無視して首を横に振り、違う、と久恩へ伝える。

「久恩を選びたいけど、司生も黎千院家のみんなのことも、大事なんだ」

「同じ、ということはないだろう？　どちらかがより好意が勝まさっているはずだ」

「違う次じ元げんで好きだから、比べることはできない」

「────」

　本当のことだ、だから即そく答とうした。再び久恩が口を噤つぐむ。

「どちらかにしなきゃいけない、というのは困る──だからさ」

　ごめん、と小声で言ったが、久恩は黙ったままだった。

　じっと凜を凝ぎよう視ししているのはわかるが、顔を見返せない──だから、久恩が何を考えているのか、わからないのだけれども。

「……わかった。もう、いい」

「え？」

　深い溜息の後に久恩から告げられた言葉に驚く。

　慌てて顔を上げたが、すでにもう凜のことは見ていなかった。
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「……で。なぜ、公こう爵しやく家けに戻ることになったんです？」

　翌よく日じつは、相変わらずの晴せい天てんだった。

　司し生きの屋敷ではなく公爵邸ていではあったが、勝手知ったるなので珈コー琲ヒーを淹いれる。

　最初は家か従じゆうが給仕してくれていたのだが、内々の話があるから、と司生が下がらせたのだ。

　──黑くろ田だ子し爵しやく家けへ《怪かい盗とう》が侵しん入にゆうし家宝が盗まれた昨夜、久く恩おんは司生の家に宿泊（と言っても徹てつ夜やで調べ物）をしていった。

（……久恩、喋しやべってくれなかったよな……）

『もういい』と凜りんへ言い放った後も一いつ緒しよにいたが、必要以上に接せつ触しよくをしてこなかった。

　何か考えているような、怒っているような雰ふん囲い気きだったのがとても気になる。

（……オレが、《怪盗》の予よ告こく状じようを撤てつ回かいしてくれって頼んだからだよな……）

　久恩の望みを拒きよ絶ぜつしたからだろうか。

　訊きこうと思ったが、黎れい千せん院いん公爵家からの使い走りの少年の登場に、そのタイミングを逃した。

『旦だん那な様が、《怪盗》を避さけるためにも、司生様と凜先生には公爵家に滞たい在ざいするように、と命じられています』

　彼は丁でつ稚ち奉ぼう公こうだが、凜が勉強を教えているので凜のことを先生と呼ぶ。

　どうもこそばゆいが、何度注意しても直らないので最近では気にしないようにしていた。

　──そんなやりとりがあって、黎千院公爵家にやってきたのだが。

「昨夜に黑田家で《怪盗》騒そう動どうがあったからねえ。凜が心配すぎて、いても立ってもいられなくなったんだろうね。親なら当然のことだけど」

　司生が、こめかみを指で押さえた。

「ただ、何で、その《怪盗》本人も招しよう待たいするかな……？」

「公爵夫妻はご存じありませんので」

　しれ、と久恩が答える。はーっと司生が大おお仰ぎような溜ため息いきをついた。

「不ふ愉ゆ快かい極きわまりないね……。というか、準備万端すぎだよ！　使いっ走りにわざわざ『もし音おとノの羽わ久恩様がいたら一緒に来てもらっても構かまわない』とか伝言しておくなんて！」

「き、今日は久恩の独逸ドイツ語の勉強日ですし……！」

「何だろうとも心穏おだやかじゃないったら」

　すまし顔の久恩を睨にらむ。そんな司生の視線に気づいているだろうに、久恩は見事なほど司生を無視し続けていた。

「べ、別に普ふ段だんから、久恩はお茶に呼ばれたりしてるじゃないですか……っ！　久恩のことは、旦那様と奥様も気に入っていらっしゃるから……っ」

「お父様とお母様、でしょ」

「────」

　司生に即そく注意された。凜だって、本当に直したいと思っているのだが、どうしても言えないのだ。

「無理をしなくてもいいだろう。時間をかけて、ゆっくりと家族になっていけば」

「久恩……」

　優しく言われて、ホッとする。

「それより私との関係をもっと濃こくすべきだな。離はなれていた数年間を埋うめないと」

「それは不ふ必ひつ要ようだよね、赤の他人より家族としての温かみをたっぷりと教えるのが優先だ」

　しかし、ニコニコ笑顔が強こわ張ばった司生が久恩に対たい峙じする。

「血の繫つながりよりも友情が大切な時もある」

「うちの親の前でもそれ言える？　完かん璧ぺきな外そと面づらで、猫かぶりも上手じようずな音ノ羽久恩くん」

「言えますが？」

「…………」

　久恩は冗じよう談だんを言わないので、これは本気の返答だ。

「自然体の私を、公爵夫妻が評ひよう価かしてくださっているだけですよ。黎千院伯はく爵しやくのような演技派ではないので、善ぜん人にんぶることはできませんし」

「……言ってくれるねえ。僕は本当に善人なんだよ」

　本当の善人は、そんなことを自己申告はしない。

「なんで、仲良くできないかなあ……」

　肩を落として溜息交じりに呟つぶやくが、二人ともそんな凜の深しん刻こくな悩なやみをわかってはくれていないようだ。いまだに睨み合っている。

「伯爵は、私が公爵に認められている事実がとにかく不愉快なようだな」

「正当な持もち主ぬしとはいえ、闇に紛まぎれて犯はん罪ざいまがいの行為をし、善良な市民を不安に陥おとしいれている男なんかが、大切な凜に関わって許せるわけがない」

「…………」

「あっ、誰か来ました……！」

　司生の侮ぶ蔑べつした口く調ちように久恩が剣けん吞のんな視線を向けたタイミングで、扉をノックする音が室内に響いた。

「はい……ただいま！」

　ホッとしつつ凜が扉を開けば、そこには予想通りに公爵夫妻が立っていた。

「ああ……！　凜ちゃん！　よかったわ、無事で……っ。昨夜の《怪盗》騒動を聞いてから、いても立ってもいられないほど心配していたの……っ！」

「驚おどろいたぞ、昨夜遅くに近所の黑田子爵家に《怪盗》が忍しのび込こんだとは！　次に狙ねらわれるのは凜かと思うと、不安でたまらなくなる！」

「ご、ご心配をおかけしまして……っ！」

　感極まって、夫妻が凜に抱きつく。

　逃げるのも失礼と思い、しばらくは撫なで回される──頃合いを見て、司生がさりげなく救出してくれるだろうからそれを待った。

　ちなみに、親子とわかる前から日常的にあった抱ほう擁ようなので、慣れているが。

「父上、母上、凜が呼吸困こん難なんになります」

　そしてようやく解放される──ホッとして久恩が座る椅い子すの方へ向かうと、少しだけ顔を寄せた久恩が、小さくぼそっと呟いた。

「凜が黎千院家を選び、《怪盗》を拒絶しているのだから盗みにくいがな」

「……拒絶じゃ……っ」

　ない、と言おうとしたが、夫妻に聞かれたら大変だ。だから黙だまる。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、意を決して久恩を見上げた。

「……黑田子爵に予よ告こく状じようを出したのはいつ？　オレ、全然知らなかったけど」

「知らなくて当然だな」

　端たん的てきな返事だけで、久恩は黙る。だから凜も口を噤つぐんだ──端たん整せいな横顔は凜の方を見てくれない。

（……怒ってるよな……）

　けれど、久恩だって凜に相そう談だんもしないで盗もうとしたのは悪いだろう。

「凜、わかったね？」

「え？」

　不意に公爵が振り返る。

「今日からしばらく一緒に暮らせるのは嬉うれし……いや安心だよ。離れてると不安だから、これからはもう司生の屋敷ではなくここでずっと暮らしなさい」

「そうよ凜ちゃん、司生の屋敷よりこの家の方が人も多いし、安心だもの」

「あ、え？　あ……」

　いつのまにそんな話になっていたのか。説明を求めて司生を見たのだが、肩を竦すくめて溜息をついていた。

「凜のことでいろいろとご心配をおかけしてすみません、父上母上。昨夜の黑田子爵邸に《怪盗》が侵入した件は僕も調査中ですので、どうか落ち着いてください。第一、わざわざ公爵邸に避ひ難なんせずとも大丈夫と思いますし」

「司生、甘く見てはいけない」

　公爵が司生の肩をぽん、と叩たたいた。

「お前は忙しいだろうから、代わりに私が凜を護まもろう。お前まで一緒に暮らせとは言わない、安心して凜だけを置いていきなさい」

「凜がこちらに暮らすなら、僕も何が何でもこちらで暮らしますが」

　力強く言う公爵へ、同じような強い断だん定ていで司生も答えた。

「……そうかあ？」

（公爵の表情が、曇くもった）

　何だろうか。ともかく、長身の親子間での微妙な雰囲気から何とか抜け出す。

（あれ？　久恩……？　何を話してるんだろう……）

　ふと見ると、久恩は公爵夫人と何かを真剣に話していた。

　珈琲を淹れつつ待っていると、話が済すんだ久恩が側に来る。

「何を夫人と話していたんだ？」

「凜がこちらの屋敷に滞在することを考えて、公爵邸の見取り図を頼んだ……というのは冗談だが」

「────」

「とある相談を、持ちかけられていただけだ」

「そ、か……」

　何と答えていいかわからず黙ってしまう。久恩は、凜を奪うばうことを諦あきらめてはいない。

「あ、あのさ……もうちょっと、今後についてじっくり話し合おう……！」

「凜」

　黎千院家と凜の繫がりを説明しようとしたら、久恩がいきなり、凜の両りよう肩かたを摑つかんで自分の背はい後ごに隠した。

「私の背後へ」

「え？」

　険けわしい表情をしていたので何かと思い、視線を辿たどる──すると。

「いい香りですね。輸入品の珈琲ですか？」

「え……？　あの」

「ああ、失礼。公爵にご招待いただきまして」

「────」

　家従とともに現れた青年に、凜は驚いた。

　丁てい寧ねいに頭を下げる青年は、見るからに育ちがよさそうだ。実際に会ったのはこれが初めてか。

「父上、こちらの方は？」

　司生も今気づいたようにして、公爵へ尋たずねる。

　有力な華か族ぞくの名前と顔はすべて覚えているだろうに、司生は様子を探る時に必ずこうして知らないふりをし、第三者に紹介させる。

（絶対に、知っているだろうに……）

　しかし、どういう付き合いをすべきかの、判はん断だん材料を探っているのだ、と凜も知っているので黙っていた。

　公爵が、満面の笑顔で紹介してくれる。

「ああ、紹介が遅れたね。彼は私の知人である松まつ川かわ男だん爵しやくの次男、秀しゆう彌や君だ。司生は鹿ろく鳴めい館かんなどで会ったことはなかったかね？」

「あなたがあの、有名な秀彌君ですか……！　初めまして、お噂うわさはかねがね」

（司生、わざとらしすぎる……その、両手を広げた驚きのポーズは）

　しかも、ニコニコと役者のような張りついた笑顔で自ら握あく手しゆを求めていった。それに応えつつ、松川秀彌も挨あい拶さつをする。

　苦笑を漏もらす彼は、司生や久恩とは違うタイプの理り知ち的てきな美青年だ。
















「初めまして。私は黎千院伯爵には是ぜ非ひともお会いしたかったので大変光こう栄えいです。実は何度もお伺うかがいを立てたのですが、なかなかお時間が合わずじまいだったので、いっそ無理を申もうしてでも、と父の知人である黎千院公爵にお願いしたのですよ」

「そうだったのですか……！　それは大変失礼しました、いやあ、秀彌君がそこまで僕に会おうとしてくださっていたなんて、全然知らなかった……！」

（司生……わざとらしさ、ばく進だ）

　あんまり演えん技ぎがかりすぎて、恥はずかしい。もちろん、すまし顔でいる凜だが。

「僕ごときに何のご用でしょうか。秀彌君といえば、僕と変わらぬ年ねん齢れいなのに資産家として大たい成せいしていらっしゃる──新しん國こく新しん聞ぶんを買ばい収しゆうされたというのは、我われ々われ若い華族の中でも武ぶ勇ゆう伝でんとして有名ですよ」

　首を横に振る司生は、またまたオーバーアクションだ。

　松川は先ほどから変わらぬ笑顔のまま、いえいえ、と首を横に振った。

「ご謙けん遜そんを……黎千院伯爵こそ、その優秀さゆえに伯爵位を得ていらっしゃる。私は所しよ詮せん、無む位いの凡ぼん才さいです」

「いえいえ、たまたま伯爵位の親族に跡あと継つぎがいなかったので、本家の次男である僕が爵位を継いだだけのことです」

「選ばれた、という事実が素す晴ばらしいのです」

（確かに）

　凜も、そこは松川の意見に同意だ。

　結婚したり養子縁組で爵位を継ぐことは多いが、司生のような場合は珍めずらしい。それだけ、司生が優秀だったからこその結けつ果かである。

「相手から『誰も継ぐ者がいないから伯爵位を譲ゆずられた無む能のう』と言われたら怒るだろうに。見え見えの謙遜だな」

「……誰でも怒ると思う。それ、悪口だから」

　離れたところでの久恩の呟きだが、聞こえたら困こまる。ドキドキしつつ凜は注意した。

「久恩も司生も、険けん悪あくにもほどがある。もう少し、歩み寄れないか？」

「──仮に、凜なら」

　珈琲カップをソーサーに置きつつ、久恩が口を開く。

「あと一口分しか、食べものがない。それを食わねば餓が死し決定──そんな状じよう況きようで、元々好いてもいない他人へ食料を譲れるか？」

「……オレは、それでも半分にしたいけど」

　じっと見つめてくる冴さえた瞳ひとみを見返して、答えたのだが。

「なるほど──。喩たとえが下へ手ただったな。凜は半分に分けることはできない、分ぶん割かつは無理だ。独ひとり占じめするか、奪われるか。二に択たくしかないなら奪うしかないだろう」

「仲良くやれって」

「凜が、伯爵と絶ぜつ縁えんしたら仲良くしてやってもいい」

「……司生の方が、怒るだろそれ……」

「凜だって、もし私と同じ立場になれば同じ手段を選択する。我々の本質はそっくりなのだから。……そうだろう？」

　駄目だ。手を伸ばして凜の頰ほおに軽く触れてくる久恩は微笑ほほえんでいる。

　凜にしか向けられない無む防ぼう備びな表情であることは、よく知っていた。

「だから、私が凜をどうしても黎千院家から奪い取りたいという気持ちもわかるな？」

「…………」

　それは黙った。

「わからないし、似てるわけあるかい」

「司生？」

　いきなり司生が凜の前に立ちはだかる。

「あれ？　いつの間に？」

「気づけば部屋の隅すみで、僕の可か愛わいい可愛い弟と二人きりでいちゃこらしているし……。害がい虫ちゆうのくせに何の勘かん違ちがい主張だよ」

　司生の久恩に向ける表情は、本当に害虫を見ているかのようなものだ。

「しっ司生……！　言葉が上品ではないですっ」

「仕方ないさ、凜。私も伯爵に好意を抱いだくのは無理だ。お互いがお互いを毒どく虫むしと認にん識しきしているのだから、近寄りたくもないのは本ほん音ねだな」

「あー……」

　よく理解している久恩は、さすがというか。

　この険悪ムードは挨拶の一種かもしれない──が、公爵夫妻や松川がいるのでやめてほしい。だから必死に会話を中ちゆう断だんさせた。

「しっ！　司生！　お茶飲みます!?　珈琲淹いれます……！　あ、あとすみません、お客様にお茶を出し忘れてました……っ」

「ああ、それはやってもらったから大丈夫」

　久恩から視線が逸それれば司生は笑顔になる。しかし、松川へ近寄ろうとした凜の両肩にそっと触れて、耳元で囁ささやいてくる。

「秀彌に近寄っちゃ駄だ目めだよ。《怪盗》に狙われている凜に取材したいんだから」

「そういえば……。社長である松川氏が、《怪盗》の記事の責せき任にん者しやでしたね」

「今、黑田子爵家の事件について、情報を求められた。あと、凜を狙った予告状の次の犯罪予告は得ているか、《怪盗》の情報は入っているかとか……。しつこいったら」

　司生が大仰に溜息をつく。本当に嫌そうだ。

「まったく……害虫が二匹も部屋にいるなんて、信じられない」

　溜息をつきつつの司生の呟きだが、松川に聞こえてやしないか、と心配になってちらりと見る。よかった、公爵夫妻と談だん笑しようしている。

「え、じゃあ松川氏がここにいる理由はつまり……」

「天才探偵の僕と、盗とう難なん予告されてる凜から、《怪盗》の情報を得ること」

「あー……」

「凜、こちらに来なさい、松川秀彌君を紹介しよう」

　司生へ頷いていたら、公爵に呼ばれた。

　舌打ちをした司生は、わざとらしいほど困こん惑わくした表情をして一緒についてきた。

「父上、凜は少々気分が悪いらしいので、挨拶は後にしてとりあえず休ませる方が」

「何っ!?　大変だ！　大至急、東京中の名医を呼ばなければ……!!」

「いえ、健康です。司生の勘違いですので」

　心配しすぎて何をしでかすかわからない公爵夫妻へ、慌あわてて凜は笑顔を返す。

　仕し方かたなさそうに、司生もぴったり後をついてきた──久恩はちらり、と視線を向けてきたものの、椅子から立つことはなかったが。

「ああ、君が公爵夫妻ご自じ慢まんの凜君ですね？　よろしく」

「はい、ようこそおいでくださいました、松川様」

　笑顔で手を差し伸べてくる松川へ握手を返す。司生が耳元で、『左手でいいんじゃないの？　左手、ほら、お別れの挨拶』と、ろくでもないアドバイスを向けてきたのは無む視しだ。

（けれど……この松川って人は……）

　第一印象というか、ドアから入ってきた時からずっと思っていたけれども。

　実は凜は、あんまり──

「凜君は、とても優秀らしいですね」

　考えていることに気づくはずもなく、松川は知的な笑みを向けてきた。

「華族の間では、黎千院家に我わが国くに屈くつ指しの大だい番ばん頭とうになり得る才さい覚かくの少年がいる、と評ひよう判ばんでしたが、まさか実のご子息だったとは。社交界デビューもされていないとは、勿もつ体たいない話ですね」

「いやいや、社交界でのお披ひ露ろ目めの方法に悩んでしまってね。うちの凜はこんなに可愛い上に努力家で人を身分で差別せず使用人にも愛されるほど性格もよく、さらに頭ず脳のう明めい晰せきだなんて完かん璧ぺきすぎて自じ慢まんになってしまうからねえ、事実とはいえ出来がよすぎて説明しにくいんだよ、ははは」

（……すごい自慢だ……）

　公爵は上機嫌に説明をするが、凜としては自分のことなので、すごく恥ずかしい。そんなことはないから、俯うつむいてしまった。

「父上、僕が覚えているだけでも、凜が我が家に来た十年前からずっと、凜のことはお客様へ自慢しまくっております」

「自慢したことはないぞ。事実を言うのみだ」

「……か、過か大だい評価です」

　公爵と司生の会話にいたたまれない。

「……。すごいですね」

　なのに、松川の双そう眸ぼうは冴さえている。というか、笑顔を作っていてもずっと目は笑っていなかった。

「そんな優秀な凜君が危険に晒さらされている事実に、心が痛みます。実は私は新國新聞で《怪盗》事件の推すい察さつを自みずから記事にする程度には研究しておりますゆえ──ご助力させていただければと思いまして」

　松川が、演技中の役者のように笑む。
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「恐きよう縮しゆくです、ありがとうございます」

　もちろん不必要だが、そうは言えない。公こう爵しやく夫人も見ていることだし、頭を下げて礼を言った。司し生きが拍はく手しゆをする。

「ああ、新しん國こく新聞の《怪かい盗とう》関連の記事を書いてるのか！　それはすごい、さすが天才の誉ほまれも高い松まつ川かわ秀しゆう彌やくんだ……！」

（司生、ここまでわざとらしさ連発だと、楽しんでいるとしか思えない）

　そろそろ松川に気づかれるのではないか、と心配になってきた。

「今や《怪盗》関連は、大新聞、小新聞ともに注目記事の一つとなっているが、特に秀彌くんが出しゆつ資ししている新國新聞社はもっとも正しよう体たい解明に力を注そそいでいるからね。助力をしてくれれば、僕も大変にありがたい……！」

「ありがとうございます、伯はく爵しやく」

（ああ、別に気にしないのかな……）

　苦笑するその表情は、司生が上客の富ふ豪ごうに対する笑みと似ていて、好意的な感情を抱いだいていないのがよくわかる。

（司生は、それを最初からわかっていたのでこんな態度なのか）

　ただ公爵夫妻の手前、直球で不ふ遜そんな態たい度どはとれなかったのだろう。なのでこんなわざとらしい慇いん懃ぎん無ぶ礼れいで対抗するのかもしれない。司生は付き合うつもりのない相手は冷遇するから。

（奥様はともかく、旦だん那な様は人の内心を見抜くことに長たけていらっしゃるのだけど……そんな御お方かたが、信用して司生やオレに紹介するなんて）

　つまりそれだけ、松川は魅み力りよくがあるのか。それとも、取り入るのが上う手まいのか。

「凜りんのことが心配すぎて、相手の正体を見抜く余裕がないんだよ」

「そうなんですか？」

　背はい後ごの司生が、耳元でそっと説明してくれた。さすが名めい探たん偵ていだ、助手の思し考こうなどすべてお見通しらしい。

「凜を、とにかく誰だれにでもいいから自慢しまくりたいっていうのもあるだろうし」

「何ですか、それ……」

　余よ計けいは話はいらない。

「僕は凜の考えていることは何でもわかるよ。最愛の弟で、助手だからね」

「まあ、オレも司生の思考はわかりやすいですけど……」

　以い心しん伝でん心しんではないが、仕事で求められている資料とか、依い頼らい者しやの調ちよう査さでも何を特に詳しく、とか。司生は兄弟の絆きずながあるからとか深い繫つながりを主張しているが、司生に教育されたお陰かげだろうと思っていた。

「いきなりしゃしゃり出てきた怪あやしい幼おさな馴な染じみとは違うよ」

「はいはいはいはい」

　嫌いやみを言うだろうな、と思っていたので流しておく。久く恩おんも無む視ししているし。

（まあ久恩のことがわかるのとは、ぜんぜん違うのは確かなんだよな……）

　──久恩の場合は、何を考えているのかはわかりにくい。けれど、そんな表面的な思考ではなくさらに奥にある魂たましいの繫がりを感じるのだ。

「凜くん、《怪盗》に狙ねらわれている、という自覚はいつ頃からあったのかな？」

「特に覚えはありませんよ」

　いよいよ松川が本題に入ってきたのを、司生が笑顔で妨ぼう害がいする。

「相談することは、何も、これっぽっちも、微み塵じんも、ないよね」

「……っ、小新聞を経営されるということは、大新聞のような政治議ぎ論ろんではなく、もっと身近な話題や社会、世間の情報などを読者へ伝えたい、という思いがあったのですか……!?　松川さんっ」

　愛あい想そ笑いに飽あきたらしい司生が暴ぼう言げんをかましかけたので、凜は慌あわてて質問で遮さえぎる。

　司生を気にすることもなく、ああ、と松川が笑顔で頷うなずいた。

「そうだよ、凜くんのような人がこの世にいますので」

「は？」

　どういう意味か。

　涼すずやかというには冷たすぎる双そう眸ぼうが、凜をじっと見つめている。

「二歳で下働きの使用人に誘ゆう拐かいされて以降、貧ひん民みんの子としてずっと育ってきたそうですね。しかし七歳になる前、無事に実家であるこの黎れい千せん院いん公爵家へ戻った──ただし、君の血筋は秘ひ密みつであったために、あくまでも使用人として」

「あ、いえそれは……」

　気になって、ちらり、と夫人を見る──明らかに顔色が悪くなった。

「さすが、小新聞の経営者ですね」

　今まで松川の存在を無視するように黙だまっていた久恩が、声をかける。松川が、そんな久恩をゆっくりと振り返って眺ながめるように見た。

「……徹てつ底てい調査が基本ですので」

「なるほど、下げ衆すな関心ですね。ゴシップに驚くほどお詳くわしい」

　凜の生い立ちを調べたことに怒おこっているのだ。松川は少し驚いたようだが、すぐに肩を竦すくめ強こわ張ばった笑みを浮かべた。

「……失礼。貴方あなたは？　鹿ろく鳴めい館かんでたびたびお姿は拝はい見けんしておりましたが」

　低い声こわ音ねで怪け訝げんそうに、松川が尋たずねるのに、司生が感情のこもっていない笑顔で答えた。

「凜の家庭教師をしてくれている、大資産家・音おとノの羽わ家の嫡ちやく子し、久恩君ですよ」

「……ああ、音ノ羽さんの──これは挨あい拶さつもせずに、失しつ敬けい」

（噓うそだ、知っていたはずだ）

　今、初めて知ったような言い方だが、それは絶対にあり得ないだろう、司生や久恩は社しや交こう界かいでもかなり有名だ。

　目立つ存在に気づかないほど、松川は周囲に興味を持たないタイプではない。優秀な同世代へ、敵てき愾がい心しんを抱きやすい、とは既すでに調べた凜の資料にあった。

　いや松川なんかより、凜が一番心配なのは──

（夫人が泣きそうだ）

　凜の半はん生せいの話は、公爵夫人にとって最大のトラウマであり自じ己こ嫌けん悪おの原因であるのに。

　それが理解できないほど人の気持ちに鈍にぶいのか、わざとだったら一発殴なぐってやりたい。

「黎千院家のすべての者が、当家に来た時から凜を宝物のように大切にしていますよ。そのせいで、自分はただの使用人として引き取られた、と思っていた凜は、とても恐縮していたそうです」

「司生……」

　夫人を慰なぐさめるようにそっと肩かたに触れながら、司生が代わりに返答する。

「母上、秀彌君は僕がしっかりおもてなしをしておきますので、お部屋に戻ってお休みください。父上もお仕事の時間です、第二国立銀行の新しん頭とう取どりについて横浜で会かい談だんされるのでしょう？　ここはどうか僕にお任まかせを」

「う、うむ……。凜が心配だが、司生がいれば大丈夫か。では……」

　名残なごり惜おしそうではあったが、公爵夫妻は家か令れいとともに部屋を出ていった。

　残ったのは、司生と久恩と凜に──松川だ。シン、とした室内で、いきなり松川が拍手をしてきた。

「なんと感動的なお話でしょう、名門黎千院公爵家のこの実じつ話わをぜひ、我が新國新聞で記事にさせていただきたいです」

「凜を見み世せ物ものにする気ですか？　決して記事にはしないように」

（司生、かなり怒ってる……）

　笑顔だが、ピシャリと言い切る様よう子すに苛いらついているのがわかった。

「それは実に惜しい。全国民の注目を浴あび、凜くんの評判も鰻うなぎ登のぼりになるのに」

「興味がありません」

「ああ、そういえば」

　はっきり断ことわる凜に重ねるように、司生が手を叩たたく。明らかに松川の話を邪じや魔ましている。

「麻あざ布ぶ署しよの藤ふじ田た警けい部ぶ補ほへ、新國新聞の記者が《怪盗》に関する取しゆ材ざいをされたそうですが、神かみ代しろ子し爵しやくのところへは取材に行かれたのですか？　秘ひ宝ほうを盗まれて以降、《怪盗》について調べていらっしゃるそうなので、今すぐ行かれた方がいいのでは」

（言げん外がいに、『さっさと消えろ』と言ってる……）

　松川に退たい散さん願いたいのは凜も同じ気持ちだ。ただですら司生も久恩も機き嫌げんが悪いのに。

　しかしそんな雰ふん囲い気きを気にもせず松川が、いや、と首を横に振った。

「ご心配なく。強力なツテがあります。さらに神代子爵は、私が持つ《怪盗》の有力情報に興味を示していらっしゃるし」

（なんだろう……というか）

「有力情報とは、どの程てい度ど《有力》なんだろうね」

　司生が凜へ小声で囁ささやく。凜も気になったが、久恩は変わることなく落ち着いて松川の話を聞いていた。司生が、松川へ尋ねる。

「それはそれは……僕も興味がありますね。もしや次の予告や、《怪盗》の正体に関わる事柄がわかったとでも？」

「そうですね……」

　ゆったりと松川は椅い子すに座り直す。

「昨夜、黑くろ田だ子爵邸ていに賊ぞくが侵しん入にゆうしたのをご存じですか？　それも、実は私は事前に察さつ知ちしておりました」

「──ほう？」

（本当に!?）

　驚きが表情に出ないよう凜は努つとめる。司生も息を吞のんでいた。

　久恩はまったく興味がない様子で、珈琲コーヒーを飲んでいる。

「それはすごい。是非ともお話を伺いたいのですが」

「ええもちろん。私は、凜くんを盗むという《怪盗》の予告状について知りたいので、情報交こう換かんとしましょう」

（そういうことか）

　松川は情報が得られないとわかり、交換条件が持ち出せるよう会話を誘ゆう導どうしたのである。

「莫ば迦かではないようだな」

（久恩も気づいていた……）

　相変わらず視線を向けないままの久恩が、独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

「伯爵も、引っかかって悔くやしいだろう」

「だね……」

　凜も肩を竦めて心情を表した。

「ところで凜君」

「はい？」

　いきなり呼ばれて顔を上げると、松川の涼すずやかな目元がほんの一いつ瞬しゆん、光った気がした。

「《怪盗》に盗まれるという予告をされて、どんな気持ちかな？」

「え……」

「失礼」

　声をかけて遮さえぎったのは久恩だ。

　振り返ると椅子から立ち上がり、腕を組んで松川を睨にらみつけていた。

「遠回しに、凜の件については一いつ切さいの干かん渉しようをなさらぬよう、と伯爵がお願いしているのがわかりませんか？　松川秀彌氏ほどの聡そう明めいな方が」

（久恩が直球で断った……）

　さらに、小さく囁くように続ける。

「凜のことを知るのは、私だけでいいんだ」

（司生に同意したわけではなかったんだ）

　ただの感情的なものらしい。

「私はただ、少しでも凜君をお助けできないかと思ったのですが」

（見えすいた偽ぎ善ぜん）

　そう思うが、今、松川を不愉快にさせるのは得とく策さくではないので笑顔のままでいる。

「あの……松川様」

「秀彌、と呼んでくれても構わないですよ？」

　もちろんこれは、心がこもっていないただの社交辞令だ。見下されている、とまではいわないが、ある程度は下に見られているのはわかっているし。

　すぐに凜から視線を逸そらし──《怪盗》に狙われている凜の情報を得ようとしているわりには、凜に興味を持っていないようだ──松川は、思い出したように司生へ言う。

「私は、伯爵とは共きよう同どう戦せん線せんを組みたいのですよ。《怪盗》を捕まえる手助けをしたい」

「随ずい分ぶんと、秀彌君は自信がおありのようで」

　司生が凜の腰に手を回し、存在を実感するようにしっかりと摑つかんだ。松川はそんな様子をじっと見つめつつ、さらに続ける。

「──私の手にかかれば、近いうちに《怪盗》の正体を明かすことは容よう易いですので」

「ほう？　それはそれは」

　今まで松川に対して見せた中で一番、鮮あざやかに笑えんだ。

「さすが秀彌君だ、もしや探偵の僕より推すい理り力りよくも証しよう拠こ集めも上手じようずかもしれない」

「そうなれるよう、努ど力りよくはしています」

「今でも十分、秀彌君の方が僕より遙はるか上さ。ねえ、凜？」

　拍手をしながら凜へ同意を促うながしてくるが噓をつくのは良心が痛むので、返事をせず無言で小さく頷いておいたのだが。

（司生はとっくに《怪盗》の正体を自分で探り当てているのに、何の賛さん辞じだか……）

「嫌みだよ」

「でしょうね」

　凜の耳元で司生が囁くのに頷いた。わかっていた。

「凜くん」

　松川が、真まっ正しよう面めんから訊いてくる。

「《怪盗》は、凜くんの知り合いではないか？」

「────」

　まるで表情の変化を確認しようとしているかのような、そんな探る目だ。決して好意的でもない──お互たがい様だが。

「なるほど、面おも白しろい推すい測そくだ。ねえ、凜」

「はい、予よ想そう外がいでした」

「私は、《怪盗》の姿を見たので、そこから推測をしただけです」

「────」

　司生が大げさなほどに目を丸くした。

「それは？　いつですか？　最近か、もしくは鹿鳴館での……？」

「まだ秘密、ということで」

「それは残念」

　司生はさすが、普ふ段だんと変わらない。

「なかなか、興味深い推測です」

　珈琲を飲んでいた久恩は、手にしていた本から顔を上げて松川へ視線を向けた。

「そうなると、凜と近しい私や伯爵も知っている者が、《怪盗》である可能性も？」

「ええ、もちろん」

　断言だ。久恩が、見えない角度で笑んだ。

　司生も肩を竦める。

「なるほど。それは興味深いね、《怪盗》の逮捕も近いかな？　ねえ凜」

「司生や藤田警部補もいますし、心強いですね」

　凜も笑顔で返した。

　一体、松川はどこまで知っているのか。

　もしかして、司生や凜が思う以上に何かを本当に知っていて、調べているのか。

　わからないから、出で方かたに困こまる。
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「──ということで、松まつ川かわ秀しゆう彌や氏は《怪かい盗とう》の予よ告こく状じようが警けい察さつに来てすぐに確認をしています。集めた資料も、おそらく黎れい千せん院いん伯はく爵しやくに負けずとも劣おとらないほどで」

「警視庁の上部に、息のかかった者がいるのですか？」

　人ひと気けのない東京書しよ籍せき館かんの裏うらで資料を受け取りながら、立ち話をする。

　受け取った書類を眺ながめながらの凜りんの質問に、男は高たか帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶったままぼそぼそと答えた。

「はい、奏そう任にん官かん……薩さつ摩ま出身の三等警視に」

「それは、すごい」

　ちなみに藤ふじ田た五ご朗ろうは警けい部ぶ補ほなので、判はん任にん官かん十六等だ。

「新しん國こく新聞は《怪盗》が盗みに入る屋や敷しきを予想するものの、毎回外はずしていますね」

　とはいえ事件後には必ず、

『盗とう難なん被ひ害がいをこうむった屋敷は、もちろん当新聞での《狙ねらわれる屋敷最終候こう補ほ》に上がっていた物件である。確実に記しるしてしまったゆえに《怪盗》が計画を変へん更こう、結けつ果か、間ま違ちがえた』

　との記述があり、微妙な気持ちになってはいたのだが。

「新國新聞での言い訳めいた説明は事実の可能性もありますね」

「そこまではわかりませんが」

　男は冷静な返答だ。

　松川のあの含ふくみのある表現が、司し生きを揺ゆさぶるための演技だった可能性は高いが、不安は拭ぬぐえない。

（侵しん入にゆうされるであろう屋敷のことを事前に察さつ知ちし、久く恩おん……いや《怪盗》を待ち伏せして遭そう遇ぐうしていたかもしれないのが、一番不安だ……）

　どちらの可能性が高いのか。司生がいつも利用している情報屋から得た事実以外にも、凜は自分で調べようと思い神かん田だ川がわ沿いにある書籍館まで来ていた。

「どうもありがとうございました。では、この松川秀彌氏の数日間の行動記き録ろくは司生へ伝えます」

「はい、何かあったらまたなんなりと」

　ペコリ、と頭を下げたところで、子供が親の手を引っ張って走り寄ってきたので凜は離はなれる。

「パンくださいなーっ」

　背はい後ごに元気な子供の声を聞きつつ、書籍館の中へ入った。

「今日の情報屋さんは、パン売りさんかあ……。いろいろな職業に化ばけるなあ。この間は、辻つじ占うらない売りだったけど……」

　パンは、木村屋が発売してから人気は鰻うなぎ登のぼりだ。最近は文明開化の象しよう徴ちようとして流りゆう行こうの兆きざしを見せ、様々な格かつ好こうの売り子が街を歩いていた。

　菓か子し売りに近い派は手でで奇き抜ばつな格好をしているのは、目立った方が却かえって情報が集めやすいかららしい。

　一通り資料を確認して、溜ため息いきをつく。

「……松川男だん爵しやくは、新しん華か族ぞくだからなあ……」

　黎千院家のように目録や家系図以外の文化や出来事などが記された資料があるわけではないが、軍ぐん需じゆ産業で富と勲くん功こうを得た経けい緯いなどは知ることができた。

（《怪盗》を見た、というのが事実だとしても、オレは松川氏に会った記き憶おくがない……過去の知り合いでは絶対にないはず……）

　本を閉じて元の棚たなに戻しつつ、目を閉じた。《怪盗》と知り合いでは、と指摘されてからずっと考えているが、間違いなく松川秀彌のことは知らない。

　けれど、僅わずかでも万が一があるなら徹てつ底てい的てきに調べるべきである。

（ただ久恩の……昔の知人だとしたら、オレが知るよしもない。松しよう鷹よう侯こう爵しやくの事件に、松川男爵家も関わっていたとしたら……松川家が軍需産業に参さん入にゆうしたのが、松鷹侯爵家の事件があってから一年後だし……）

　年齢が司生と同じということは久恩とも変わらない歳としということなので、何かしらの接点があり、久恩と知り合いであってもおかしくはない。

（久恩に確認を取ったけど、何も答えてくれなかったんだよなあ……）

　しかし司生の質問だったので、ただ単たんに無む視ししていただけかもしれないが──わからないが、そうであってほしい。

（あ、やば……）

　男子学生たちが世せ間けん話ばなしをしながら近づいてきた。詳くわしくはまだ聞こえないが、《怪盗》《黎千院探偵》《予告状》《少年》という単語が耳に飛び込んでくる。

（出よう……）

　松川男爵家についての資料は一通り頭に叩たたき込こんだので、凜は慌てて書籍館を出た。

　このあたりは湯ゆ島しま聖せい堂どうの他に師し範はん学校があり、学生が多い。

　さらには神かん田だ大だい神じん、湯ゆ島しま天てん神じんへの参さん拝ぱい者しや、上うえ野のや不忍しのばずの池いけなどの遊ゆう興きよう施し設せつを求めてくる人々などで賑にぎわっている界かい隈わいだ。

「しまった、早くお墓はか参まいり行かないと……屋敷に戻る頃には、日が暮れてしまう」

　懐かい中ちゆう時計を開き、グレゴリオ暦れきに基もとづいた針を見る。

　歩きだそうとした時、太たい鼓こを叩く音とともに物売りの声が響いてきた。

「西洋の麵パ麭ン、亜ア米メ利リ加カの麵麭、麵麭、麵麭、麵麭～だよっ」

　古びた洋よう装そうに高帽子、付け髭ひげで天てん幕まくの日ひ除よけを背負ったパン売りだ。抱えたブリキの大太鼓の中からパンを取り出すと、子供が喜んで歓かん声せいを上げる。

「ちょうだいな」

「あいよっ」

　先ほどの、凜との話し合いの時のような無表情が噓うそのように、情報屋は満まん面めんの笑顔で対応していた。

「ありがとぉ！」

　いかにも幸福そうに子供が母親に向け笑っているのを横目に、脇わきを通りすぎる。

（久恩に逢あう以前、自分には家族がいないって思っていた時は、あんな親子を見るだけでつらかったけど）

　今は特に、気にならなくなっている。

「おや、そこにいるのは……」

「え？」

　振り返って、驚いた。愛あい想そよく手を振っている男は──。

「松川……秀彌様」

「秀彌でいいですよ。黎千院家の三男、凜くん」

　松川が現れたのは、東京書籍館ではなくその横の大たい成せい殿でんだ。繫がっている庭園を優ゆう雅がに歩いてやって来るのに、今になってようやく凜は気づいた。

「頭脳明めい晰せきの評ひよう判ばん通り、勉強熱心ですね。伯爵の探たん偵てい業ぎようの手伝いですか？　大変でしょう、《怪盗》に狙われているのに」

「仕事ですので」

　黎千院家で会った時よりも、大分優やさしげだ。

　笑顔も浮かべていて、こんなに好青年だったのか、と内心で驚いてしまう。

「私は《怪盗》についての情報を調べるために来ました。他の記事は社員に任せますが、《怪盗》事件だけは譲ゆずれません」

「……執しゆう着ちやくするのは、姿を知っているからですか？」

「そうですね」

　苦笑を浮かべつつ松川は頷うなずいた。本ほん音ねがどこにあるのか見えにくい。

「ああそうだ。この情報は黎千院伯爵はご存じですか？」

　思い出したように、ゲンコと呼ばれる口金の手て堤さげ鞄かばんから一枚の紙を取り出した。

　受け取って、凜は息を吞のんだ──これは。

「……。もしや、《怪盗》からの予告状……？」

　見せられたのは文が書かれている面ではなく裏である。見慣れたカードだ。なぜこれを松川が持っているのか、驚きで思わず顔を凝ぎよう視ししてしまう。

　すると、肩を竦すくめながらも答えてくれた。

「警視庁内でも奏任以上しか知らない極ごく秘ひ書しよ簡かんらしいです。今け朝さ方、届いたと」

「予告状には、一体何が書かれていたんですか……？」

　警視位以上しか知らないのならば、警部補の藤田も知らないだろう。連絡がなくても仕方がない。

「さすがに内容は言えませんよ。どうしてもと仰おつしやるのならば、警視庁から訊きいてください」

「そうですよね……」

　新國新聞の大スクープ情報だろうから、断られても仕方はない。

「早さつ速そく、司生……探偵へ報告させていただきます。貴き重ちような情報をありがとうございました」

　凜は松川へぺこり、と頭を下げる。

「そうしたまえ。きっと伯爵も喜ぶ」

　すると松川は軽く手を振って、凜を見送ってくれた。

（……公爵家で会った時は、もっとプライドばかりが高い人だと思ったけど）

　話してみると、親しみの持てる人かもしれない。資料と第一印象だけで人を決めつけてはいけないようだ。

　予定を切り替え、司生の屋敷へ戻ろうと考えつつ、足早に車止めへ寄った。

「遅くなってすみません」

　以前出会った甘あま酒ざけ露ろ店てんの親子を横目に、待たい機きしてもらっていた車しや夫ふに声をかける。

　ちなみに、凜を甘やかしたくて仕方のない黎千院公爵夫ふ妻さいが、

『凜専用だから、遠えん慮りよなく使いなさい』

　と、用意してくれた凜専用の人じん力りき車しやだ。

　もちろん分ぶん不ふ相そう応おうなので遠慮したのだが、結局は押し通された。

　煙管キセルを吹かしながら待っていた車夫が、満面の笑みで凜を迎むかえる。

「おおいいよいいよ。おかえり凜、探していた本は見つかったかい？　すごいねぇ、字が読めるってぇのは、さすが明めい治じ生まれだねぇ」

「旦だん那な様が、オレに勉強をさせてくれたから。運がよかっただけですよ」

「なぁに莫ば迦か、言ってるんだい」

「え？」

　いきなり叱しかられて、きょとんとした。

「お父上、だろう？　いやあよかったねえ、本当に幸せになれてよかった」

「……。あ、ありがとう……」

　当たり前に言われると、困こん惑わくしてしまう──もちろん、不ふ愉ゆ快かいではないが。

　凜が今一つ踏み出せないラインを、皆が後押ししてくれている。

　ちなみに、この車夫は先せん祖ぞ代々黎千院家に勤つとめていて、凜が生まれてから誘ゆう拐かいされるまでの二年間のことも詳しく教えてくれたことがあった。

　父似の長男はともかく、次男の司生以上に母親そっくりで女の子のようだったせいか、服はレースの多いシルク、着物は華やかな花はな柄がらのものが多かったらしい──端はたからは、間違いなく少女と間違われていたほどだと。

「で、さっき花売りが来たからよぉ、墓参り用の花くれって頼んでおいたよ。神田大神さんの前にいるってぇ……ああ、そこだ。ほら、こっち見てる」

「ありがとうございます、……ですが」

　墓参りは後日にする、と言いかけた時に、車夫が大通りの向こうへ手を振る。

　それを見て口を噤つぐんだ──天てん秤びんに通した竹たけ籠かごに仏ぶつ花かを積んだ花売りの少女が、ニコニコとこちらへ微笑んでいたのだ。

（い、いらないって言いにくい雰ふん囲い気き……）

　その隣には青あお竹だけを四段に組んだ両天秤の担たん荷かを抱えた花売りの少年もいるが、それは客間に飾るような華やかな花ばかりが揃っていて、墓に添そえる生花はない。

　わかっているのか、隣の花売りの少女を羨うらやましそうにじっと見ていた。

　その様子をしばらく眺めて、凜は決める。

「……両方の売り子さんから、それぞれ花を買って行きましょうか」

「へぇ？　仏花はいいけど、百ゆ合りやら派は手でな花を墓に供えるってのはちょいと勧すすめられねえよ？」

　車夫がきょとん、とするのに、凜は苦笑で返す。

「司生の書しよ斎さいが、殺さつ風ぷう景けいだったので……飾りたいかなと」

　お墓に供える予定だった仏花は、使用人に渡してよきに計らってもらうしかない。

「凜が綺き麗れいな花々を抱えちまったら、似合いすぎてそこらの娘が顔ぁ背そむけちまぁなぁ」

「何の冗じよう談だんですか」

「まっ、一人だけから買っちゃぁ依え怙こ贔ひい屓きになっちまうからって気き遣づかいするなんざ、やっぱし凜はいい子だねぇ」

　茶花すような口く調ちようながらも、車夫は嬉うれしそうに笑う。そして、ポン、と自分の膝ひざを叩いてから気合いも高らかに、花売り二人の前まで人力車を走らせた。

「いや、そういう訳じゃないですが……っ」

「おぅ小こ童わつぱども！　うちの坊ちゃんが両方からそれぞれ花をたっくさん買ってくれるってよ！　活いきのいいのを頼むな！」

　凜の言い訳も聞かずに、車夫は上じよう機き嫌げんに仕切って花の選別を始めてしまう。花売りの子供たちは驚きながらも、嬉しそうに一いつ生しよう懸けん命めい、花を選定し始めた。

（本当に、気遣いとか……そういう優しい気持ちからじゃないのに）

　胸が痛くなるからだ。

　──疲れた目をしている子供たちを見ると、どうしても自分の昔の姿と重かさなって。

　凜は、物心ついた頃から貧まずしい農のう村そんで育ち、食べるものにも事こと欠かき、集落の大人おとなには冷たい目を向けられて毎日を過ごしていた。

（両親だと思っていた人たちが亡くなった直後に自分が人買いに売られたのも知らず、集落を出られてホッとしたり不安だったりしたけど）

　お陰かげで、河かわ村むら定てい静せい先生の施設に引き取られた。

　そこでの日々も貧しかったが一日一食は食べることができたし、寝る場所もあったから幸せだった。何より、『お前』ではなく名前で呼んでもらえたし。

　そして今。これ以上ないほどの幸福を手に入れてから、ふとした時に『昔の自分』が目の端はしに映るようになっていた。

　貧しかった当時の自分と同じ年頃の子供が働いていると、唐とう突とつに現れる──過去の自分。

（助けてやりたい、と思ってしまう）

　これは、過去の自分に対する供く養ようでもある。

「よかったよかった、今話を聞いたら、今日は売れ行きが悪くてよぉ、帰るに帰れなかったと。これで親方に怒おこられないってぇ、二人とも安心してたわな」

「そうですね」

　うんうん頷く車夫の人の好さは、凜にも心地ここちよい。

（明日に希望を見み出いだせない、子供たち……か）

　明治になっても貧ひん富ぷの差は当然のことながら存そん在ざいしている。貧しい子供たちは、今日より遠い未来を考えることができないでいる。

　文明開化が花開いても、この国に明るい明日が来る保ほ証しようはまだない。

（オレが辛かったから、よくわかるんだ）

　ただ、凜の場合は自分の抱える絶ぜつ望ぼう感かんを隠かくして生きていたので、周しゆう囲いには気づかれなかっただろう。きっと、こんな凜の本心を知ったら皆は驚くだろうし、黎千院家の人たちは悲しむかもしれない。だから、絶対に口にしない。

（久恩だけはこんなオレを知っている──だから、惹ひかれ合あった）

　お互いがお互いの魂たましいに、深く通じている。

　自分の不安を払ふつ拭しよくしてくれるのは、久恩しかいない。これは理り屈くつではない、簡かん単たんに説明できるようなそんな想いじゃない。

（初めて逢った時──久恩には、全部理解してもらえてるって直感でわかったし、オレも久恩の全部を理解できるって確信した）

　不ふ思し議ぎな感覚だ。

　側そばにいるのは、司生の方が長いし、共に歩んだ時間も濃いけれど。

（司生のことは、もちろん尊そん敬けいしているし信じている。でもそれとはまた、違う感情なんだ）

　兄だとわかる前から、誰だれより大好きな存在だ。

　彼が大切なのもまた、真実である。

「そこの百合も入れてちょうだい。……そうね、その桔き梗きようも綺麗だわ」

「え？」

　突然背後から声がかかって振り返ると、装そう飾しよくも美麗な馬車が一台、停まっていた。

　羽は根ね扇おうぎで顔を隠しつつ、長方形の窓から顔を出している婦人を見て、凜は驚おどろく。

「……月げつ来らい香か夫人……？」

「ごきげんよう、黎千院家の可か愛わいい人」

　にっこり微笑ほほえむ姿も優ゆう美びだ。あまりにも綺麗なせいか、凜の代わりに花を買って戻ってきた車夫が顔を真まっ赤かにして慌てふためく。

「あっ、こりゃーすみませんねえっ！　ちゃっちゃとどかしますんで！　あー慌てちまうなあ！　奥様ちょいお待ちを！」

「あら、いいのよ。私は凜くんに花を買ってもらうのだから。……ね、この私のためにお花をいただけないかしら？」

「えっ？　あ、はい……っ」

　声を上げたのは車夫ではなくて凜だ。予想外のことに、慌てて財さい布ふを取り出す。

　すると、月来香夫人の横から青年の笑い声が聞こえた。

「月来香夫人、あの美少年が困っているみたいだし僕が買いますよ？」

「あら、私は凜くんからお花をいただきたいの」

「やれやれ……。しかし、お困りですよ？　ねえ、凜クン」

　月来香の横に座る紳しん士しが、凜に声をかけてくる。槐えん樹じゆ院いん侯爵かと思い、挨あい拶さつをしようとして──顔を見て、驚いた。

（え？　槐樹院侯爵じゃない……？）

　鹿ろく鳴めい館かんでも見たことがない美青年だ。

　知的で上品な雰囲気の、眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうも和なごやかな青年である。特権階級の紳士であることは確実だろう、こうして侯爵夫人の月来香と親しげにしているのだし。

「あ、あの……」

「懐なつかしいなあ、一ひと辻つじ……いや、黎千院凜クン。ちゃんと家に戻れたって月来香夫人から聞いていたけど、こうして会えてよかったよ」

「は？」

「河村定静先生のところより、実の家族と一いつ緒しよに暮らした方がよかっただろう？」

「……って」

　人好きのする笑顔の紳士を、凜はマジマジと凝視する──まさか、と思う。

「もしかして、司生が言っていた……」

　凜の居場所を、槐樹院侯爵とともに黎千院家へ教えてくれたという謎なぞの青年の話が、凜の脳のう裏りを過よぎった。

「あ、怪あやしげな術でオレを探してくれた、という……超ちよう能のう力りよく者？」

「あはは、僕はまるで妖よう術じゆつ使いみたいな言われ方をしてるんだねぇ」

　否ひ定ていはしない。間違いないのだろう。
















　慌てて人力車から降りて、月来香と青年の乗る馬車へ寄り、頭を下げた。

「本当に、どうもありがとうございました……！　貴方あなたのお陰で、人生が変わって……！　オレは生きていられます！　感かん謝しやしてもしきれないです！」

「ああ、うん。いやいや気にしなくていいよ。ここは江え戸ど……大東京で、僕には民を護まもる義ぎ務むがある。困ってるオモテ……この世界を助けるのが、僕の役目だからね」

　青年は苦笑するが、まるで自分は違う世界から来た特別な存在のような言い方だ。

　そういえば、将しよう軍ぐん家けの縁ゆかりとか言われた、と司生が教えてくれたが。

（開国前に比べて減ったけど、このような怪しいことを言う人は多いし……）

　それが真しん実じつかそうでないかまでを、凜が確認する必要はない。

「黎千院家のみんなも会いたがっていますので、どうか一緒に来ていただけませんか？」

　──ただ、この青年が凜を幸福に導みちびいてくれた、という事実だけをわかっていればいい。

「いいよいいよ、藤とう王のう様には昔からお世せ話わになっているからね、そのお手伝いをしただけだ」

「けれど……っ」

「僕は凜クンみたいな可愛い子は大好きだから逢うのも楽しいけど、君のお兄さんにはそんなに興味ないから」

「えっ!?」

　一瞬怯ひるんだ。開国前の士し族ぞく間には当たり前にあり、今も密ひそかにエリート学生たちの間ではやっているという《男だん色しよく》の愛あい好こう家かだろうか？

　困惑していると、月来香が羽根扇で口元を隠しながらも綺麗な声で笑う。

「あら駄だ目めよ、こんな可愛い子を脅おどかしては。……大丈夫よ凜ちゃん。彼、私と同じで可愛い子を眺めているのが好きなだけだから」

「おや月来香夫人、僕は触れることも大好きですよ？　気に入った子であればあるほど、虐いじめてあげたくなる。怯おびえと憎ぞう悪おに満ちた表情は大好物ですし」

（変態……!?）

　怖こわい。逃げた方がいいか。青年が、さらににっこり笑った。

「──というのは冗談だけどね。ともかくよかったよ、凜クンのことは気になっていたから」

　そう言って、優雅な仕草で椅子から立ち上がる。

「ああ、そうだ。一つ、忠ちゆう告こくしておこう」

　降りたのは、凜が立っている月来香夫人に近いドアではなくて反対側だった。

「人っていうのは、第一印象が正しいからね。最初に会った時に自分が感じた気持ちは、後々まで大切にするといい」

「え？」

「後からよく見えても、信用してはいけない。反対に、出会ってすぐ信じた人はずっと信じるべきだ」

「────」

　久恩が脳裏に浮かぶ。たしかに、出会った直後に抱いた想いは今でも変わらない。

「あ、すみません、お名前をまだ……っ！」

　凜に背を向けた青年を引ひき留とめた。

「つい最近まで、この国を統とう治ちしていた某なにがしの初代と同姓同名だよ」

「いや、その通り名とかじゃなくて、本名を……！」

　慌てる凜に、月来香があら、と声をかけた。

「ちゃんとした本名よ？」

「は!?」

　驚いて立ち止まる。

「凜、お花はこれくらいでいいかい？」

「あ、ありがとうございます……！　──あれ？」

　背後から車夫に声をかけられて意識を向け、すぐ前を向いて──首を傾かしげた。

　青年がいない。

「帰ったわ。ああ見えて、忙いそがしいのよあの人」

「一体、どういう方なんですか？」

「だんな様とは正反対の人」

　驚く凜へ、さらに月来香が笑顔で説明してくれた。

「凜ちゃんを助けたのも気まぐれみたいなものだし、感謝はもう十分よ。いつ気が変わって、迷めい惑わくかけるかわからないから」

（何なんだろう……？）

　謎とか不思議とかを超えて怪しすぎる。だから月来香夫人の言う通り、気にするのはとりあえずやめようと思った。

「ああ、そうそう。お墓参りに行くのかしら？　象ぞうの石像がある、千せん駄だ木ぎの瑞ずい泰たい寺じへ」

「え、どうしてわかるんですか？」

　行かない、と答えるより驚きの声を上げてしまう。

「何でも知ってるのよ。私も近くに用事があるから、ついていっていいかしら？　……ああ、ありがとう。綺麗だわ」

　車夫が、百合と桔梗に溢あふれる花はな束たばを月来香へ差し出す。お礼を言われて、へへ、と笑って頭を搔かいた。

　司生へ依い頼らいにくる上流階級のご婦人のことは幾いく度どとなく見ているだろうに、さすがに月来香ほど華やかな美女はいないからか、ずっと照れている。

「凜ちゃんと、ゆっくりお話ししたかったの。ね、私の馬車で一緒に行きましょう？」

「え……っ、しかし……」

　凜が返答するよりも早く、御ぎよ者しやがドアを開く。

　有う無むを言わせない雰囲気だ、困惑して凜は立ち竦んでいた。

　すると月来香が、いまだ頰ほおの赤い車夫へ声をかける。

「貴方はご苦労様。凜ちゃんは責任をもって私が黎千院家へ送るから、ご安心なさってね」

「へ？　あ？」

「こちらは黎千院家の奥様の遠とお縁えんでいらっしゃる槐樹院侯爵夫人です」

　車夫を心配させないために、慌てて月来香の身元を説明する。車夫は、へえ、と頷いた。

「凜、奥様じゃない、お母様、だ」

「……すみません、よろしくお願いします」

　まさか、そう返されるとは。月来香が羽根扇で顔を隠しつつも笑っているのがちょっと恥はずかしい。

「その、抱えた折おり鞄かばんが重そうだわ。一緒に持って帰ってもらったら？」

「いえ、これは大事なものですので」

　先ほどの情報屋から得た資料である。抱きしめて首を横に振れば、ふふ、と月来香が笑った。

「真ま面じ目めなのね。けれどそうねぇ、折せつ角かく調べてもらったことだし。大した実入りのない結けつ果かでも、大事に黎千院伯爵へ資料として届けるのね」

「あ、あの。実は月来香夫人、すぐに戻らなくてはいけない事情が……」

　なぜか、月来香夫人は鞄の中身を知っているような口ぶりだ。不思議に思うが構っている余よ裕ゆうはない。

「予定を変へん更こうする必要はない」

「──え？」

　口を開いた途と端たん、あらぬ方から声がかかる。

　──いつの間に。

「……久恩？　どうしてここに？」

　先ほどまで凜もいた東京書籍館の中から、久恩が出てきた。

　意い味み深しんにじっと凜と月来香を見つめているが、あまり機嫌がいい様子ではない。

　その理由を訊こうと一歩近寄れば、ふふ、と月来香が楽しそうに指し摘てきしてきた。

「心配だったんじゃないかしら？　怪しいパン屋の売り子と、人ひと気けのない場所で会っていたし──ねえ？」

（って、月来香夫人、何もかも知りすぎ!?）

　凜より探偵の助手にふさわしい。驚くばかりの凜へ、久恩は静かに告げる。

「……瑞泰寺に行くなら、私も同行する」

「あ、うん……」

　久恩はそれ以上何も言わず、黙ってしまったので凜も困惑するしかない。

　月来香だけが、意味深な笑顔を浮かべていたのだが。
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「松まつ川かわ男だん爵しやく？　一度だけ鹿ろく鳴めい館かんでご挨あい拶さついただいたわ。なかなかに野心家な方よね」

「そこの次男に、お会いになったことは？」

　質問に答えた月げつ来らい香かへ、久く恩おんがさらに尋たずねる。

　馬車で千せん駄だ木ぎへ向かう道中だが、気づけば話は松川のことについてばかりだった。

（オレとしては……久恩に訊ききたいことあるんだけど）

　松川が持っていた、《怪かい盗とう》からの予よ告こく状じようについて。しかし、まさか月来香の前ではそうもいかないので、どうしようか様子を窺うかがっている。

　そんな凜の気も知らず、月来香と久恩は会話を続けた。

「新聞社を経営しているとかのお話だったわね。なぜ、そんなことを訊くのかしら？」

「夫人の勘かんは鋭するどいので、参考にしたいのです」

「あら、光栄ね」

　横に座る男の端たん整せいな横顔と目の前に座る妖よう艶えんな微笑ほほえみを交こう互ごに眺めながら、凜は会話に入ることができないでいた。

　だから、黙だまっていたのだが、そのうち馬車は千駄木のよく知るあたりに到とう着ちやくした。

「美男子ではあったわね、ご婦人受けもよくて……。彼の周囲にはいつも女性がいたわ……多分」

「到着しました、奥様」

　月来香が松川を思い出しながら返事をしているうちに、馬車は目的地に着いたようだ。

　馬車の扉とびらが開いたので、凜は御ぎよ者しやへお礼を口にする。

「あっ、ありがとうございます……！」

　月来香をエスコートするためにすぐに降りようとしたのだが、久恩が制せいして先に降りた。月来香が微笑む。

「あら、紳しん士しね……。凜ちゃんが私の手に触れるのが気に入らなくて、代わりに自分でする、という感じかしら？」

「──松川秀しゆう彌や氏の、第一印象は、どうでした？」

　月来香の、からかうような質問を久恩は無視している。

　しかし気にしていないのか、月来香は凜が渡したものとは違う花はな束たばを手に、久恩のエスコートを受けて馬車から降りた。

「挨拶もしていただいたけど、私の好みじゃないから興味がなくて」

「正しよう直じきですね」

　真ま顔がおで久恩が頷うなずく。そうして月来香が馬車から降りたのを確認すると、今度は当たり前のように凜にも手を差し出してきた。

「どうぞ」

「オレは、いらない」

　もちろん無視してやったが、ふざけていたのか久恩は笑っている。

（にしても……第一印象、か）

　松川の第一印象と、先ほど遭そう遇ぐうした時の好こう意い的てきな笑顔を思い比くらべる。

　そして、謎なぞの青年が残した言葉も同時に思い出した。

『人っていうのは、第一印象が正しいからね。最初に会った時に自分が感じた気持ちは、後々まで大切にするといい』

『後からよく見えても、信用してはいけない』

　言われた時には気づかなかったが、今となってはまるで松川のことを警けい戒かいしろ、と言われているような気になってしまう。

「あのさ……、久恩」

　月来香が少し離れたのをチャンスに、凜は久恩の腕を摑つかんだ。

　ゆっくりと、穏おだやかな顔が凜へ向く。

「どうした？」

「ちょっと、話が……！　《怪盗》についてだけど……っ」

「ああ、何でも」

　鉄てつ面めん皮ぴと呼ばれているが、凜にだけはちゃんと血の通った表情を見せる久恩だ。

　凜を盗む予告の取り消しを頼んで以い降こう、何となく気まずかったのでよかった……と、安あん堵どしてしまう。

「実は、大たい成せい殿でんの前で《怪盗》の新しい予告状を、松か……」

「最初に私の知り合いにご挨拶してよろしいかしら。栄えい松しよう院いんなんだけど」

　いきなり、月来香が声をかけてくる。

　はっとして凜は口を噤つぐんだ。そして慌あわてて頷く。

「ど、どうぞ！　隣寺ですし……！」

　ここらあたりは寺が多い。凜や久恩の返答を待たず、月来香は栄松院の山門を潜くぐって境けい内だいに入ってしまった。

（あれ？　久恩……？）

　月来香の後を追って墓ぼ地ちへ入ったところで何気なく振り返る。そして、立ち止まった。

　──久恩がいない。

（どこへ行ったのかな……？）

　馬車に忘れ物でもしたのかと思い、あまり深く考えるのはやめる。

「月来香夫人、お知り合いのお墓はか参まいりですか？」

「ええ、そうよ。昔から贔ひい屓きにしていた浄じよう瑠る璃り太だ夫ゆうなの」

　すぐに月来香に追いつくと、そのまま一人でお供を続けた。

　月来香は久恩がいないことに気づいているだろうに、それを指し摘てきすることもなく墓地を歩き続ける。

　しばらく進んで、古い墓の前で立ち止まった──迷まようこともない様子からして、きっと年中来ているだろうことがわかる。

「この人はね、京都で知り合ったの。素す晴ばらしい芸で江戸に進出し、当時すごい人気者だったのよ」

「そうなんですか？　ええと……」

　墓石に刻きざまれた文字を読もうと近寄ると、月来香はドレスの裾すそに土がつくのも気にせずふわり、と座った。そして、持ってきた花を竹たけ筒づつに活いけ始める。

「薩さつ摩ま浄じよう雲うん。文ぶん禄ろくから寛かん文ぶんに生きていたのよ。名前くらいは知ってるかしら？」

「…………。通つう称しよう、虎とら屋や次じ郎ろう右え衛門もんさんですね。剃てい髪はつしてから浄雲というお名前を名乗っていた、グレゴリ暦れきで今から三二〇年前の一五九五年から一六七二年まで生きられたお方かと」

「あらそう？　私、グレゴリ暦ってわからないのよ、文ぶん明めい開かい花かについて行けなくて」

　手を合わせてから、凜に向けて手を差し出す。

「私がエスコートします」

（あれ？　久恩？　いつの間に？）

　いきなり背はい後ごから声がかかり驚おどろく。

　月来香は気にした様子もなく、羽は根ね扇おうぎで口元を隠かくし、目を細めた。

「あら、私は凜ちゃんにお願いしたかったのに」

「ご遠えん慮りよなく、どうぞ」

「強ごう引いんねえ」

　当然のように久恩が横から手を差し出して、月来香の手を取ってしまう。

「知らない人が見たら、貴方あなたのお目当ては私に見えるわね。本当は貴方が、凜ちゃんを独どく占せんしたいヤキモチからの行動なのに」

「げっ、月来香夫人……！」

　くすくすと笑う月来香は面おも白しろがっている。
















「さっきから、私がいるのにすぐに二人で内ない緒しよ話をしようとして……。ヤキモチ妬やいてしまってよ？」

「い……っ、いや、違いま……！」

「ご用がお済すみでしたら、今度は瑞ずい泰たい寺じへ向かってもよろしいですか？　私どもの都合に付き合わせるのも申もうし訳わけないので、どうぞお先にお帰りください」

　月来香のからかいは無視して、久恩は相変わらず冷れい静せいだ。眉まゆ一つ動かさない。

「帰らないわ。お邪じや魔まなんでしょうけど、私は楽しいんですもの。それに、凜ちゃんの独り占めは許さなくてよ」

　月来香が凜の頭を抱きしめる。久恩は月来香を睨にらんだ──これはもう、紳士が貴き婦ふ人じんに向ける視線では絶対にない。

「──鹿鳴館で深夜まで遊ゆう興きように耽ふけり、さらに昼も活動しすぎるとなると、お肌はだに響くかと存じますが？　お歳としを考えた方がよろしいですよ？」

（ぎゃー）

　心の中で悲ひ鳴めいを上げる。触ふれられているところから、月来香の怒りが確かに伝わった気がしたのである。

「……今夜は鹿鳴館へは行かないわよ。凜ちゃんの親友だからって、子供じみた独占欲はよくないんじゃなくて？」

「お互い様です」

　困った、だんだんと険けん悪あくになってきた。

　止めた方がいいか、とその手段を考えていたら、月来香が凜を離してドレスの裾を翻ひるがえし凜を振り返る。

「ねえ。凜ちゃんは、社しや交こう界かいデビューはしないのかしら？　鹿鳴館でも紳士淑しゆく女じよの話題になっていてよ？」

「普ふ段だんは京都在任の槐えん樹じゆ院いん侯こう爵しやく夫ふ妻さいこそが、鹿鳴館で常つねに注目されています」

　凜が口を開くよりも早く、久恩が答える。足元が悪くて月来香が転ばないか心配だが、久恩がしっかりエスコートしているので大丈夫だろう。冷たい態度は取っていても、そこは紳士的なので安心だ。

　にしても若く妖艶な美女なのに、月来香には母のような安心感があるのが不ふ思し議ぎだ。

「凜に悪い虫がついたら大変ですので。それに、あのような派は手でな夜会は凜には似に合あわないし、必要ない」

「貴方の決めることじゃないわ。余よ計けいなお世話よ、凜ちゃんの意思を尊そん重ちようなさいな」

「必要ないですね。見み世せ物もの小ご屋やと同じような空間へ連れて行くのは、私が許さない」

　久恩は厳きびしい口く調ちようだが、実は凜もああいう華やかな場所は苦手なので黙っている。

「本当に、凜ちゃんが大事なのね……。何事にも興味なさそうなのに、凜ちゃんのことだけにはこんなに感かん情じよう的てきになる。からかい甲が斐いがあってよ」

「悪あく趣しゆ味みですね」

　ふふ、と笑う月来香だけは本当に楽しそうだ。

　結局そのまま、手を引っ張られながら凜は隣の山門を潜った。

「相変わらず、可愛い象ぞうさんね」

「千駄木の寺てら巡めぐりの方々は、この象のみを見て満足して、立ち去ってしまうみたいです」

　凜や久恩の目的地の寺は周しゆう囲いに比べてこぢんまりしているが、元々は江戸六ろく地じ蔵ぞうがある江戸の出入り口で、由ゆい緒しよは正しい。

「まあ、黎れい千せん院いん公こう爵しやくも伯はく爵しやくも、凜ちゃんのことを社交界で存分に自じ慢まんしたいけれど、おかしな輩やからに目をつけられたくない、という葛かつ藤とうがあって鹿鳴館には連れて行かないようね」

　勝手知ったる様子で、月来香は境内へ入っていく。

　どこの墓所かわかっているのか、不思議に自信たっぷりな足取りだ。凜はついていくのが精せいいっぱいである。

「槐樹院侯爵も、凜ちゃんのことは心配していたわ。彼に状況を伝えるためにも、凜ちゃんに逢あいたかったのもあるの」

「侯爵……ええと藤とう王のう様は、お元気ですか？」

「ええ。少しくらい病気になってくださらないかしら、と思うほど」

「？　どうしてです？」

「死んでほしいのでは」

　黙って月来香に並んでいた久恩が、ぼそりと口にする。ドレスの裾から西洋靴ぐつが見えたと思いきや、久恩の足を蹴け飛とばした──凜は驚きのあまり、目を丸くする。久恩は前を歩いていたので表情はわからないが、足を摩さすったので痛かったのではないか。

「違ちがうわよ、ぶん殴るわよ。……私が看かん病びようして差し上げる間、ずっと寄より添そっていられるからよ。ご多た忙ぼうだから、休きゆう息そくしていただきたいの」

「え、えと……。いや、健康が一番です……」

　久恩が心配で、年とし寄よりへの対応みたいにするので精いっぱいだ。

「そ……相そう思し相そう愛あいで、仲むつまじいご夫婦は素す敵てきですね。槐樹院侯爵ご夫妻は美男美女ですし、お二人とも社交界の憧あこがれの存在だとは、司し生きからも聞いています」

「ありがとう。けれど、私の方が好きすぎなの、藤王様はわかってくださらないから恨うらめしいわ」

　よかった。凜にはいつも通りに優しい。

　月来香はこんなに若くて美しく社交界の華なのに、本当に一いち途ずだ──久恩への暴力的な行動は見なかったことにする。

「黎千院公爵夫妻も、本当に仲むつまじくて素敵ね」

「あ、はい。旦だん那な様と奥様はいつもご一いつ緒しよで……」

「なぜ、そんな言い方なの？　お父様にお母様でしょう？」

「……あ、はい」

　まさか月来香にまで指摘されるとは思っていなかったので、恥はずかしくなって俯うつむいてしまう。何と答えようか悩みつつ、ずっと後ろをついて歩く。

　墓地には凜たち三人以外は、誰だれもいない。

　多くの墓石前は素そっ気けなく、最近誰かがお参りをした形けい跡せきもない。たまに飾ってある花のほとんどは枯かれていて、その寂さびしい風景が無む意い識しきに凜の口を開かせた。

「──どうしていいか、わからなくて」

　ぼそりと呟つぶやけば、月来香と久恩が同時に振り返る。しかし視線を逸そらしたまま、さらに続けた。

「自分には肉にく親しんはいないものだと思って生きてきましたし。公爵夫妻はオレにとって殿てん上じよう人びとのようで、そんな方々を親として呼んでいいものかと……恐おそれ多くて」

「……けれど、公爵夫妻への感謝はあるのでしょう？」

「当然です。一生かけても返せないほどの、大たい恩おんがあります」

「ならば、お父様お母様って呼んでさし上げなさいな。それが恩返しになるもの」

「────」

　思わず唇くちびるを嚙かみしめた。

　久恩は何も言わず、じっと凜を見つめているだけだ。

　しかし月来香はすぐに前に向き直り、一つの墓石の前で立ち止まった。

「もちろん、無理をしちゃ駄だ目めよ。まだ親子だってわかったばかりだし、徐じよ々じよに父母って呼べるのを待ちなさいな。あまり難むずかしく考え込まないようにね」

　言いながら月来香は手を合わせる。なぜ知っているのか、この墓は確かに久恩の両親の眠るところだ。

　久恩が教えたのか（そのような素そ振ぶりはなかったけれど）、と納なつ得とくしつつ、凜は花を竹筒に活けてから手を合わせた。

　軽く掃そう除じをして凜はもう一度手を合わせ、墓ぼ前ぜんから去る。久恩はじっと墓とは違う方を見つめていたのだが、不ふ意いに凜を見た。

　──なんだろう、両親の墓なのに手を合わせないのだろうか。

「凜、少し離れるが、いいか？」

「あ、うん……？」

　住じゆう職しよくに挨拶でもするのかと思い頷くと、凜に薄うすく微び笑しようして、次に月来香に目をやる。

「凜に悪いた戯ずらしたら、槐樹院侯爵へ言いつけますので」

（藤王様のことも知ってる？）

「しないわよ、失礼ね──あら？」

　馬車を待たせている通つう称しよう観かん音のん通どおりの方向で、何やら人々が騒さわいでいるようだ。

「何の騒ぎでしょう？　馬車へ戻り御者に訊けばわかるかもしれないので、訊いてきます」

「あら、松川男爵の……？」

　通りに走りだした凜の背中に、月来香の呟きが届く。驚いて振り返ると雑ぞう木きの間から見える通りを指差していたのでさらにそちらへ視線を向けた。

　しかし残念ながら、向かって左へ走る人々のせいで松川の姿は見えない。

「秀彌氏ですか？」

「気のせいだったかも。私、好みじゃない男の顔も名前も覚おぼえない主しゆ義ぎだし」

　あっさりしすぎの返答に、久恩が頷く。

「そうですね。知り合って長いですが、私も一度も名前で呼ばれたことがないので」

（付き合い古いんだ……）

　久恩に答える時と凜に対する時では、月来香の声こわ音ねも口調も差があるのは気のせいではなかったのかもしれない。

「何があったんですか？」

　凜は背後での月来香と久恩の冷たい会話は置いておいて、通りに出ると興味津しん々しんというような御者に尋ねた。

「はっきりはわからないのですが、何やらあのお寺で事件があったようで……」

「光こう源げん寺じですか」

　指差された二百メートルほど向こうの人混みは、この界かい隈わいでも特に有名なお寺の山門前である。

　何かが大暴れしているのか、人々が逃げ回っている。しかし、その中心の砂すな埃ぼこりがひどくて何が起きているのかは見えなかった。

　月来香も、いかにも物もの見み高だかそうに眺ながめている。

「駒こま込ごめ大だい観かん音のんで有名なお寺よね。大観音様に何かあったのかしら。盗ぬすまれたとか？」

「この通りの俗ぞく称しようになるほどの有名で大きな観音をどうやって盗むというんですか、少しは考えてものを仰おつしやるように」

　久恩が背後からぼそり、と呟く。月来香が見てわかるほどムッとした。

「……いい加減にしばくわよ。この小こ童わつぱが」

（小童って、月来香夫人は久恩を何歳と思ってるんだろう……二人とも、どう見ても同年代だろうに）

　上かみ方がたのボケツッコミと思って、傍ぼう観かんしたくなる。たまに気になる引っかかりがあるのだが──

「警けい察さつが来ましたね。馬の鳴き声が聞こえるということは、どこかの馬が暴れていたのでしょうか」

　よほど激はげしく動いているらしく、いまだに砂埃が非ひ道どい。

　なので凜は、月来香に馬車へ入るよう促うながした。

「馬がこちらに来たら危ないので、離れましょう。──久恩は……あれ？」

　御者に手を借りて月来香が馬車に入るのを確認してから、凜は久恩を振り返ったのだが。

「……いない？」

　また久恩がいなくなっている。離れるとは予告があったが、違い和わ感かんを覚えた。

「凜ちゃんも、馬車に入りなさいな」

「あ、はい」

「ちょうど小こ雨さめが降ふってきたし。中で待ちましょう」

　月来香が言う通り、雨が降りだしている。

　久恩の姿を捜したが、見つからない。首を傾かしげていたら月来香に呼ばれたので、凜は言われた通りに馬車へ入った。

（なんだろう、やはり最近の久恩は様子が違う。機き嫌げんも悪そうだし……何かあったのか？　それとも……まるで）

　──凜に、隠し事をしているみたいだ。

（オレが……《怪盗》にさらわれるのを拒きよ絶ぜつしたのが、ずっと尾を引いているのかな……）

　久恩としては、凜にとって《いい事》と信じていたからの計画なんだろうし。それを凜本人に否ひ定ていされて、不ふ信しん感かんを募つのらせたのではないだろうか。

（……だから、お互いに内緒事は持たないとの約束を破やぶった……？）

「奥様、お屋や敷しきに戻られますか？」

「そうねえ、一緒にいた彼がいなくなってしまったの。もう少しだけ待ってくださるかしら？　暴れ馬がこちらに来るのが見えたら、逃げましょう」

（見えてから逃げても、危険だと思うんだけど……というか、本当に久恩の名前は呼ばないんだ……）

　月来香も久恩がいないことに疑問を感じているようだ。だからあえて無ぶ粋すいな指し摘てきはしなかったのだが。

　──とりあえず、じっと待つことにする。
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「あ、馬は無事に捕つかまったようですね。警けい察さつがやたら大おお勢ぜい集まっていますが」

「お寺の馬かしらね。小こ坊ぼう主ずさんの他に、僧そう侶りよも出ていらっしゃるわ」

　砂すな煙けむりは小こ雨さめが降ったお陰かげかそれとも騒そう動どうが沈ちん着ちやくしたからか、すでに消えている。

　視界がよくなり山門前が見えてきたが野や次じ馬うまも徐じよ々じよに引き返しているようで、警察と寺の関係者の姿が目立った。

「……久く恩おん、戻ってきませんね」

『少し離れる』というのは、このまま帰ってこないという意い思し表ひよう示じだったのか。いつもなら、はっきりと告つげるのにらしくない。

「そうねえ、じゃあ私たちも帰……。あら、また馬が暴れだしたんじゃなくて？」

「え？」

　月げつ来らい香かが羽は根ね扇おうぎで前を指さす。光こう源げん寺じでは、また何やら騒さわぎが起きているようだ。しかも今回は山門前ではなくて、境けい内だいか本ほん堂どうで何かあったらしい。

「何でしょう？　見てきますか？」

「オレが行ってきます」

　御ぎよ者しやが声をかけるのに凜りんが応こたえる。そしてすぐに馬車から降おり、騒ぎに向かって走った。

「……？　動どう揺ようの仕方が普通じゃない。……もしや、事件……？」

　窺うかがいつつ、再び山門前にできた人混みに近づく。

　光源寺の前まで来ると、感情的に叫さけぶ内容がはっきり聞こえてきた。

「ええい、捜そう査さの邪じや魔まだ散れ！　散れ！」

（捜査？　ということは本当に何か事件があった……？）

　ドジョウ髭ひげの警官が威い張ばって見物人を蹴け散ちらしている。

　警察馬や警官が大勢揃そろっている寺の山門前には、警察馬に踏まれまいと避よけつつも野次馬で賑にぎわっていた。

「おおっとすみませんーどいたどいたどいたー！！！　おお凜くん!?」

「え？」

　そんな人混みの中からズイズイと顔を出してきたのは、凜もよく知る警けい部ぶ補ほだ。

「あれ……？　藤ふじ田た警部補？　ここは管かん轄かつ外がいでは？」

「そうなんだよあっはっは……じゃなくて大変だ大変だ！　凜くん！　来てくれたんだね！　さすが名めい探たん偵ていの助手！　勘かんが冴さえてるね！　第六感でここまで辿たどり着ついたんだねっ！　すごいよっ！」

　ブンブン手を振って凜を呼び寄せてくれたので、捜査の中に紛まぎれることができた。

「いえ、たまたま近くにいただけだったんですが……えーと、何があったんですか？」

「《怪かい盗とう》だよ！　《怪盗》！」

「えっ!?」

「本堂に安あん置ちされていた秘宝がたった今、盗ぬすまれたんだっ！」

「たった今!?」

　顔を寄せてこっそり小声で教えてくれているのだが、藤田は熱血すぎて声こわ音ねも力りきんでいる。なのでうっかり凜も声が大きくなってしまった。

　境内に入っているから野次馬には聞こえないだろうが、周囲の警官やいつのまにかついてきていた月来香には、はっきり聞こえてしまっただろう。

「まあ怖こわい、《怪盗》の犯はん行こうだなんて」

「というか、月来香夫人!?　ついてきたんですか!?」

　一いつ瞬しゆん気づかなかったが、よく考えて驚おどろく。思わず二度見してしまったが、月来香夫人は凜のすぐ後ろに控ひかえていた。

「……オレ、走ってきたんですけど……どうやって、追いついて……？」

「たった今よ、ゆっくり歩いてきたの」

（気け配はいを感じなかったけど!?　しかも、雨上がりで歩きづらい道なのに!?）

　涼すずしげに笑む月来香が不ふ思し議ぎでならない。何せ彼女のドレスの裾すそは、泥道だったのにまったく汚れていないのだ。

「ご心配には及びませんっ！　月来香夫人！」

　しかし気にしていないのか藤田が、拳こぶしを握にぎりしめてさらに力説した。

「《怪盗》逮たい捕ほに気合い入れまくってる自分ですからっ、管轄外のこの千せん駄だ木ぎにも特別に派は遣けんされてきたので百人力ですっ！　どうかご安心くださいっ！」

（というか、もう盗まれてるけど……）

　しかし管轄外なのに藤田が捜査の主しゆ軸じくになっているのは、元々が薩さつ摩まの有力士し族ぞくの子息なので裏でいろいろとあるのかもしれない。

「予告されていた通り、寺の秘ひ仏ぶつが盗まれたんだ！　これは大事件だ！」

「大だい観かん音のんですか？」

「すっすごいな凜くん！　あんな大きなものを盗む手しゆ段だんが推すい測そくできるとでも!?　今後の捜査の参考にするのでぜひその手法を教えてくれたまえっ！」

「……勘違いです」

　動揺して、うっかり月来香と同じ間違いをしてしまった。月来香が羽根扇で顔を隠して笑っているのは恥はずかしいけれど、藤田は気づいていない。

「ああいや、盗まれたのはさる富ふ豪ごうが奉ほう納のうする予定だった秘仏だっ！　本堂に置いておいたら消えていたそうだっ！　ご本ほん尊ぞんの阿あ弥み陀だ如によ来らい様でもあそこに見える駒こま込ごめ大観音でもないから安心したまえ！」

「……《怪盗》からの予告は、いつあったのですか？」

　存在感溢あふれる大観音を指差されて、安心しろ、と言われても凜にとっては恥ずかしいだけだ。

　一いち目もく瞭りよう然ぜんで無事がわかるのに、盗とう難なんにあったのか、などと真剣に訊きいたマヌケの探偵助手ということだから。

「さきほど見せた、あの予よ告こく状じようがそうですよ」

「え？」

　肩をトントン、と叩たたかれて声をかけられ、慌てて頭を下げた。

「……ここでもまた、お会いするなんて偶然ですね、松川さん」

「私は予告状に基もとづき、もともと来る予定だったのですよ。まさか、ここでも凜君と会えるなんて思ってもいませんでしたから、驚きました」

　先ほど大たい成せい殿でんの前で遭そう遇ぐうした松川が、変わらない様子で立っていた。

「予告状を警視庁から見せてもらったから、ここに来たのですか？」

「あ、いえ……オレは」

「違ちがいますわ。彼は私について来てくださったの」

　凜の言葉を遮さえぎり、月来香が説明する。松川が、初めて気づいたように彼女を見た。

　わざとらしく両手を広げて驚きを表現している。

「これはこれは……。鹿ろく鳴めい館かんの華、月来香夫人ではありませんか。いつ、京都から東京へいらしたので？」

「今け朝さよ。槐えん樹じゆ院いん侯こう爵しやくがお仕事で東京に来る用事があったから、同行しましたわ」

「さすが黎れい千せん院いん公こう爵しやく家のご三男。豪ごう華かな方とご一いつ緒しよなのですね」

「黎千院公爵家と槐樹院侯爵家は浅からぬ関係ですもの」

　にっこり月来香が笑んで答えると、松川は慇いん懃ぎんに腰を曲げてお辞じ儀きをした。

「存じております。凜君のお母様──黎千院公爵夫人は京公く家げの名門、槐樹院家のご出身ですよね。さすがの御お血ち筋すじです」

「詳くわしいのね、さすがは新しん國こく新聞の社長様ですわ」

「恐おそれ入ります」

　二人の会話が白しら々じらしく聞こえるのは、気のせいか。

　美男美女が揃っていて豪華だけど、などと彼らから離れつつ考えていると、いい意味で空気を読まない藤田が元気よく説明してくれた。

「《怪盗》からの予告状が届いたことは、自分もさきほど聞いたばかりなんだっ！　上じよう層そう部ぶに見せてもらって驚いたよっ！　凜くんを盗む予告状と同じく具体的に盗むものが書かれていたんだっ！」

　頼むから、凜の名前を出さないでほしい。警官が注目してきた。

「ああ、それで騒ぎになった直後には、すでにこの現場にいたんですね」

「おうっ！　護まもりに来たら盗まれた直後だった！　こーんなサイズの不ふ動どう明みよう王おうらしいっ！　阿弥陀様がご本尊のこの寺に関係ない気もするんだけどっ！　ともかくグッドタイミングでの登場！　持ってる男と呼んでくれたまえっ！」

　手を広げ、仏像の大きさを表現してくれるのはありがたいのだが。

（持ってる男なら、犯行前に到着して未み然ぜんに防ふせげるんじゃないかな……）

　思うが、口にしない。
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「凜りん！　大丈夫だった!?」

「あれ？　司し生き」

　もの凄すごい勢いで境けい内だいに飛び込んできた馬車の中から、よく知った声が響く。

　到とう着ちやくするや否いなや飛び出してきたのは、予想通りの存そん在ざいだった。

「どうしてここにいるんですか？」

「愛の力だよっ！」

　それだけで見つけられるのならば、この世に探たん偵ていはいらない。

「ああもう、《怪かい盗とう》が現れたと聞いて凜を狙ねらってたんじゃないか、と不安に駆かられるあまり僕のか弱い心臓は止まりそうになったよ……！」

「ご心配かけました」

　司生がか弱いとは絶対に思わないけれども。

　ただ、聞きつけた藤ふじ田たが心から心配して動どう揺ようした。

「だっ大丈夫でありますかっ!?　黎れい千せん院いん伯はく爵しやくは晩ばん秋しゆうの風に揺ゆれる枯かれ葉はのごとき儚はかなさかつ、深しん窓そうの令れい嬢じようのごとき無む垢くで純じゆん真しんでデリケェトなんですねっ！　これからは大切に扱わなくては！　気づかず申し訳ありませんでした……！」

「いや、そこまでは」

　そんな探偵はいない。いや、もしかしているかもしれないけれど、全国の探偵の名前も住所も個性も調べ尽つくしている凜の記き憶おくにはない。

「凜ちゃんのこととなると我われを忘れるのは、昔から変わらずね」

　羽は根ね扇おうぎで顔を隠しつつも大おお仰ぎように溜ため息いきをつく月げつ来らい香か夫人の呟つぶやきに、凜は思わず司生を凝ぎよう視ししてしまう。

「赤ちゃんの頃から、あんまり凜が可か愛わいくて愛いとしくて顔を撫なで回しすぎたら大泣きされたとか、それが誘ゆう拐かいされるまで日常だったとか、それだけだよ」

「……飽きなかったんですか？　途と中ちゆうで」

「全然」

　肩かたを抱いたまま、いっそ清すが々すがしいまでの肯こう定ていだ。呆あきれるより感心してしまう。

「ということで、月来香夫人。物ぶつ騒そうな事件が起きたばかりですし、槐えん樹じゆ院いん侯こう爵しやくもご心配なさるといけませんので、今日はお引き取り願えますか？」

「そうね、用事も済んだし。私がいても邪じや魔まになるだけでしょうから、仰おつしやる通りにするわ」

　頷うなずいて、ドレスのレースをひらめかせながら自分の馬車の方へ向かった。

「この事件の犯はん人にんが本当に《怪盗》なら、最後まで見ていたいのだけれどもね」

「槐樹院夫人、今日明日に解決する事件ではありませんよ」

　聞いていたのか、警官たちから離れてこちらに向かってきた松まつ川かわが言う。

　すると、人形のように綺き麗れいに笑んだ月来香が、ふざけたように答えた。

「あら。優秀な殿との方がたが揃そろっているのですもの、瞬しゆん時じに解決なさるんじゃなくて？」

「そうできるように尽力しますが」

「期待していてよ」

　月来香の声こわ音ねと表情が、凜に対するものとまったく違うのが、先ほどからの違い和わ感かんとして生じてきた。

「……では、屋や敷しきで槐樹院侯爵と一いつ緒しよに《怪盗》逮たい捕ほの吉きつ報ぽうをお待ちしていますわ。凜ちゃん、気をつけるのよ」

「はい、申し訳ありませんでした」

　考え事をしている最中に突然言われたので、ドキリ、とした。背せ筋すじを伸ばして謝罪すると、レースの手袋をしたまま凜の頰をそっと撫でてくる。

「何を謝るの？　《怪盗》が起こした犯はん罪ざいに、凜ちゃんは関係ないでしょう？」

「……そう、ですが……」

　じっと見つめられると、噓うそも隠かくし事ごともできなくなりそうだ。実はなんでもお見通しなのではないだろうか。

「あまり、難しく考えたら駄だ目めよ。弱い心は隙すきと疑ぎ心しんを生むわ。そうなると、間ま違ちがった方向にしか行かなくなるものよ」

「…………」

　ドキリとした──久く恩おんの姿が、胸を過よぎる。

「じゃあね。皆様、ごきげんよう」

　窓からお辞じ儀ぎをしつつ声をかける。そして月来香は去っていった。

　去りゆく馬車を見送って、松川が周囲を眺ながめながら苦笑を漏もらす。

「元々が下級武家町の田舎いなかに、これだけの富ふ豪ごうが集まるのは珍めずらしいでしょうね。我々のような特別階級の人間を見ることは、滅めつ多たにないでしょうし」

「え……？」

　違和感を感じる言葉に、凜は思わず言葉に詰つまる。

（……。今まで、すごく愛あい想そのいい好青年風だったのに）

　なんだろうか、聞き間違いだろうか──わからなくなって松川の端たん整せいな顔を凝視してしまうが、それを気にする様子もなく今度は司生に向かって慇いん懃ぎんに一礼した。

「情報が早いですね伯爵。さすが、東京一の名探偵」

「いえいえ、君にはかなわないよ」

　心なしか、二人の声音には緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている。しかし、それにも気づかない藤田が元気いっぱい忙しそうに割り込んできた。

「その通り伯爵はすごいんですっ！　そして、すでに《怪盗》からの予よ告こく状じようを入手していた松川秀しゆう彌や殿はさらに有能ということですねっ！　さすが新しん國こく新聞社社長ですっ！」

「たまたまです。新聞屋だからこその、運のよさというか人脈というか……」

　司生の笑顔が強こわばった眼がん前ぜんで、松川が苦笑を漏らす。

「予告状を入手していなかったのにもかかわらず、こんなに早く現場へ来られた伯爵の情報力もなかなかすごいと思いますよ」

「おっと高評価ですね!!」

「何せ、この私に張り合えるほどの有能さなのですから」

「なるほど余裕の一言っ！！！」

（この鋼こう鉄てつの心臓が、羨うらやましい……）

　藤田のように、鈍どん感かんになりたい。急速に不ふ機き嫌げんになっていく司生の怒ど気きを感じつつ凜は本気で思う。

「凜……僕は、いいことを思いついた」

　ぼそり、と司生が小声で呟いた。少し目が怖こわい。

「松川秀彌を、《怪盗》の正体にするとか？　国民全員に怨うらまれるとよいと思うんだ」

「落ち着いてください、司生」

　藤田はもちろん、凜たちへ優ゆう越えつの笑みを送る松川にも聞こえないからいい、という問題ではない。

《怪盗》の真の正体を知っているのにそれか。実際にそれができるだけの行動力と実力があるからこそ怖い思し考こうだ。

「あー、くだらない。本当にくだらないくだらないくだらない」

　いっそらしくないほど、司生がやさぐれた。

「つまり、僕をヨイショしているように見せかけ、自分の有能さを称しよう賛さんさせたいんだよ。くだらない男だ」

「……初しよ対たい面めんから思っていたんですけど、松川氏と司生って相あい性しよう悪いですよね？　お互いに敵てき愾がい心しんを抱いている……みたいな？」

　恐おそる恐おそる尋たずねる。司生が、ヤサぐれのまま言葉を吐いた。

「そうだね。ちなみに、音おとノの羽わ久恩くんも松川秀彌くんと険けん悪あくで相性最悪だよ。僕だけじゃないから」

「松川氏が久恩のことも嫌きらっているのは、視線と口調とよそよそしさでわかります。けれど久恩が《怪盗》だってことは、知られてないんですよね？」

　凜にとっては一番大切なことだ。

　それに対して、司生が自信たっぷりに頷いて見せる。

「当たり前だろ、僕だって数日かかったんだ。あんな性しよう悪わるボンボンがあっさり突き止めるなんて許さないよ」

（私し情じように走ってる……願望が多分に入った意見だ）

　司生は凜にはいつも本ほん音ねも本性も見せているので、慣れてはいるけれど。

　さらに松川に背を向けたまま、呟くように続けた。

「音ノ羽久恩くんが秀彌くんに嫌われる理由は簡かん単たん。超名門の黎千院公爵家からの受けがいい。しかも欧羅巴ヨーロツパ……特に独逸ドイツから来た外国人高こう官かんの評ひよう判ばんがすこぶる高いし。あれだけの美形だ、華族の淑しゆく女じよたちの羨せん望ぼうの的でもある。その評価の高さが気にくわないんだ、敵てき視しされないワケがない」

「……なるほど。ただの司生の推測とか……ではなく？」

　私情に走っていないか、とりあえず確認を取ってみた。

「当たり前だろ。音ノ羽久恩君のことは秀彌君と同じくらい大嫌いだけど、人を見る目はいつでもあって冷静だからね、僕はこの国一番の名探偵だから」

「さすが司生です」

　話を逸そらさないと危あやうい程度には勢いづいてきた。

（最近の久恩に対する態度を見ると、松川氏へも喧けん嘩かを売る可能性は十分あるから……）

　なので、話題転換で凜は抱いだいていた疑問を口にする。

「……ところで、何でこんな早くに来られたんですか？」

「君、東京書しよ籍せき館かんで調査した後は千せん駄だ木ぎで墓はか参まいりをするって言ってたじゃないか。だから僕も用事が終わってすぐ追いかけたんだけど、道中で君の車しや夫ふに遭そう遇ぐうしてね。月来香夫人だけならともかく、音ノ羽久恩くんもいたっていうから、馬車を全力疾しつ走そうでやってきた」

「お疲れ様です」

《怪盗》の事件にいち早く気づいたからではない。《怪盗》が信用できなくて、凜が心配でやってきただけなのだ。

「あ、さらに途中で遭遇した子供たちが凜にお礼言っていたけど」

「え？　なんでわかったんでしょう？」

「凜が僕のために選んでくれた花はな束たばを車夫から受け取ってから馬車に乗せていたんだ。それに気づいたらしく、自分たちが見み繕つくろった花束だよって教えに来た」

（馬車に乗っていたのに？）

　見えるわけがないだろう。仮に見えても速さがあるから気づくのは難しいし、気づいても子供が馬車や御ぎよ者しやを呼び止めることなんてできない。

（……司生の方から、声をかけたんだろうな）

　黎千院公こう爵しやく家の人々は、貧まずしい子供には本当に優しい。複ふく雑ざつだったのだが。

「お陰かげで、こんなに早く凜のところに来られた」

「さすがです」

　威い張ばる司生は、少し機嫌が直ったようだ。

　さて、と本ほん堂どうに目をやる。

「盗まれたのは、富豪が奉ほう納のうしようとしていた秘ひ仏ぶつ……となると、その富豪の過去が怪あやしいかな」

「ですね」

《怪盗》が秘宝を盗む理由を知っているからこそ、被ひ害がい者しやの過去は調べなければならない。

　周囲が聞いていないのを確認してから、さらに司生は凜に告げる。

「これまでの《怪盗》に狙われた秘宝と富豪のことを知って、過去に犯おかした罪が恐ろしくなった。だから、懺ざん悔げのつもりで奉納……」

「そこを久お……《怪盗》が狙ってきた、と」

　凜から視線を逸らし、慌あわただしく周囲を走り回る警察を眺めながら司生が小声で続ける。

「まあ、無理のない推すい理りだよね」

「《怪盗》が、盗ぬすむべき秘宝を間違えるとは思えませんからね」

　本日の久恩には、この犯行のために動いていたのか、と納なつ得とくできるような慌ただしさがあったし。

（……千駄木に一緒に来たかったのは、証しよう拠こを作るため……？　東京書籍館にいたのも、犯行のための調べ物をしていたのかもしれない……）

「何を考えているのですか？　凜くん」

　気づけば、松川が藤田から離れて凜の側そばに立っていた。

「あ、いえ……。《怪盗》が秘宝を盗んだ理由はなんだろう、と」

「復ふく讐しゆう、だと私は予想していますが」

「────何に、ですか？」

　松川の断だん言げんに、凜の心しん拍ぱく数すうが一気に上がった。冷静さを装よそおいながら尋ねる。

　まさか、本当に《怪盗》について知っているのだろうか。次にどう出たらいいのかわからない、だから笑んでいる松川をじっと見つめた。

「内ない緒しよです。私の新聞社でもまだ扱っていない情報ですから。──ただ、これだけは約束しましょう」

　凜の肩をぽん、と叩たたいて顔を寄せる。目の端はしで、司生が鬼の形ぎよう相そうになった。

「凜くんのことは、私が責任をもって護まもります。《怪盗》の思う通りにはさせません」

「……恐れ入ります」

　盗むと予告されていることを言っているのだ。ありがたいが、久恩との軋きしんだ関係を再び思い出し、胸が痛んだ。

「あの……新國新聞はなぜ、《怪盗》をずっと追いかけているんですか？」

　たまらなくなり、凜は疑ぎ問もんに思っていたことを尋ねる。すると、松川は断言した。

「巷ちまたで話題の《怪盗》逮捕に協力するのは、事実を追つい求きゆうすべき新聞社の責任と義ぎ務むですので」

　事実、と断言したということは、噓偽いつわりは一切ないということだろうか。

「──新國新聞には《怪盗》の犯行理由も正体も、絞しぼれてきたと記き述じゆつがありますね。松川さんご自身もそう仰っていましたし」

「ええ、その通りです」

「────」

　ふと、気づく。

（……そういえば、久恩のいる場所にいつも松川氏も現れている……？）

　初対面の黎千院家からずっと。今日は大成殿前で遭遇したとはいえ、横は東京書籍館だ。

　さらにこの千駄木でも遭遇するとは。

（……偶ぐう然ぜん、とは思えない）

「さすが、優秀と聞こえの高い秀彌くんだ」

　久恩を心配する凜の横で司生が張りついた笑みを浮かべながら、松川に対たい峙じした。

「しかし、《怪盗》逮捕の助力は、藤田警けい部ぶ補ほからも協力要よう請せいがきている探偵の役目。新聞社は、あった出来事を国民の皆さんに報告することこそが、仕事ではないのですか？」

「司生？」

「ほう……？」

「現場での捜査協力は、僕が秀彌くんの分もしっかり行いますので、どうか安心して高みの見物をしていてください」

　よほど邪魔なのだろう。信用もしていない（実力も認めていない大嫌いな）松川の介かい入にゆうが、不ふ愉ゆ快かいで仕方ないのだ。

　そんな司生の胸きよう中ちゆうに気づいているのかいないのか、松川が不ふ敵てきに笑んだ。

「いえ、私が捕つかまえます。これは伯爵のためにもなるかと」

「何……？」

　そして苦笑しながら申し訳なさそうに眉まゆを顰ひそめる。

　意い地じの悪い表情だった。

「これ以上、黒星がついては高こう名みような伯爵の汚お点てんとなりましょう。それを避けるためにも、私が一肌脱いで《怪盗》事件を解決に導みちびくべきなのでは」

「……ほ……」

　司生の笑みが強張った。

　神かみ代しろ家けの秘宝が盗まれたことと、後日取り返した（という形を作った）とはいえ一度は盗まれてしまった鹿ろく鳴めい館かんでの事件のことを松川は言っているのだろう。

（まずいな……怒ってる）

　凜も不愉快だが、助手の凜の出る幕ではない。

「それはそれは……ご親切に、どうも。しかし僕は、秀彌くんの助力はまったく必要としていませんので」

「ご遠えん慮りよなさらず。名探偵の伯爵の一ファンである私からの、ささやかではありますが親切心なだけなので」

（全然穏おだやかじゃない微笑ほほえみで談だん笑しようされても、怖いだけだ）

　どうしようか、止めた方がよいのだろうか。真剣に悩む。

（というか司生、久恩だったり松川氏だったり、喧嘩相手が多くて忙しすぎ）

　以前はこんなではなかった。

　どんな相手にもそつなく対応する司生は、誰だれからも一いち目もく置かれていたし。

　優秀すぎて特別、とは司生の同年代である華族ら富裕層の一いつ致ちした意見だ。皆に尊敬はされてもふざけ合う友人は見たことがなかった。

　それが、久恩に出会ってからは久恩と闘たたかい、そしてこうして松川とも勝負している。

（──口喧嘩をして立りつ腹ぷくするってことはある意味、同等であると認めてるってことかも……）

　いい刺し激げきなのではないだろうか。喧嘩はストレス解消になるとも聞いている──現状ではストレスにしかなっていないようだが。

（出会いさえよければ、友人になれたんじゃないかな……二人と）

　司生に言っても大だい却きやつ下かをくらうだろうから、言わないけど。

（手袋を投げて決けつ闘とうとか言い始めたら、止めよう）

　藤田はどこかへ行ってしまったが、いざとなったら彼の天然っぷりを借りたい。

「《怪盗》の情報など、僕は秀彌くんよりはるかに有力なものを摑つかんでいますよ」

（え!?）

「ほう……？」

　いきなり口にした司生の発言に、凜はぎょっとする。

「すでに犯人も、犯行理由も絞れています。その証拠を固めている最中ですので、邪魔になるから《怪盗》の犯罪予告現場に、新聞社ごときが現れてほしくないですね」

（ごときって）

　司生だって、本来は私し設せつ探偵ごときなのに。というか。

「いきなり、何を言ってるんですか」

「牽けん制せいするためだよ。威い嚇かくの一種だ」

　そうかもしれないが、負けず嫌いの悔くやしさからの発言という方がきっと正しいであろう。

　松川が、納得するように頷いた。

「……なるほど。伯爵が《怪盗》について重大な情報を得ているとは十分に予想していました。助手の凜くんが名指しで狙われたのもそれが原げん因いんでしょうし」

（そういう解釈してるんだ……）

　残念ながら、凜と《怪盗》の繫つながりはそんな簡かん単たんなものではない。

　とはいえ、松川の《怪盗》の情報が間違っているとも断言できないので、油断は禁きん物もつなのだが。

（それにしても……というか）

　ふと、溜息をつく。

　──久恩は今、どこで何をしているのだろうか。
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「司し生き、藤ふじ田た警けい部ぶ補ほを見つけて捜そう査さの様子を訊きいてみます」

　一いち応おう声をかけ──残念ながら松まつ川かわとの睨にらみ合いに忙しいようで、凜りんの言葉が聞こえているのかどうかも怪あやしいのだが。

（と思ったら、手を振ってきた……）

　さすがだ、凜に気づくだけの余よ裕ゆうはまだあるらしい。

（司生の外そと面づらは天下一品だから、低次元な喧けん嘩かはしないだろうし……ま、いいか）

　警官がたくさんいるこの状況下で、おそらくあのまま慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな言葉を羅ら列れつし合う、寒々しい《作り笑いの談だん笑しよう》を続けているだろう。

（……ああは言ったけど、捜査状況が進展しているような気配はないかな）

　それよりも、久く恩おんを捜さがすことにする。

（……《怪かい盗とう》として、本ほん堂どうに忍び込んだのがオレから離れた直後だとしたら……盗ぬすんですぐに大おお騒さわぎになったということになる）

　暴れ馬も久恩の仕し業わざだろうか。そうだとしたら、凜が墓ぼ石せきを掃そう除じしている間に離れたあの時だろう。

「今はとにかく、事情を訊く……！」

　頭に叩たたき込こんであった千せん駄だ木ぎ周辺の地図を思い出し、さらに本堂の位置と現在の捜査網と、知る限りのデータを照しよう合ごうさせて、久恩……いや《怪盗》が逃走する可能性の高い足取りを予想した。

（……林の中に隠かくれる？　御お林はやし稲荷いなりの方は、どうだろうか）

　寺の裏から外部へ出て行けるような場所を探しながら、考える。

（秘ひ仏ぶつの不ふ動どう明みよう王おうは一尺……約三十センチ程度の大きさがあるようだから隠しようもないし、手にしていたら目立つし怪しまれる……）

　つい最近、国が条約加か盟めいしたばかりのメートル法は、普段からすでに司生が使用しているものだ。

「……いや、もしかして……」

　道に出て、林と表通りを見比べる。警察の捜査を見物している人々の賑にぎわいを聞きつつ、凜は気づいた。

　寺の勝手口に立ち警備中の警官へ、凜は近寄る。そして、尋たずねた。

「すみません、寺の出入り業者を含めて誰だれかが通りませんでした？」

「いや、事件が起きてからは誰も。第一、立ち入り禁止にしているしね」

「そうですか、ありがとうございます」

　警官が到とう着ちやくするより早く、寺から逃げ出したということだろう。

　藤田とともに派遣された警官だ、凜も顔なじみであったので信用できる。

　ならば、と凜は寺を囲む道を凝ぎよう視しした。そしてすぐに目的のものを見つける。

（あった、新しい足あし跡あと……！）

　砂利よりも土の多い道だ、先ほどまでの小こ雨さめのせいで一部が泥どろになっている。

　足跡の進む方を調べつつ、凜は寺の敷しき地ち外がい周しゆうを巡めぐっている道を歩きだした。

（これだけ地に沈しずんでいる足跡は、つまり体重が重いか、重い物を持っている証あかし）

　他の足跡と区別もつけやすい。

　遠くに逃げるだけの時間はないので、まだ近くにいる可能性が高いのだ。

「あ、いた！　久お……って、あれ……？」

　寺の裏にあるあぜ道に、足跡の主ぬしらしき男の背が見えた。

　声をかけようとして、慌あわてて口を塞ふさいだ──これは、見るからに。

「なんだい？」

「すみません……！　人違いでした」

　納なつ豆とう売りの男だ、むろん久恩とは似ても似つかない。

　大きな桶おけを二つ担かついで歩いている姿に、足跡が泥に沈んでいる理由がわかった。

（ああ、つまりオレの勘かん違ちがいか……）

　早々に考え直さなければ。凜はもと来た道を戻ろうとして──気づいた。

「……。なんで、こんな日も暮れそうな時間にこんなところにいるんですか？」

　納豆売りを振り返り、呟つぶやく。歩いていた男が、立ち止まる。

「おかしいですよね、納豆売りは早朝から仕事をなさって昼過ぎには終わっているはずなのに」

「……。……この辺りが自宅なんだよ。飲み屋に寄って、たまたま遅くなった」

　男が振り返らないまま、答える。凜は、もしやの推すい測そくを胸に抱いだきつつ、ゆっくりと男へ近寄っていった。

「ではその桶の中は空からだと？　空なのに、なぜそんなに重そうに──後ろの桶だけが沈んでいるんですか？　そこに重い物が入っているのではないんですか？」

「…………」

　男は黙だまって歩きだした。凜は、さらに寄る。

「……もしかして、光こう源げん寺じの騒ぎの原げん因いんは、貴方あなたですか？」

「────」

　男からの返事はないが、雰ふん囲い気きが変わったのがわかった。なので確信を持ち、凜は男の腰につけた大鈴を摑つかもうと手を伸ばした──のだが。

「……っ!?」

「くそ……！」

　いきなり、桶を振り回して凜にぶつけてくる。勢いで天てん秤びん棒ぼうから離はなれた桶と張はり傘がさが飛んできたのを、間かん一いつ髪ぱつで避よけた。

　がらんがらん、と音を立てて転がった桶の中からは、不動明王の仏ぶつ像ぞうが落ちる。

「！　やっぱり……！　仏像を盗んだ犯人!?」

「だったらどうした!?　なんだてめえは！」

《怪盗》による犯行ではなかったのだ。逃げる男を慌てて追いかける。

「警官も境けい内だいにたくさんいる！　おとなしく捕つかまれ！」

「うるせえ……！　何で俺おれだとわかった畜生！　この糞くそ餓が鬼きが！」

　しかし逃げる一方だと思っていた男が、いきなり逆走して凜に突進してくる。

　驚おどろいて立ち止まった凜に転がる桶を摑み、一つを投げつけてきた。

　咄とつ嗟さに避けた拍子に転んでしまう──鬼の形ぎよう相そうで男が駆かけ寄より、もう一つの桶を大きく振り上げる。

「死ね！」

「ちょ……！」

　血走った目に明らかな殺さつ意いを感じる。その迫はく力りよくに息を吞み、いつのまにか手の中にあったものを男の顔面へ投げつけた。

「うわ!!」

　男が怯み、両目を瞑つむる。その隙に逃げようとした──のだが。

「させるか。貴き様さまの方こそ殺してやる」

「ぐあ……！」

　いきなり男が、横に吹っ飛んだ。

「え……？」

　道の端はしにあった木に男がぶつかり、そのままズルズルと落ちていく。失しつ神しんしたのか、そのまま動かなくなってしまった。

「……っ、久お……っ!?」

　予想していなかった状況に驚いたが、同時に安心した。

「大丈夫か？　凜。一人で胡う散さん臭くさい男を追おうとするな」

「……ありがとう……久恩」

　深しん呼こ吸きゆうするように息をはく。男が吹っ飛ぶ寸すん前ぜんの、冷静な声こわ音ねで誰が助けに来てくれたのかわかっていたのだが──本当に、来てくれて感謝だ。

「よかった……。殺されるかと思った」

　ようやく安心できたのか、脱だつ力りよくしそうだ。

　そうしてから、男に向かって投げつけたものが、粕かす村むらからもらったお守りであることに気づいた。

（あわわ……っ大事なもの、投げちゃった……っ！）

　慌てて拾い、砂埃を払う。心の中で謝罪をしつつ、ふと気づく。

（……いつのまに、手の中にあったんだろう……。摑んだ覚えはないのに……）

　首を傾げていれば、久恩が凜の着物の泥を落としてくれた。

「それは絶対にあり得えない。私はいつも、凜の側そばにいるのだから」

「……けど、瑞ずい泰たい寺じで離れてから姿現さなかったじゃないか。……どこに行ったのかわからなくて、探したんだけど」

　お守りを大事に懐へ仕舞っていると、久恩が凜の体に手をあてがいつつ、そっと起こしてくれる。

　運よく泥の中ではなく道草の上に倒たおれたので、濡ぬれはしたが汚れは目立たなかった。

　来てくれて嬉しいけれど、久恩とは、少し気まずい。

「──久恩がやったと思ってた。……秘仏を盗んだのは。だから、司生にも藤田警部補にも何も言わずに、追いかけたんだ」

「実じつ際さいに、今回の件の犯人は《怪盗》と類るい似じした予よ告こく状じようを警けい視し庁ちようへ送っていたし、間ま違ちがえても無理はないだろう」

　ぼそり、と凜が独ひとり言ごとのように呟つぶやけば、久恩が頷うなずく。

　こちらを見ない久恩を凝視して、凜はさらに続けた。

「それだけじゃない。久恩が、いつも何も言わないから──何をやろうとしているのか、わからない。だから、不安になることもある」

「そうか」
















　凜がケガをしていないか確認しているのか、地に膝ひざをついて腰をかがめ、久恩は腕や体のあちこちに触れながら端たん的てきに返事をした。

「……隠し事はしないという、約束だったはずなんだけど」

「そうだな」

　じっと見つめる凜に気づいているだろうに、久恩は顔を上げない。

「……けれど、オレが久恩にさらわれるのを断ったから、怒おこって、何も言ってくれなくなったんだ……と思ってる」

「なるほど」

「……っなんで説明しないんだ？　さっきもそうだけど、言葉が足りなすぎる。その直後の騒そう動どうだから、本当に心配したんだけど」

「それは申し訳なかった」

　何を考えているのか、淡たん々たんとした口く調ちようのままだ。凜は、眉まゆを顰ひそめた。

「だから」

「ああ」

「……久恩が犯人だと疑ったオレは、きっと悪くない」

「────」

　言い訳をしている、と凜にも自覚はある。久恩が、不ふ意いに顔を上げた──良心の呵か責しやくか、どきり、と心しん拍ぱく数すうが上がる。

「黑田家で《怪盗》が盗んだと言われている事件も、私が犯人だと今も思っているか？」

「……やっぱり、違うのか？」

「と、訊くということは、思っていたということか」

「…………」

　苦笑しつつの久恩の言葉に凜は黙りこむ。その通りだが、頷くのは憚はばかられたのだ。

　久恩は静かに立ち上がり、凜の髪かみに手を伸ばした。

「秘密はお互い持たない。お互いがお互いを信用する──この約束は、いつ何なん時どきも忘れたことはない。私は、《契けい約やく違い反はん》をしない」

「……うん」

　そっと首に触れた指が、耳の裏から鎖さ骨こつの間を撫なでるように移動した。

「……腫はれはないな。よかった」

「転んだだけだから。せいぜい、膝にアザができるくらいだよ」

　話をこうして、逸そらされたままになるのだろうか？

　訊きたいことは山ほどあるのに、どうでもよくなっている……。

　久恩が、凜を大事にしてくれている。それだけで十分だ。

「凜」

「うん……」

「私は、何があろうとも凜だけは裏切らない」

「────」

　じっと久恩を見つめる。久恩は、凜の袴はかまを捲まくって膝の上まで触れてケガの確認をしているようだ──しばらく触しよく診しんをしてから、ほっと安あん堵どするように息を漏もらした。

「どうやら、ケガはないようだな」

「うん。久恩が助けてくれたお陰かげだよ」

「自分の命より大切なんだ、当たり前のことだ」

　静かに立ち上がりつつ、久恩は当然のように告つげてくる。

「そんな大切な凜に、僅わずかな間でも信じてもらえないことがあるのは──私にとって何よりも不幸でつらいんだ」

「……疑って、悪かったよ」

　特に久恩からの言葉は重い──本気であることが、痛いほど伝わってくる。だから、意い地じを張っているのもつらくなって凜は項うな垂だれるように頭を下げた。

「ごめんなさい」

「……凜」

　心なしか雰囲気が和やわらいだ気のする久恩が、名前を呼ぶ。

「この事件で、準備は整った。私の本命を奪いに行こうと思う」

　久恩はいまだ失神している男に目をやってから、凜へ向き直った。

「え？　どういう……？」

「ここにある」

　そして一枚の封ふう筒とうを差し出して、艶つややかな笑みを送ってきた。

「では、楽しみにしていてくれ」

　言うと凜の髪を撫でる。渡した封筒を指先でトントン、と軽く叩くのは、開けて中を読め、ということだろうか。

　久恩が見つめる中で、凜は封筒を開ける──中のカードを見て、息を吞のんだ。

「これ……っ、予告状!?」

　司生の書しよ斎さいで見み慣なれている──まさしく、《怪盗》からの予告状だった。

　慌てて文面を読む。そしてさらに驚いた。

「え？　えええ!?　本気かこれ……っ!?　久恩!?」

　急いで顔を上げ、事情を確認しようとしたが、

「あれ？　いない……っ!?」

　久恩の姿がない。周囲を見回すが気を失っている男がいるだけだ。

　ただ、遠くから司生や藤田警部補の声が聞こえてくるのには気づいた。

「……っ、二人に、この男を誰が倒したって説明すればいいんだよ……！」

　予告状の件もあるのに、この状況は頭が痛い。ややこしくて溜ため息いきも出ない。

「いきなりすぎるだろ!?　こっちの都合も考えてくれってば！」

　予告状の内容は、いつものように詩し的てきでもない。極めて明めい解かいな文章だった。




《本日深夜、黎千院家ヘ一ひと辻つじ凜ヲ盗ミニ参リ候そうろう》
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「だぁーから……！　一ひと辻つじじゃなくて黎れい千せん院いんだって言ってるだろう!?　莫ば迦かかあの《怪かい盗とう》は！」

「しっ司し生き……！　口が悪すぎです！　他人が聞いたら驚おどろきます！」

　慌あわてて司生の口を塞ふさごうとしたが、その手をぎゅっと握にぎられた。

「大丈夫だよ、僕がそんなミスをすると思うかい？　凜りんにしか聞こえない絶ぜつ妙みような声こわ音ねで文もん句くを言ったから、安心してくれたまえ」

「威い張ばれる内容ではないです」

　予よ告こく状じようを見た司生と藤ふじ田たは、すぐに黎千院公こう爵しやく家けへ戻った。そしてそのまますぐに、厳げん重じゆうな警備態勢を取る準備が始まったのである。

「みなさん……忙いそがしそうですね。オレに何かできることはありませんか？」

「そうだねえ、とりあえず何があっても《怪盗》に捕つかまらないことかな」

　凜が座るソファにぴったり寄より添そって座る司生が、即そく答とうした。

　凜が今いる部屋には、司生と藤田、そして十数名の警官がいる。

　ただ、まだ深夜というには早い時間のせいか廊ろう下かに続くドアは開いていて、バタバタと慌ただしく警官や使用人が動きまわっていた。

「黎千院家のみんなが緊きん張ちようしているし、大慌てだし……申し訳ないです、オレなんかのために」

「凜だからこその準備だし。《なんか》って言うのやめてくれる？　君は僕たちの宝物だよ」

　当たり前のように言われると、返答に困ってしまう──素直に喜んでいいのかどうかわからない。恐きよう縮しゆくする気持ちの方が強い。

「あー……。両親もかなり動どう揺ようしまくっていて大変だよねえ……」

「氏うじ神がみ様を祀まつった神社へ、祈き禱とうしに行かれたというのは本当ですか？」

　家か令れいと家か扶ふも一いつ緒しよに連れて行ってくれたのは、本当に助かったけれど。

　いつ《怪盗》に狙ねらわれるかわからないから、と厳重な警備をしている公爵家だが、今夜来るという《怪盗》からの予告状には面めん食くらったようだ。特に家令の粕かす村むらは、

『ふざけておる……！　相あい打うち覚悟で挑いどむ！』

　と、日本刀を出して闘たたかう準備を始めたので必死に止めた。真実を説明できないのはもどかしい。

「何かあったら一大事だしね。凜を護まもるだけで精いっぱいだから、母上が倒れたり父上が銃じゆうを発はつ砲ぽうしたり使用人が『いざ鎌かま倉くら！』と特とつ攻こうして音おとノの……じゃない、《怪盗》に決けつ闘とう挑んだりしたら、かーなーりーややこしい。だから、神頼みしに行ってもらったんだよ」

　現場を離れたくなさそうだったが、警察も殺さつ気き立だっているこの状況で万が一にケガでもされたら大変だ。

『大丈夫です、凜を誘ゆう拐かいしようとしているのは偽者の《怪盗》ですので。所しよ詮せん、模も倣ほうしかできないコソ泥どろなぞ、簡かん単たんに捕まえましょう』

　司生がそう説明して、何とか納なつ得とくさせたのだ。

「警官全員、配置につきました！」

　ドアの前で最さい敬けい礼れいをした警官が、叫さけぶように報告する。

「ご苦労っ！　命をかけてでも黎千院家ご三男、一辻凜様を護るように！」

「了解でありますっ！」

「だーかーらー……一辻じゃなくて、黎千院だろ……凜の名字は」

　藤田と警官のやりとりに、司生がぼそっと文句を口にするが、これも絶妙な声音の達たつ人じん芸げいにより凜以外には聞こえていなかった。

「凜くんっ！　大丈夫だよ！　警備は他から応援も呼んで鹿ろく鳴めい館かんの時の三倍、さらに新聞社も屋や敷しきの庭までは侵しん入にゆう可能にしたよっ！　こんな人混みの中で誘拐されることはまずないっ！　大船に乗った気持ちでいてくれっ！」

「……。ありがとうございます……」

　そんなに大勢が公爵邸ていの敷しき地ち内にいるとなると、見知らぬ者が歩いていても気づかないだろうし、つまりそれは犯はん罪ざいの成功に繫つながる──とは指し摘てきしない。

（久く恩おんは、どうやって侵入する気なんだろう）

　まだ、黎千院公爵家に来ていない。いてもいろいろと複雑になるので、それでよいのだけれども。

「ところで凜、音おとノの羽わ久恩君と喧けん嘩かはしないの？」

「？　しませんよ。なぜですか？」

　何の質問だろうか、わからないので素す直なおに答えて首を傾かしげる。

　だって、と司生が説明する。

「ここ数日、凜に内ない緒しよで《怪盗》の仕事をしていた疑いがあったじゃないか。そのことで、凜はかなりの疑問と不満を抱いだいていただろう？」

「ああ……そうですね」

　気づいていたらしい。しかし司生に心配をさせてはいけない。

「オレが知らない《怪盗》の犯罪は、久恩が犯人じゃないってわかったので。今はもう、別に不満はないですよ。大丈夫です」

「なんだ、《怪盗》の模倣犯だってバレてたのか。不信感から音ノ羽久恩君と縁を切らないか、と期待していたのに」

「…………」

　司生が心から残ざん念ねんそうに呟つぶやいたので、心配して損そんをした。

　つまり、凜の悩みに気づいていたのに、素そ知しらぬフリをしていたということである。

「音ノ羽久恩君が凜に疑われて嫌きらわれたら、僕は本当に幸福極まりなかったのに」

「……なんで、そこまで嫌いなんですか」

「僕が好きになる要よう素そが、音ノ羽久恩君のどこにあると言うんだい？」

「……。でしたよね」

　呆あきれれば、悪びれずに、ああ、と声をかけてきた。

「光こう源げん寺じに奉ほう納のうされていた不ふ動どう明みよう王おうを盗んだアホ男だけど、自じ称しよう探たん偵ていだったよ」

「司生の同業者ですか？　知り合いとか友達ですか？」

　司生の交友関係は網もう羅らしているのでもちろん、返答はわかっているが。

　心から嫌いやそうな顔をした司生が、凜の鼻を軽く摘つまんで、めっと叱しかった。

「……あんな無能男、同業とか一ひと括くくりにしないでくれる？　不ふ愉ゆ快かいだから」

「ご、ごめんなひゃ……」

「警視庁で絶ぜつ賛さん、事情聴ちよう取しゆされてるまっ最中らしいけれど、今のところは客からの依頼だった、の一点張りらしい」

　やっと鼻から指を離した。痛くはなかったが、自分の鼻を指でさする。

「では、その客も呼び出して事情を聴いているんですか？」

「それが、その客というのが住所も名前も全部偽いつわっていたらしくて、いまだに誰だれか正体不明なんだって。あのエセ納なつ豆とう売りは、金払いがよければ特に客の正体も気にせず仕事を引き受けていたらしくて……」

「でしょうね」

　由ゆい緒しよ正しい寺から秘ひ宝ほうを盗ぬすむくらいだ。探偵というのも自称で、実じつ際さいは犯罪者上がりの何でも屋だろう。素す性じようの正しい探偵などは、司生くらいのものだし。

「もしかして、黑くろ田だ家の家宝を盗んだのもあの男ですか？」

「同じ謎なぞの客から依頼をされたみたいだよ。他にも数件、やってるらしい」

　言いつつ、メモ紙を渡される。見ると、世間を騒さわがせておいていまだ犯人が捕まっていない窃せつ盗とう事件が何件か書かれていた。

「……。あれ？　これって……ちょっと……」

　ふと、あることに気づく。

「どうかした？」

「うーん。……記き憶おく違いではないと思うのですけれども、一応……」

　とても説明しにくい。なぜなら司生だけでなく、藤田も警官も、凜に大注目しているので口に出すのは憚はばかられるのだ。

「もしかして、見聞きしたものに覚えがあるのかい？」

「確認のため、一度資料を読み返したいので行っていいですか？」

　訊きけば、司生は眉まゆを顰ひそめて困こん惑わく顔がおになる。

「って、僕の屋敷に戻るの？　さすがにそれは警察が許さないんじゃないかなあ」

「そっ、そうだぞっ！　凜くんっ！　この厳重警けい戒かいから離はなれたら駄だ目めだっ！　いつ《怪盗》に狙われるかわからないぞっ！　今度こそ誘拐されてしまうかもっ！」

「あ、いえ大丈夫です。この家からは出ませんので」

　藤田が首を伸ばして忠告してきたので、慌てて説明をする。

「実はしばらくこちらの屋敷で暮くらすことになるかな、と思っていたので。司生の書しよ斎さいから、必要な資料を、移動してもらっていたんです」

　司生が、ああ、と納得してくれた。

「屋敷の若いのが運んでいたのは、それか」

「さすが!!　元気いっぱい気合い十分だっ！」

　椅い子すから立ち上がり、廊下に出れば司生も後ろからついてくる。さらに藤田も来て、ぞろぞろ連れ歩くことになったのだが。

「どこに行かれるのですか？　待たい機き部屋の移動ですか？」

「え？　……あ、松まつ川かわさん」

　赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた廊下を歩いてきたのは、警官を従したがえた松川だ。

　凜が松川を知っている様子を見て、初めて警官らは離れた。

「新聞屋ゆえか、私が伯はく爵しやくや凜君、藤田警けい部ぶ補ほだけでなく、警視庁の上の方とも知り合いだと伝えてもまったく信用してもらえなくてね」

「それだけ、現場は殺気立っているのですよ。──ところで、何か急用でも？」

　凜をすぐに自分の背はい後ごに隠かくし、張りついた営業スマイル全開で司生が松川に尋たずねる。

《当家は今、立て込んでいるので出直してもらいたいのですが》

　と全身で訴えているのはありありだったのだが、松川は気にしていなかった。

「《怪盗》が、本日深夜に侵入するというので。他新聞よりも《怪盗》を深く追っている新しん國こく新聞としては、必ずや決定的瞬しゆん間かんをとらえたく思いまして」

「ああ、それはご苦労様です。では早速、当家の敷地外で取材なさってください」

（あからさますぎる……）

　さすがに凜も、ヒヤリ、としたのだが。

「いやいやいや松川氏を邸内に案内せねばっ！　誠せい心しん誠せい意い、真心を込めて取材協力をしましょう！　大丈夫、警察関連には自分が話を通しておきますので、伯爵は使用人の皆さんにお話を！」

「えっ!?　どこに行くの……っ!?」

　いつも通りに気合いの入った藤田は、司生の襟えり首くびを摑つかむ。そして、びしっ！　と凜と松川へ敬礼した。

「松川殿は凜くんを取材してから来るんですよね！　先に外へ行ってます！」

「ちょ、いやいやいや藤田警部補、それは……っ！」

「遠えん慮りよせずっ！　伯爵の大親友である松川殿のためですよっ！」

（……藤田警部補の中では、松川さんは司生の大親友なのか……）

　問もん答どう無む用ようで藤田に引きずられ、司生はそのまま去ってしまう。凜はそれを眺ながめているしかできなかったのだが。

「ところで、伯爵の《運命の心しん友ゆう》である久恩くんがいないですねっ！　用事でもあるのかなっ!?　じゃあ彼のことも玄関で盛せい大だいに迎むかえましょうっ！」

（さらに久恩は、心の友なんだ）

　階段を下りつつの、藤田から繰くり出だされる人間関係設定に感心すらした。

「みんな親切ですね。──さあ凜君、資料を置いてある部屋に案内してください」

（話を聞いていたのか……）

　一緒に資料を探すことはしたくないのだが、ついてきてしまった。

「お疲れ様です、邸内異状なしです」

「お気をつけて」

「凜、怖こわくないかい？　何かあったらすぐに呼びな？　みんなで助けに行くから」

「はい、みなさんありがとうございます」

　資料部屋へ行く間に、何人もの警官や使用人とすれ違う。その度に声をかけられるのに対し、警官へは頭を下げ、使用人たちには親しみを込めてお礼を返した。

　松川は黙だまってそんな凜について歩くだけだ。特に何も言わない。

　そうしているうちに、屋敷の奥にある大きな扉とびらの前に到とう着ちやくする。

　持っていた鍵かぎで扉を開けると、大きな円えん卓たくの置かれた洋よう間まであった。書庫から持ってきた本を読むための部屋である。

　ただ、窓から入る月明かりのみでランプを灯ともしていないため、その役目を今は果はたせはしないが。

　司生の屋敷から持ってきた資料は、奥の書庫にあった。

　扉の前まで来て、鍵を開けることを躊ちゆう躇ちよする。背後には、松川がまだいるからだ。

　──司生の仕事のために集めた資料なのだから、松川に見せる義ぎ理りはない。

（久恩ならともかく……）

　特別扱いは、久恩だけで十分だ。

「その頭ず脳のう明めい晰せきさは、確かに評ひよう価かできますね」

「はい……？」

　何と説明して部屋に入らせないようにするか考えていると、松川が呟いた。

「そうして下々に優しさを見せ、心も操あやつる、と」

　何の話かと振り返れば、松川は窓の外を眺めていた──月明かりや庭の篝かがり火びの下では、警官や使用人たちが慌ただしく警備を強きよう固こにする準備をしている。

「世の中には支し配はいする者と支配される者がいますが、どうせなら支配する側に立つべきです」

「はあ」

　月明かりで、松川の端たん整せいな横顔に陰いん影えいがはっきりついている。

「凜君の計算高さには、常々感心しています。私もぜひ、勉強させてもらおうと思っていましてね」

「……勉強、ですか？」

　言いたい事がわからなくて尋ねる。すると松川が、ゆっくりと振り返った。

「ええ。たった六歳当時に、黎千院家に気に入られようと行動した機き転てんのよさと、行方ゆくえ不明になっていた三男として養よう子し入りする計算力を」

「──ああ、なるほど」

　納得した。

　──付き合う価か値ちはない。

　松川は凜をずっと、そういう目で見ていたのだ。

（多くの華か族ぞくや資産家たちに、すでに囁ささやかれている噂うわさだけど）

　凜は慣れているし、十分に予想できていたので痛くもかゆくも思っていないのだが、黎千院家の人たちは本気で不愉快に感じている。

「私は、本当に凜君の聡そう明めいさを認めているのですよ」

　凜へ視線を向ける松川から、侮ぶ蔑べつや見下した感情を感じるのは被ひ害がい妄もう想そうではない。

「ぜひ、伯爵でなく私の部下として働いてほしいくらいに。君なら、素す晴ばらしい新聞記事を作れます」

（事実を追つい求きゆうするのではなくて、作るんだ）

　やはりな、と思いつつ、凜は書庫の鍵をそっと袖そでの中に隠し、体ごと松川に向いた。

「オレは司生の助手なので、司生に解かい雇こされない限りはずっと司生の手伝いをします」

「しかし《怪盗》に狙われていますよね？　《怪盗》は百ひやく戦せん錬れん磨まです、誘拐されてしまったらもう、伯爵の助手は続けられませんよ？」

「……そうなりますかね……」

　この発言からしても、松川が《怪盗》の正体に気づいていないことがわかる。なので凜はほっと安あん堵どした。

「《怪盗》は目が高い。凜君を盗もうと思うなんて」

「ただ、司生に張り合っているだけじゃないですか？」

「気持ちはわかります」

　松川が、凜の返答を聞いて苦笑した。

「凜君の優秀さに気づけば誰でも欲しくなります。さらに、伯爵の力を削そげる──伯爵から凜君を離せば、著いちじるしく戦力が落ちるのは明めい白はくですし。凜君を手に入れるということは、いいことずくめなのです」

「……過大評価です。オレがいなくても司生の仕事に支し障しようは出ません」

　本当は、大おお騒そう動どうに発展し心配のあまり寝ね込こむかもしれない、とは司生の名めい誉よのためにも黙っている。

「いいえ。凜君が私の元へ来たらそうでないことが実証されます」

「……《怪盗》と張り合うのですか？」

　凜の指摘に、松川は口元で薄うすく笑んだ。

「私が誘拐させません。世間を騒がせ悦えつに入る盗とう賊ぞくなんぞ、私より遙はるかに劣おとっています」

「そうですかね……」

　松川は断だん言げんするが、《怪盗》は優秀だ。高官や外国人などがその明晰さを称しよう賛さんする司生ですら、手こずるのだから。

（──と説明しても、わからないだろうな……）

　反論して、これ以上凜の大切な人たちへの批判を言われても不愉快だ。

「凜くん」

「顔が寄りすぎです。離れてもらえませんか？」

「君の綺き麗れいな顔は、間近で見るに値あたいするのでお気になさらず」

　忌き憚たんなく気持ちを伝えたのだが、松川は前向きに受け取ったようだ。

「その優秀な頭脳がなくとも、これほど眉び目もく秀しゆう麗れいならば十分に今くらいの出世はできますね」

「そうでもないです。司生や久恩はオレより遙かに綺麗ですから」

「あの二人は性格の悪さがにじみ出ていますし、どうでもいいです」

　松川だって五十歩百歩だ。

　答える凜をまっすぐに凝ぎよう視しし松川は視線を逸そらさず、一歩寄った。凜は一歩後ろに下がる──が、すぐに書庫の扉に背中が当たる。

「……私の方が伯爵よりも君の能力を存ぞん分ぶんに活用できるし、出世もさせますよ」

「あり得えないです」

「君はここでもう、満足しているのですか？　どん底の貧ひん民みん生活から這はい上あがり、さらに上を望まないのですか？　伯爵より上に立ちたいでしょうに」

「オレは司生の下に、い続けたいだけです」

　望むことは、黎千院家へ僅わずかでも恩おん返がえしをして、ようやく出で逢あえた親友の久恩と共に恒こう久きゆう的てきな幸福を摑みたいだけだ。

　松川が、首を横に振って溜ため息いきをついた。

「建たて前まえは要いりません。幼い頃に苦く渋じゆうを味わった君ほど優秀な少年が、貪どん欲よくにならないわけがないでしょう。冷たかった世せ間けんを見返したくて、ここまでのし上がったのでは？」

「いいえ」

「特権階級がするように、君も庶しよ民みんを存分に見下しあざ笑ってやりたい心を隠してはいけません。名門黎千院公爵家の権力を得て、野心を持たないわけはない」

（……意味がわからない）

　当たり前のことだが、凜の感覚では頭の隅すみに浮かんだことすらない。確かに黎千院家の三男とわかるまでは、世間に対し卑ひ屈くつになっていたことは認めるけれど。

　しかし、だからといって恨うらみなんてない。幸せになるための努ど力りよくもしたが、それは見返すためなんかではないし、むしろ周囲には感かん謝しやしている。

（……当たっていたな、あの人の見解）

　脳のう裏りを過よぎったのは、東京書しよ籍せき館かんの前で遭そう遇ぐうした──月げつ来らい香かが連れてきていた男の、去さり際ぎわの一言だ。

『人っていうのは、第一印象が正しいからね。後々いい人だ、と思っても、絶対に信用してはいけない。最初に会った時の思いは、後々まで覚えておくべきだ』

（この松川は……第一印象通りの男だ。好きになれない）

　月明かりに照らされる半面の笑顔と、陰影で闇に溶け込む半面は、松川そのもの。

　初めて会った時の松川は、計算高く狡こう猾かつな素面が見えた。

　司生と久恩に対して挑ちよう戦せん的てきだったが、それは好こう敵てき手しゆとは違ったらしい。

　自分の優位性を見せつけたいだけの特別意識で周囲を見下す男だったのだ。

「……松川さんは」

　壁かべに手をついて、凜が逃げられないようにしたままの男の顔を見上げる。

　このまま語らせていても無む駄だだ。状況を変えるためにも、知りたかったことの真意を問おうと思う。

「──どこで、《怪盗》を見たのですか？」

「何……？」

　唐とう突とつな話題転換だったからか、松川は怪け訝げんそうな表情を見せた。

「豊ほう富ふな情報量は、他の大小新聞の追つい随ずいを許さないほどです。しかし《怪盗》が犯人と断定しがたい事件も、強引に犯人として憶おく測そくを論ろんじていらっしゃるのはなぜです？」

「……心外ですね。新國新聞としては自信をもって《怪盗》が犯人だ、と思える事件のみを選び、持論で真犯人説を唱となえているつもりですが？」

「思い込ませ、読者を誘ゆう導どうする記事が多いように見受けますが」

　はっきり告げると、松川の表情から笑みが消えた。じっと見つめる凜の真意を探るような視線を向けつつ、怪訝そうに口を開く。

「──つまり、正せい義ぎのためというよりも《怪盗》を話題作りや宣せん伝でん対象として利用しているのでは……と疑っているのですか？」

「はい」

　返事をすると、松川はじっと凜を凝視し言葉を待っている。出方を見ているのだろう──なので、腹を決める。

　松川へ伝えるのは、司生へ証しよう拠こと共に報告してからにしたかったことだ。

「……。新國新聞が、大見出しで取り上げていた《怪盗》の事件についてですが」

「どれでしょう？」

　松川が、凜へさらに顔を寄せてきた──ので、横を向いた。息が顔にかかるのだ。久恩や司生でもないのに、気持ち悪すぎる。

「他社の小新聞だけでなく大新聞にも載のるような事件を含め、《怪盗》を犯人と疑う事件はどこの新聞よりも詳くわしく情報が載っていました」

「国民へ社会の出来事を伝えることが役目と思い、努力をしていますので」
















「警けい視し庁ちようや被害者など周囲の者しか知らないような情報も新國新聞には載っており、さすが政せい財ざい界かいにも顔が広い松川さんの新聞だ、と感動すらしています」

「ありがとう」

　凜が何を言いたいのか、勘かんぐる視線を松川は隠しもしない。

「……ただ、事件を作ることは、新聞社の仕事ではありません。自じ作さく自じ演えんは、もうおやめになった方がいいです」

「────」

　確信で断言すると、松川は黙る。

　苛いら立だっているのが気配でわかるが、貧民出身の凜なんぞに邪じや推すいされている現状が許せないのだろう。

「ワンマン経営の松川さんが新國新聞の──《怪盗》に関わる記事を扱っているというのは、すでに調ちよう査さ済みです」

　司生から受け取った、似え非せ探偵が今まで起こした事件の一いち覧らんメモの内容を袖の中からそっと取り出して眺める。

（やっぱり……間ま違ちがいない。全部、一いつ致ちしている）

　すべて、《怪盗》が犯人として新國新聞の大見出しとなっていた事件だ。

（つまり、似非探偵が謎の依頼人から頼まれていた《仕事》とは……）

　推測できるのは、ただ一つ。

「松川さんが、黒幕だったんですね」

「……何のですか？」

　断だん言げんすると、松川が眉み間けんを寄せる。だから、さらに言った。

「最近の、巷ちまたを騒がす偽にせ《怪盗》の事件です」

「────」

　間近から凜を見下ろす松川の瞳どう孔こうが、開いた。

　凜がこんなことを言うとは想像もしていなかった、そんな表情だ。

「金さえ払えば何でもする泥どろ棒ぼう上がりの自称探偵へ金を渡し、そして狙った富ふ豪ごうから財ざい宝ほうを盗み取る……本物の《怪盗》のように早めに予告状を出してしまうと警戒されて捕まる危険性が高くなるから、犯罪直前に《偽》予告状は警視庁へ差し出していた」

「────」

「もとより、警視庁の上じよう層そう部ぶから本物の予告状も、《怪盗》が持ち去る秘宝の傾けい向こうもすべて調べてあったので、犯行を偽ぎ装そうするのは簡単。……違いますか？」

　凜が確信を持って断定すると、松川は『凜くん』と声にならない呟きを漏もらした。

　黙もく殺さつして、凜は推測を纏まとめる。

「《怪盗》の犯罪をつくる──一石二鳥ですよね、情報操そう作さも推測も自由にできて、新國新聞は読者を惹ひきつける記事を載せられる。実際、売り上げも伸びている様子」

　凜の非ひ難なんの視線は、剣けん吞のんなものに変わった松川の双そう眸ぼうと絡み合う。

「……。……私が仕し掛かけていた、という証拠はないですよ」

「そうですね」

「わかっていて、私を侮ぶ辱じよくしたのですか？　いけませんね、名誉毀き損そんです」

　松川が冷たく言い放つ。凜は、静かに続けた。

「仰おつしやる通り、松川さんが関わっていた確かく証しようは全然ありません。ですので、冤えん罪ざいだと批難されることは想定していました」

　自分が信用していない相手に何と思われようが痛くもかゆくもないので、気にしない。

「けれどオレは、司生の下で事件に関わり人の本ほん音ねと噓うそに隠された真実を見てきました」

　語気も強めに訴うつたえる。

「貴方あなたのように気き位ぐらいの高い人が、格下と認識しているオレに侮辱されてもなお冷静に出方を窺うかがい続ける──本当に事実無む根こんならとっくに激げき怒どされているでしょうに。この、冷静さが何よりの証拠です」
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「なるほど……」

　しばらく凜りんを見つめていた松まつ川かわが、何を納なつ得とくしたのか満足そうに笑む。

「……ますます、凜君を独どく占せんしたくなりましたね。余よ計けいに気に入りました」

「は？」

　予よ想そう外がいの言葉が投げかけられ驚く。そんな凜へ、松川は感動したように続けた。

「私を犯はん罪ざい者しやとする推すい測そくが当たっているかどうかはともかく、その頭ず脳のう明めい晰せきさを……。尊そん敬けいしますよ、君こそ私に相応ふさわしいパートナーです」

「勘かん違ちがいです」

　もちろん即そつ行こうでお断りだ。凜の、司し生きを尊敬している気持ちは伝わらなかったらしい。

「凜君の推すい理りは面おも白しろいですね、そして説せつ得とく力りよくもありますし」

　凜の肩を抱いてくるのを睨にらんだが、気づかないのか無視されたままだ。

「私が《怪かい盗とう》を利用しているとして、動どう機きは？　では、宝を盗ぬすむ理由はなんでしょうか？」

「己おのれの才能を世間に知らしめたい自己顕示欲によるものですから、満足すれば。宝はいずれ返へん却きやくするつもりでは？」

「なるほど……」

　松川は愉ゆ快かいそうに微笑ほほえんだ。

「聞けば聞くほど、凜くんに興味が沸きます。君を手に入れれば、すぐにでも黎れい千せん院いん伯はく爵しやくを大きく引き離すことができるでしょうに……」

「過大評ひよう価かです」

「私が、凜君を高く評価する最大の理由ですが」

　松川は言うと、凜の顎あごを摑つかみ上を向かせた。

「私の仕掛けた罠わなに期待以上の結けつ果かを残してひっかかってくれたことですよ」

（罠……？）

　何の話だ、と思う。逃げるための言い訳だろうか。

（……そろそろ、司生が来る頃だからなんとかしないと）

「今件は、《怪盗》を釣つるためのものでした。正しよう体たいを暴あばくための《計画》です」

　松川が密みつ着ちやくしたまま断だん言げんする。本気で逃げたいと思うが、話は聞いた。

「計画？」

「ええ。《怪盗》をおびき寄せるために数々の偽ぎ装そうをしたのです。いかに《怪盗》とて、無む実じつの罪をかぶせられれば怒おこって姿を現すかと思いまして」

　司生がこんな状況を見たら、絶対に激げき怒どする。《怪盗》出しゆつ没ぼつの予告だけでも大問題なのに、さらに大おお騒そう動どうを起こしてはいけないだろう。

「残念ながら、いまだに《怪盗》は現れませんが、情報の収しゆう穫かくはありました」

「……って」

　まさか、と思う。松川は確信を持った様子で断言した。

「やはり、凜君の親しい人ですね。私の言げん動どうに悩なやみ、動どう揺ようするのが何よりの証しよう拠こ。不安そうに私の腹の中を探ろうとすればするほど、《怪盗》を庇かばおうとしているのがわかりやすいので、気をつけたほうがいいです」

「…………」

　殴なぐってやろうか。

　まさかの反論にどう対たい処しよすべきか冷静に考える──と、頰ほおに風が当たった。

（あれ……？）

　おかしい、先ほど見た時には窓まどは開いていなかったのに。松川が窓辺に寄った時に開けたのだろうか。

「なるほど、そういう事情とはすぐに理解できたが──捻ひねりがなくて面白みがない」

「っ、誰だれです……!?」

（あ）

　松川は驚おどろいて周しゆう囲いを見回しているようだが、凜はすぐに声の主ぬしがわかった。松川と二人きりに限界を感じていたのでホッとしたのだが、しかしすぐに危き機きに気づく。

（司生よりも、遙はるかに過か激げきだった……！　松川氏が殺されるかも）

　殴るなら、凜がやる。

　まさか立りつ候こう補ほできないけれど、と思っているとさらに声が室内に響いた。

「なぜ、そこまで《怪盗》に固こ執しつするのか。私もいろいろ調べさせてもらったがな」

「姿を現しなさい」

　さすがに不愉快そうに声を荒あららげ、松川が窓の方を振り返った。

　一つ、灯あかりが揺ゆれている──よく見ると、それは手に持たれたランプだ。

　松川が怯ひるんだ一いつ瞬しゆんに、凜は腕の中から逃れる。

「久く恩おん……！」
















　すぐに窓辺に立つ久恩へ走り寄る。嬉うれしいけれど、不安もある。

　凜だけならともかく、松川の前に姿を見せてよいのだろうか。《怪盗》なのに。

　すると顔が寄り、耳元で囁ささやかれた。

「凜、松川にいい目を見させすぎだな。不愉快ならば殴ってでもすぐに離れろ」

「立場もあるし、いきなり暴力は無理だって」

「あんな阿あ呆ほうに何の遠えん慮りよがいる？　あと三秒離はなれなければ撃うち殺ころしていたが」

「……相変わらず物ぶつ騒そうなもの持ち歩いてるんだ……」

　離れてよかった。

　驚きを隠さず松川が、怪け訝げんそうな声こわ音ねを響かせる。

「……音おとノの羽わ久恩君……？　いつの間に、室内に……？」

「何度もノックをしましたよ？　気づかないほど何に集中していたんですか？　自分よりも弱じやく者しやである凜を脅おどし独占しようとでも？　低てい俗ぞくですね」

（その言い方、やめてくれないかな）

　間ま違ちがってはいないが、あまりいい気がしない表現である。

「オレも、ノックの音を聞いてないんだけど」

「ああ、そうだったか？　窓から入る際さいに枠わくを叩たたいたぞ、二回ほど」

　小声で指し摘てきすれば、しれっとした返事が耳元で囁かれた。

　さすがに久恩は《怪盗》だからか、身が軽い。さらに、庭や階下に人がいるのに窓から侵しん入にゆうするとは大だい胆たん不ふ敵てきだ。

「正面玄げん関かんから堂々と入るつもりだったが、入り口に伯爵がいたゆえ通りづらかった」

「……藤ふじ田た警けい部ぶ補ほもいたから、そっちに案内してもらえばよかったのに」

　警けい官かんに案内されて堂々と屋や敷しき内に入る《怪盗》も、どうかと思うが。

「──久恩君は今、大事な友人である凜君の危機なのに、ようやく登場ですか」

　松川は、眼鏡めがねを指で押し上げながら指摘するが、その冷静さが不ぶ気き味みだ。

「──それにしても、凜君と久恩君はいつも仲がいいんですね。最近は少し、喧けん嘩かをしていたようにも見えましたが」

「オレが勝手に悩みすぎて、久恩を疑ったりしてただけですよ。誤ご解かいでしたが」

「ああ、なるほど」

　松川が満足そうに頷うなずいた。そして断言される。

「新しん國こく新聞にあった犯はん行こうはガセとしても、予よ告こく状じようのあった黑くろ田だ家と光こう源げん寺じの事件は久恩君の犯行か、と確認をとるまで不安だったのですね」

「────」

　はっきり指摘され、息が止まる。さらに松川が助言した。

「伯爵か久恩君のどちらかと思っていましたが、今、《怪盗》の正体がわかりました」

「……え？」

「その身軽さ、気け配はいの殺し方、素しろ人うとではありえません。さらに、登場した時は凜君から、喜びと安あん堵どの他に不安も窺うかがえましたし」

　黙だまっている凜たちへ、松川は淡たん々たんと続けた。

「久恩君が《怪盗》だから……ですね。間違いありません」

「──なるほど」

　久恩が薄うすく笑う。そして凜に安心させるように肩に軽く触れた。

「大切な親友の凜を護まもるため、いろいろな証拠集めをしていてよかった」

「証拠集め……？」

　なんだろうか。久恩の説明に意識を向ける。

「これですが」

　覗のぞき込む凜へ笑んでから、久恩は手袋をしたまま指を鳴らした。

　するといつの間にかその手に、数枚の書類が載のっている──いきなり現れて、驚いた。

「え？　そんな大きな封ふう書しよをどこから出した？　奇き術じゆつでもあるまいし……」

「役に立つかと思い、独逸ドイツで高名な奇術師に習った」

　なるほど、確かに《怪盗》としては様々なところで役立つのかもしれない。凜は奇術に詳くわしくないが、人の心理などを巧たくみに利用して騙だます技術と聞いているし。

「この中の書類に、松川殿が新橋の自じ称しよう探たん偵てい・石いし戸ど五ご朗ろうへ依頼した内容の詳しよう細さいが書かれています。大切な証拠なので、お譲ゆずりすることはできませんが」

「…………」

　その書類は奇術でも何でもなく、本当に文字が書かれているようだ。

　久恩から渡された書類は月明かりの中でも少しは文字が見えるのか、読んでいた松川が無言になってしまった。その様子に凜はふと、思い出す。

「石戸五朗って警視庁が取り調べをしている、似え非せ探偵のこと？」

「金さえもらえば何でもする破落戸ならずものだ。探偵ではない」

　なるほど、思った通りだ。司生が《同列にするな》と怒っていたのも無理はない。

「黑田家や光源寺への侵入、五カ所の窃せつ盗とうについての依頼内容が詳細にあります。もちろん、松川殿の文字と石戸へ依頼をした謎なぞの客の筆ひつ跡せきは、一いつ致ちしています」

「────」

「顔は隠されていてわからないそうですが、背格好と、松川殿が不在になった時刻に石戸が依頼主と会っている時間がすべて一致していることは、確認済みですので」

「…………。胡う散さん臭くさい男の証言など、信用されないでしょう」

　書類から視線を離さず、呟つぶやくように松川が指摘する。

　それは凜も考えた。破落戸の石戸なんぞの証言よりも、社会的にも確かつ固こたる地位を築きずいている松川の発言の方が遙かに信用されるはずだ。

「ご安心を。そう仰おつしやると思いましたので……私自身もちゃんと調査しております」

「調査？」

　久恩はずいぶんと落ち着いている。意味がわかっていない松川へ、さらに続けた。

「私はここしばらくの貴方あなたの行動を、すべて把握しています」

「……え？」

「気づきませんでしたか？　松川殿の近くにずっといましたよ」

「な……っ！」

　松川が驚く。凜も目を丸くしたのだが、それを見て久恩が苦く笑しようを漏もらした。

「だからあまり、凜の前には現れなかったんだ」

「久恩の方が、松川さんを追っていたのか……」

　松川が久恩を怪あやしんでいたのかと思っていたのだが。

「松川殿が凜に接触しないようにと警けい戒かいして、見み張はっていたのもあるが」

「東京書しよ籍せき館かんにいた時も？　そのまま千せん駄だ木ぎへ一いつ緒しよに行ったのは……？」

「松川殿が現れる前後に私がいた時は、大たい概がいが牽けん制せいだな」

　前後、ということは松川が現れるのを予測して凜の側そばにいたこともあるのだ。となると、司生の屋敷によく現れていたのも松川がらみだろうか。

「ちなみに黎千院伯爵邸ていを頻ひん繁ぱんに訪れるのは、伯爵が凜に無む駄だな接触をしていないか監かん視しする目的が大きい」

「……あ、そうなんだ」

　ここまで嫌きらい合っているなら、いっそ一周回って友情が芽め生ばえてもいいと思う。

「松川殿が大たい成せい殿でんで石戸へ計画を依頼するのを聞いたので、瑞泰寺では凜の側を離れて光源寺へ行った。そして、石戸が盗むのを確認したのだが」

　久恩は松川ではなく、凜を見つめて説明する。

「その後すぐに、松川を追ってしまった。まさか凜があんなに早く石戸を犯人と特定できるとは思わなかったからな……。襲われそうになっているのを見た時は、本気で焦あせった」

「ごめん……」

　そして光源寺の裏で、凜を助けてくれたことに繫つながるのだろう。

　納得する凜から、久恩はずっと黙ったままの松川へ視線を向けた。

「というのが、素人の私が目の当たりにできた範はん囲いですが」

（どう聞いても、素人の範囲じゃないし。《怪盗》って知られてるし）

　思う凜の心配通り、松川は久恩へ反はん論ろんする。

「素人ではないですね。君は《怪盗》という一流の玄くろ人うとですよ」

「奇き術じゆつが特技で気配を殺すのが得意かつ身軽な、ただの素人です」

（言い貫つらぬくつもりか……）

　ふてぶてしさは、久恩の方がきっと上だ。

「ということで。松川殿」

「…………」

　俯うつむいているがゆえに表情が見えない松川へ、久恩がさらに断言をした。

「凜の推理が寸すん分ぶんの狂くるいもなく正しいことは、直接見けん聞ぶんしていた私が誰よりもよく知っていますので悪あしからず」

「証拠を全部集めていた久恩に、感謝だ……」

　安堵を口にすると、久恩は口元だけで笑みつつ凜の髪かみを撫なでた。

「松川殿が事件を故こ意いに作り、《怪盗》を犯人と断定して世間を騒さわがせ話題にする──そんな捏ねつ造ぞうは、初期の頃から追って調べていましたゆえ」

（そりゃそうだよな……）

　何せ、本当に《怪盗》がやったのか否いなかは久恩が一番よく知っているのだから。

「……親友の凜君のために、必ひつ死しだな……。音ノ羽久恩君」

「ええ。貴方のお陰かげで私は約束を破やぶったと誤解されましたから」

　すでに謝罪してあるが、久恩は凜を護るために裏でいろいろとしてくれていたのを聞くと、さらに申もうし訳わけなく思い頭を下げるしかない。

「ちなみに松川殿は、ご自分が思っているほど聡明ではないですよ。計画性はあっても、今ひとつ穴あなが抜けています」

「な……っ!?」

（久恩……キツい）

　思わず凜は、自分の額ひたいに手を当ててしまう。

　当然のことながら、松川は優ゆう秀しゆうだ。

　久恩も認めていて松川の自じ尊そん心しんをわざと傷つけたのだ。一生怨うらまれても文もん句くは言えない。

（司生の他に、新たな喧嘩相手ができたのが決定……）

　もしかしたら久恩は、喧嘩っ早ぱやいのかもしれない。

「──失礼な。いきなりの暴ぼう言げん三ざん昧まいとは、よほど素す晴ばらしい教きよう養ようがおありのようですね。さすが独逸帰りの元華か族ぞくは違います──松しよう鷹よう侯こう爵しやく家元嫡ちやく男なんの、久恩殿」

「松鷹侯爵家は既すでにありませんよ。私はもう、音ノ羽家の嫡子ですから」

「────」

　嫌いや味みのつもりだったかもしれないが、見事に空からぶった。

（久恩の素す性じようを全部調べて《怪盗》の正体と推測できたのか……）

　司生か久恩が《怪盗》だと勘ぐっていたのだ。一通り調査してあるだろう。

　松川が真剣な表情で訊きいてきた。

「──いい機会なので、質問させてください。音ノ羽……いや、松鷹侯爵家に当時何があったのですか？」

「何もありませんよ」

　久恩の声音は落ち着いていた。そして、いつも以上に冷たいと感じさせる。

「実は、《怪盗》よりも、私が知りたいのは松鷹家のお取とり潰つぶしについてです」

「不ふ正せい行こう為いに対する処しよ罰ばつです。詳細は当時子供だったゆえ、知りません」

　もちろん噓うそだ。久恩は両親に無実の罪つみを着せた人々をはっきり覚えていて、奪われた宝を取り戻している最中なのだから。

「いいえ。貴方は覚えているはずですよ。──なぜなら」

「────」

　久恩に返事はない。だが、松川は続けた。

「松鷹侯爵も騙した側がわの連中も、私は見ていますから……」

「え……？」

　予想もしていなかった松川の言葉に、凜は息を吞のむ。

　しかし久恩は松川の真意を窺うかがっているのか、いまだ何の反応もなかった。代わりではないが、凜が話を促うながした。

「松川さん……どういう意味ですか？」

「ああ、伝えていませんでしたか？　神かみ代しろ子し爵しやくは、私の母の兄……伯お父じです」

「神代子爵が？」

　そういう繫がりがあったとは知らなかった。予想外の血筋に驚く。

　久恩も知らなかったことらしく、凜を見た──首を横に振り初耳だと告げた。

（そんなことは、何の調査にも引っかかってこなかったのに……？）

　久恩との接せつ点てんを確認するのに松川の経けい歴れきや身内も細かく調べたのだ。見落とすなんてありえない。何かの間違いなのではないか？

「……おや、驚いていますね。さては私のことを調べましたか？　残念ですが、神代の伯父様と当家……松川の接点は表面上どこにもありませんよ。母は訳あって神代家から他家の養女となりましたが、そのことからして一切、公こう言げんしていませんからね」

「なるほど……。盲もう点てんでした」

　明めい治じの戸こ籍せきは、出生、死亡、結婚、養子縁えん組ぐみだけでなく勘かん当どうや失しつ踪そう者しやの帰き還かん、家か督とく相そう続ぞくの変更、族称の改かい称しようなども詳細に記き載さいされているので調べるのにはちょうどいい。

　しかし、諸しよ事じ情じようによる記載の不備等もまた多かったのも事実で、提てい出しゆつする者の常識や良心に内容を任せているところが大部分であった。

「神代の伯父様──子爵は私のことを高く評価してくださっており、私が神代を継つぐことになっています。……いやそれは今は特に必要のない話なので、割かつ愛あいしますが」

　苦笑しつつ、松川が説明を続ける。知らないことばかりで驚くしかない。

「神代家は、跡あと継つぎとなる者は幼い頃から秘ひ密みつ裏りに当主の元で修しゆ行ぎようをする決まりが代々あるのですよ。そんな修行中のある夜、屋敷に当主の知り合いが何名か集まって話し合いをしていまして──内容が、松鷹侯爵が自じ死ししたことに関するものでした」

「……え……」

「────」

　凜が絶ぜつ句くするが、久恩はただ松川を見ているだけだ。そんな様子を眺ながめるようにして松川はさらに続ける。

「話を聞いていると、恩おん人じんの松鷹侯爵を騙して財産を横おう領りよう、さらに無実の罪を着せて罪人に仕立て上げ家を潰したと。やり過すぎだろう、とお互い責せめ合あっていました」

「……仲なか違たがいを、してた？　仲間同士で……」

　それは情けないだろう。心から呆あきれる。

「あの日以来、現在まで縁えんを切っているようですね。……私としては、私と同年の嫡子が松鷹侯爵家にいて復ふく讐しゆうが怖い、という大人おとなたちの会話に興味を持ちました」

「調べたんですか……？」

　凜の確認に、松川が頷いた。

「しかし、その少年は、両親の知り合いに引き取られたとか、孤こ児じ院いんへ送られたとか、あるいは死んだとかいろいろな噂うわさが流れましたが、結局どれが正解なのかわからずじまいでして。よほど、養父母が厳重に久恩君を護ったのでしょうね」

（さすが司生は、その辺りは正確な情報を摑んできたな……）

　松川とは違う、やはり日本一の名探偵だと凜は思っている。

「しかしずっと、私は松鷹侯爵の事件を調べていたのです。そして何年もたったある日、少年の手がかりになるような事件を知りまして──私は釘くぎづけになりました」

「というのは……？」

「──帝てい都とに突如、現れた《怪盗》」

　松川が強く断言をした。凜は息を吞む。

　目は笑っていない、冷たい表情のまま松川はさらに言う。

「彼が盗むものは、私があの時に聞いていた松鷹侯爵家の宝のみ。……あの時の少年が犯人では、と思いました。……だから、《怪盗》に会いたい」

　新聞社を経営し始めたきっかけだろうか、と推測してしまう。しかし凜には何を言うこともできないので、ただ久恩を見上げた──じっと、松川を凝ぎよう視ししたままだ。

　ふと、静かに口を開いた。

「……仮に《怪盗》が私だとしたら、何をしたいのか」

「どんな人生を歩んできたのか、そして今はどんな大人になっているのか、それを教えてもらいたいだけですよ。警察に通つう報ほうするなどとは考えていません」

　松川は肩を竦すくめて告げた。怪け訝げんな思いのまま、さらに尋たずねる。

「なぜです？」

「探たん求きゆう心しんと興味、ですよ。私と同じ年でありながら、過か酷こくな運命を乗り越えてきた少年への敬けい意いもありますが。あんな目に遭あい、どんな大人になったのか見てみたい」

　本当のことだろうか、わからないから凜は眉まゆを寄せるだけだ。

「正体を明かしてくれますか？　音ノ羽久恩君。先ほど、ご自身が松鷹家の元嫡男であることを認められましたね？　ならば、貴方こそが《怪盗》その人だ」

「……。松鷹家はもうない、私は音ノ羽の嫡子であり、松鷹家については知らない、と告げただけだが」

　つまり松川が、久恩を松鷹家の嫡子だと断定したのは引っかけだったのだ。

　司生が調査していたので、松川も知っていると思い違いをしてしまった。

　それに気づいた久恩は松鷹家とは無関係で通すつもりなのだろう。なので凜も反応を見せず静観している。

「──とまあ、意見を伝えたところで簡単に明かしてくれるとは思っていませんが」

「え？」

　はっと気づいた時には、松川は背を向けていた。

「今日はひとまず、このくらいにしておきましょうか」

「ちょ……！」

「ご存じの通り、私は《怪盗》ではありませんが、《怪盗》をおびき寄せるために少々、危険な橋を渡っていました。警察に捕つかまりたくはないので──逃げます」

　松川がいきなりドアから飛び出してしまう。

「お先に失礼《怪盗》さん」

　止めることもできずに背中を追おうとしたのだが、松川は廊ろう下かの角を曲がって消えてしまった。

「……あ！　久恩が集めた証拠の書類！　持って行かれた……！」

「そうだな」

　思いだして焦る凜とは対たい照しよう的てきに久恩は落ち着いている。

　慌あわてて追つい跡せきしようとした凜の肩を久恩は抱き留めた。

「別に放っておいていいだろう。その方が都つ合ごうがいい」

「だけど！　証拠の書類がないと松川が偽《怪盗》の犯人だって言えないじゃないか!?」

「いや、あれは活かつ版ぱん印いん刷さつしたものだからな」

「……え？」

　きょとんとする凜へ、久恩が内ポケットから封書を取り出して渡した。中を開いて驚く──そこにあったのは、先ほど松川が持ち去ってしまった書類と同じものだった。

「本物はこちらだ。一つのランプと月明かりくらいでは、印刷と直じき筆ひつの区別はつきにくいだろう──印刷したものを盗られても、何の問題もない」

「そうだったのか……って、あれ？」

　外がいきなり騒がしくなる。警官たちの怒ど声せいと黎千院家の者たちの焦る叫さけび声、そして屋敷の番犬らの吠ほえ声ごえなどが激はげしくなった。

　窓から外を見ると、人影が走るのが木々の隙すき間まから見える。

「……あれ、あの背せ格かつ好こうは……」

「失礼します！　大丈夫でありますか!?」

　だだだだ！　と廊下を駆かけてやってきた警官らに声をかけられる。

「ただいま、《怪盗》が現れた模様！　大だい至し急きゆう捕ほ獲かくのため総出で追跡中！　危険ですので部屋から出ないでください！」

「え？　《怪盗》が現れた……？」

　今、凜の横を歩いている久恩が《怪盗》なので、外に現れるはずはないのだが。

「松川だな。正面玄げん関かんを通れば持ち物を調べられる。それを避さけて、窓から忍しのび逃げたのだろう？」

　そっと告げられる。驚いて久恩の顔を見上げた──満足そうに笑んでいる。

「まさか、こうなることは計算していた……？」

「《怪盗》役を買って出てくれるとは、気の利きいた男だ」

　窓の外の騒動を涼しい顔で眺めていた久恩は、他ひ人と事ごとのように続けた。

「捕まりはしないだろう。なので後日、昨今の《怪盗》の犯罪はすべて《新怪盗》の企くわだてたものなのだ、と公表してやろう」

「そうか……」

　間違ってはいないので、なりゆきに任せるしかない気もする。

　しかし、一つ心配はあった。

「本物の予告でもある、オレを盗むとかいうのはどうするんだ？」

　凜が一番気になっていたことを尋ねる。

　元々はそれのために、これだけ多くの人々に迷めい惑わくをかけているのだ。

　久恩は外を眺めてから、あっさり言った。

「藤田警部補と黎千院伯爵に手柄を渡そうかと思う」

「え？」

「二人に恐れをなして諦めたのだと、勝利してもらう。《新怪盗》も現れたことだし、ちょうどいいんじゃないか？」

「……そっか」

　久恩が封筒を窓の外に落とすのを眺めながら、凜は脱だつ力りよくするほど安堵した。

「久恩がそういう判はん断だんをしてくれて、正直、ホッとしたよ」

　凜の立場や心情を考えてくれたのだろうか。何にせよよかった。

　久恩が笑う。

「何より、《怪盗》に勝利することは黎千院伯爵の本ほん望もうなのだろう？　よかったな、勝てて」

「……。どうだろう」

　多分、司生がこういう形での勝利を望んでいたとは思えない。だから、曖あい昧まいな返事をしておいた。
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「……《新しん怪かい盗とう》が、自分の起こした犯はん罪ざい一いち覧らんを置いていってくれたよ。逃とう亡ぼうの際さいに、庭先にね」

　久く恩おんが渡した活かつ版ぱん印いん刷さつの証しよう拠こ一覧のことだ。見せてもらうと、書かれてあった松川自身の名前は消してあったのだが。

　案あんの定じよう、司し生きはまったく喜んでいないまま続ける。

「凜りんの誘ゆう拐かいを企くわだてたのも《新怪盗》ってことで警察側は落ち着いたみたいだし……とりあえず、音おとノの羽わ久恩君の判はん断だんは賢明だ」

　不ふ機き嫌げんでいたものの、はーっと大おお仰ぎように溜ため息いきをつくと、どっかりソファに座る。

「まあ、《怪盗》というか音ノ羽久恩君の入にゆう邸ていを阻そ止しするために、僕は正面玄げん関かんに仁に王おう立だちして逮たい捕ほの時を待っていたんだけどね」

　──警察がいまだ屋や敷しきを調べている最中ではあったが、とりあえず一休みだ。

　お茶を飲みつつ、司生と久恩と凜の三人で居間にいる。

　警官や使用人の誰だれも室内にいないので、話題に遠えん慮りよはなかった。

「そうしたら裏の窓から秀しゆう彌や君……じゃない《新怪盗》が飛び出してきたから驚おどろいたよ。で、庭先を調べたら《怪盗》の予よ告こく状じようというかメッセージつきの封ふう書しよがあったりして追おつ手てのかく乱らんか自己主張かわからないけど。活版印刷のメモ用紙まで、落として行くし」

　真顔で伝える司生は不機嫌だ。そんな彼の正面で久恩が平へい然ぜんと珈コー琲ヒーを飲んでいて、なんというか本当に寒さむ々ざむしい。

「まあそれで《怪盗》も《新怪盗》も今回の件から手を引いたことがわかったんだけどね」

「えーまあ、オレを盗ぬすむって予告出したのは《新怪盗》ってなったことだし……っ」

「捏ねつ造ぞうだろ、それ。凜を狙ねらってたのはまごうことなき《怪盗》だ」

　凜の説明に、司生が即そつ行こうで指し摘てきする。

　久恩が平然と答えた。

「敗はい北ぼくというレッテルがつくので、《新怪盗》の犯行にさせてもらいました。迷めい惑わく料りようですよ」

「……秀彌君が、今頃悔くやしがっているねえ……」

　司生が嬉うれしそうなのは気のせいではない。

「司生は、松川さんが《新怪盗》であるとわかっていたんですね？」

　凜ですら気づいたのだから、司生が気づかないはずがないのだが。

「新しん國こく新聞が、《怪盗》の犯行でもないものを《怪盗》の犯行だって記事を書き始めた頃からね。凜に接せつ近きんして記事のネタを探しているのも不ふ愉ゆ快かいだったし」

「では、何かしら仕し掛かけるだろうという確信があって、先ほどはわざとオレと松川さんを二人きりにしたんですか……？」

　藤ふじ田たは強ごう引いんではあるが、それにしてもやけに長い時間付き合って外部警けい備びに協力しているな、と思っていたのだ。

　ちなみに藤田は今頃、警けい視し庁ちようで《怪盗》と《新怪盗》の残した文章の解かい析せきに気合いを入れているだろう。熱血の正せい義ぎ感かんで任務を遂すい行こうするのに燃えまくっている。

「明日には、大小新聞すべてに【《新怪盗》現ル!?　ソシテ敗北!!】の見出しが載のるのでしょうか……？」

「新國新聞はだけは【敗北】とは書かないかもね」

　警察から渡された今事件の詳しよう細さいを読みつつ、司生が言う。

「秀彌君は、転んでもタダで起きないでしょ。自社が一番《新怪盗》情報を持っているんだ、何かしら読者が好きそうな説でも唱となえるんじゃないの？　この件を有ゆう効こうに使わないハズがない」

「……逞たくましいですね」

　心からの称しよう賛さんだ。

「盗んだ財ざい宝ほうも手つかずで保管されているみたいだし、ホント、これからどうするんだろうね。返へん却きやくするのかなあ」

　久恩から渡った松川の犯罪一覧を眺ながめて、司生が呟つぶやく。

「藤田警けい部ぶ補ほは松川さんに一いち目もく置いていますが、《新怪盗》って知ったら驚くでしょうね……。正義感強いから知ったらショックでは……」

「大丈夫だよ。仮に犯行を目まの当あたりにしてもまず気づかないから」

「藤田警部補の最大の長所だな」

　悪びれない久恩を凜は睨にらみつける。藤田の純じゆん粋すいな正義感は最大の魅み力りよくであって、利用すべきではない。

「……ところで伯爵」

　久恩が司生へ責せめる口く調ちようで尋たずねた。

「松川が危険分子であるとわかっていたのなら、なぜ、凜と二人きりにしたのか？　凜が危なくなるのはわかっていたはずだが」

　しかし司生は久恩を一いち瞥べつするだけで、答える時には凜を見つめていた。

「凜が秀彌君を疑っていたから、離はなれて少し様子を見ようと思ったんだよね。《怪盗》が来ると予告している深夜までは、時間があったし……予告より早く来やがったけど」

「言葉が下げ品ひんです」

　もちろん久恩はまるで気にしていないし、司生もそれがわかっているのか、はー、と溜息をついてさらに続けた。

「可か愛わいい可愛い可愛い可愛い可愛い可愛い本当に可愛い凜を、あんな秀彌ごときと二人きりにするのは断だん腸ちようの思いだったけど、五分以内に戻ってくるつもりだったからさあ」

「え？　戻ってこなかったのは、わざとだったんじゃないんですか？」

　凜と二人きりにして、松川の出方を見ていたのだと思っていた。

「まさか、五分が限界だってば。そんな危険行こう為い」

「私が邸内に侵しん入にゆうする前に伯はく爵しやくの居所を確認したが、藤田警部補に捕まっていてまったく身動きが取れていなかったな」

「……お疲れ様です」

　いろいろと神しん経けいをすり減へらしたろうから、お礼の心と共に頭を下げた。

「まあ、凜をしつこく付け狙う偏へん執しつ的てき《怪盗》が、秀彌君……じゃない、《新怪盗》を退たい治じした奇き跡せきの一件と思うことにするよ──本当に、不愉快極まりないけど」

「……松川さんは、また何かをしかけてきますかね？」

「さあねえ。《怪盗》の正体もわかって大満足するか、実は未み練れんがあって何かしでかすか──当人のみぞ知る、だ」

　コキコキ、と首を鳴らした司生は、物もの憂うげな凜に向かって大仰に溜息をつく。

「僕としては、凜のことにかけては病的なほど執しゆう着ちやくしている音ノ羽久恩君が、なぜ、誘拐するのを諦めたかいまだわからない、その理由が気になるよねえ……」

「誘拐って言わないでください……」

「凜の了りよう承しようを得て連れて行く、と私は予告していたのだから、どちらかというと駆かけ落おちだな」

　それも違ちがうので、久恩の額ひたいを軽く叩たたいて黙だまらせる。司生は、これ以上ない殺さつ気きを込めた視線で久恩を睨みつけていたが。

「──ま。凜を盗むのは諦めると音ノ羽久恩君は誓ちかったのだから、絶対に、金こん輪りん際ざい、何があっても、二度と、目もく論ろまないように」

「────」

　司生の確認に久恩は黙ったままだ。

　しかし想そう定てい内ないだったのか、不愉快そうに眉まゆをしかめたものの、司生は文もん句くを言わない。

「じゃあ凜、《怪盗》の事件も終わったことだし、そろそろうちに戻ろうか？」

　手にしていた書類を折おり鞄かばんの中へとしまい込みつつの、話題転てん換かんらしい。

「そうだ、明日は上野動物園へ行くってのはどう？　精せい養よう軒けんで食事でもして……。何でも凜の好きなことをさせてあげるよ。楽しもう」

「ありがとうございます」

　久恩はどうするのだろう、と気になったが、特に変化もなく珈琲を飲んでいた。

「ちょっといいかね？」

「あ、はい」

　トントン、とノックをしながらドアが開く。そこには先ほど氏うじ神がみ系列の寺社から戻ったばかりの、黎れい千せん院いん公こう爵しやく夫妻が立っていた。

「どうだね？　少しは落ち着いたかな？　ようやく警察も引き取るらしい。明日の早朝また来るらしいが……」

「凜ちゃんを狙った《新怪盗》は逃げたから、もう安心ね……本当によかった」

《新怪盗》が凜の誘拐を失敗して逃走、という連絡を受けてすぐに戻ってきたのだが、公爵はともかく神経の細い夫人には詳細を伝えていないようだ。

（まあ、警察にも伝えていないけど……）

　大だい混こん乱らんになる。絶対に言えない。

「いや本当によかった、凜を無ぶ事じに守ってくれてありがとう。司生に久恩君」

「久恩さんが《新怪盗》から凜ちゃんを守ってくれたんですってね。何とお礼を言っていいか……」

「いえ、当然のことをしたまでですから」

　夫妻がお礼を言うのに、久恩が苦笑で返す。

「お礼言われて喜ぶなっつの、不ふ貞て不ぶ貞てしい諸しよ悪あくの根こん源げんが……っ」

「司生、言葉に品がありません」

　夫妻には聞こえない声こわ音ねでぼそっと呟く司生の心情はわかるが。

「ところで司生、玄関に馬車を用意してあるようだが……。伯爵家へ帰るのか？」

「はい……何か？」

　公爵の言葉に、司生が疑問を返す。すると公爵と夫人は顔を見合わせてから頷うなずき合う。

「実は、話があるんだ」

「話……？」

　凜の肩かたを抱く公爵は、司生だけでなく久恩のことも交こう互ごに眺めていた。

「久恩さん、先日の話は考えてくださったかしら……？」

（先日の話？）

　夫人が、ニコニコと満面の笑みを浮かべている。そして、凜の背はい後ごに黙って立ったままの久恩へ尋たずねた。

「ええ、ありがとうございます。お言葉に甘えようと思っています」

　返事を聞いた途と端たん、公爵と夫人が安あん堵どの声を上げた。

「それはよかった…！」

「ええ本当に……！　きっと、凜ちゃんも喜ぶと思うもの……！」

「凜が？」

「え？　オレ……？」

　とても喜んでいるのだが、司生と凜には何の話なのかわからない。顔を見合わせてしまう。

「久恩？　久恩はわかっているのか？」

「ああ」

　なら久恩に訊きこう、と思ったのだが──夫人が嬉しそうに教えてくれた。

「実はね、凜ちゃんが喜ぶと思って久恩さんにこの家で一緒に暮らさないか、とお話を持ちかけていたのよ」

「え？」

「はあっ!?」

　驚く凜の横で、上品な司生がらしくないほどの大きな声を上げた。

　思わず、というように夫人は驚いた顔を向けるが、公爵は気にせず久恩と話をしている。

「音ノ羽邸で一人暮らしをしているらしいじゃないか。寂さびしいだろうと思ってね。しかも、話を聞くと久恩くんは凜の大切なあの幼おさな馴な染じみだったそうだし」

「凜ちゃんがずっと探していた親友が久恩さんだなんて……。お礼もしていきたいから、ぜひとも当家でお客人として暮らして欲しい、とお願いしたのよ」

「え？　本当に久恩、公爵邸で暮らすの……？」

　いきなりすぎないか。

　確認を取るように訊く凜へ、久恩が笑んで頷いた。

「先日、公爵夫妻からそのようなお話をいただいていたからな。熟じゆつ考こうの結けつ果か、お言葉に甘えさせてもらおうと決めた」

「……えええええ……」

　凜はまったく知らなかったし、司生も初耳のようだ。

「久恩、それ内ない緒しよにしていた……？　オレに」

「公爵夫妻から、凜を驚かせたいと頼たのまれ黙っていた、申もうし訳わけない」

「あー……」

　さすがに黎千院公爵夫妻の名前を出されたら、約束違い反はんだ、と責められない。

「にしても……久恩が、公爵家で暮らす……」

　動どう揺ようする凜を置いて、夫人は嬉しそうな満まん面めんの笑みで寄って来た。

「そうよ、だから凜ちゃんもこの屋敷で一緒に暮らしてくれるわよね？」

「え？」

「まあ、それが目的だよねぇ……父上も母上も」

　推すい測そくをしていた司生が、天を仰あおいで溜息をついた。

「──ということで、凜、これからは一日中一緒だが。よろしく頼む」

「久恩……あのな」

　確信犯の表情だ、これは──夫妻に頼まれていなくても、凜に黙っていただろう。

　ち、と司生が小さく舌打ちをした。

「……だから、凜を盗むのをやめたのか。一緒に住むのならば望みは叶かなったも同じだから。……本当に腹黒いよ、ど腐ぐされ《怪盗》が……っ！」

「司生、口調が下品ですってば」

「何を仰おつしやっているんですか？　仮に私が《怪盗》だとしても、名めい探たん偵ていが手て強ごわすぎて諦めただけですよ」

（噓うそだ）

　夫妻に聞こえない声音で司生が呟いているのに、白しら々じらしすぎる。

　不愉快そうに表情を歪ゆがめた司生に、父である公爵は提案した。

「別に司生には、この屋敷で暮らせとは言わないが。お前は分家でもある伯爵家を護まもる義ぎ務むがあるし」

「凜がこっちで暮らすなら、僕もこちらで暮らしますよ。当然です、父上」

　司生は即行で強く断言する。

　公爵は一瞬だけつまらなそうな顔をした気がしたが、司生は気にせず息まく。

「父上も母上も……っ、一番危険な奴やつを黎千院家へ招き入れるなんて……！　とんでもなく警けい戒かい心しんが薄うすすぎる……っ!!」

「公爵夫妻の、私への評ひよう価かが信用に繫つながっているのですよ。別に伯爵に同居は望んでいないのですから、無理に公爵家で暮らさずとも凜は私にお任せください。さ、早々に伯爵家へお戻りを」

「な……っ」

「あーもう……！」

　また火花が散りそうになったので、凜は慌あわてて司生と久恩の間に入った。

「父と母が見ている前で、喧けん嘩かはしない！　心配させてしまいます！」

「「……え？」」

　しかし、そんな凜に反はん応のうしたのは司生や久恩より、公爵夫妻の方だった。

「父と母……？　って、凜、自分の父と母って今、言ったかね？」

「凜ちゃん……！　ようやく私たちを親として認みとめてくれたのね……！」

「あ」

　思わず立ち止まってしまう──自分の発言にも驚いたが、まさかこんな一言に公爵夫妻が反応するとも思っていなかったのだ。

「え？　あ……これは……っ、と言いますか、恐おそれ多かっただけで元々、両親と認めて……なかった訳ではないので……っ」

「もう一回！　今度はお父様お母様って言ってみなさい凜！」

　公爵夫妻が期待に目を輝かがやかせて凜に詰つめ寄よる。凜の両肩を摑つかみ、がくがくと勢いよく揺ゆらしてきたので、凜としてはさらに動揺した。
















「え？　で、でも……えと……」

　さすがに困った──無意識に口から出たことだから、意識して言えるものではない。

　そんな困こん惑わくしている凜へ、司生が肩を竦すくめてみせた。

「ここは一発、大きな親おや孝こう行こうをするべきだよ。その代わり条件として、音ノ羽久恩君の同居を反対するとか」

「凜、意識せずに感情にまかせれば言えるだろう？　お義と父うさん、お義か母あさんとちゃんと呼んで差しあげるべきだ」

「……お前が言う必要はないんだよ」

　久恩も相変わらずである。凜に神経を集中させている夫妻には聞こえなかったようなので、それはよかったが。

（本当に、久恩に先を越されてどうするんだか……）

　追い詰められる──けれど。

　期待してじっと凜を凝視する両親の双そう眸ぼうがあまりにも輝いているので、凜はぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

　勇ゆう気きを出した一言は、思った以上にすんなりと口から出たので内心驚いてしまったけれど。

「……あ、まあ……はい。おとうさん、おかあさん……」

　言こと霊だまで、心まで変わっていくような気がする。







　夢のような状じよう況きようすぎて、実感の湧わかない凜の生活は、また、新たな局きよく面めんを迎えそうだ。











終























あとがき






　本をお手に取ってくださり、本当にありがとうございました。

　明治の《怪盗》です、二弾目です。まだ二弾目なので、もし少しでも興味を持っていただければ、ぜひぜひ一冊目の方も手に取っていただければ本当に嬉うれしいです。

　明治というのは、和洋合わさって一種憧あこがれがあります。当時の地図や民衆の職業などの説明や写真を見るのがとても楽しくて……。写真があるっていいですね！




　今回も美しいイラストをありがとうございました伊い藤とう明あき十と先生。可か愛わいいやらカッコイイやら美しいやらで目の保養です。今回出てきた秀しゆう彌やがとてもイケメンで、後半エピソードをたくさん書き直ししてしまいました。

　ちなみに、前回に引き続き「闇やみ皇こう」シリーズの某なにがしが出ています。それも見つけてもらえると嬉しいです。

　ここまで来るのにいろいろと迷惑をかけました担当さん、改稿のほとんどが手書きで解読に時間かかったと思いますが……。すみませんです。

　そして読んでくださった方々。どうか、これからもよろしくお願いします。
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